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《序》







　実りの秋は、収しゆう穫かく祭を始めとした神事が営まれる季節だ。

　その中でも特別なのは、子供の立ち入りが禁じられている山に設けられる厳おごそかな祭事場だ。清せい浄じようであることが条件とされる神域であり、許されたものしか入ることのできない禁域でもある。

　収穫祭の一番大事な二日に亘わたる本祭事の期間は、立ち入ってはいけない。

　決して見てはいけない。

　山の神の怒いかりに触ふれ、禍まが々まがしい凶きよう事じが村に襲おそいかかる。

　物心つく頃ころには大人たちからそう言い含ふくめられていて、どんなにイタズラ好きの子供でも覗のぞき見をしようなどと思いつくことさえない。

　怖こわくないわけではない。

　でも、禁じられれば禁じられるほど『見たい』という好こう奇き心しんが搔かき立てられる。

　今年は兄が祭事に携たずさわる年ねん齢れいになったこともあり、尚なおのこと『自分も』という思いが強くなった。

「なんで、青あお羽ばにぃはいいのに僕はダメなの？」

「青羽は十七になった。花楓かえでは、まだ七つだろう。あと十年待ちなさい」

　村の外れ、祭事場に続く登山道の入り口で、「一いつ緒しよに行きたい」と地じ団だん駄だを踏ふむ。祭列の後方に立つ兄は、困った顔で花楓の髪かみをくしゃくしゃと撫なで回した。

「花楓、もう少し大人になれば一緒に行けるから」

　大人たちと兄に宥なだめられて、唇くちびるを尖とがらせる。背後から優やさしい声で「花楓」と呼びかけながら、肩かたに手を置かれた。

「ワガママを言ってはダメ。青羽兄さんはお昼には戻もどってくるのだから、ねぇねとお団子を作りながら待とう？」

「……はい」

　五つ上の姉は、花楓のように我わが儘ままを言うことがない。同じ年頃の幼おさな馴な染じみたちも、大人しく見送りの列に並んでいて……急に恥はずかしくなってきた。

　花楓がうなずくと、兄はホッとした顔で「行ってきます」と見送る母たちに挨あい拶さつをする。

　収穫したばかりの新米に芋いもに果物に、村の女性たちが織った反たん物もの。それらを積み上げた神輿みこしを担かつぎ、大人の男衆が山に続く小道を登っていく。

　一日目は午前中にこちらからの収穫物を置き、午後に『彼ら』が取りに来る。

　二日目は午前中に『彼ら』からの返礼品が置かれ、夕刻までにこちらが取りに行く。

　ずっと昔から続く、山の民たみとの約束事だ。

「さ、花楓。餡あんを煮にましょ。クルミの餡も作りたいから、お手伝いして」

「……はぁい」

　姉に手を引かれて、山への小道に背を向ける。

　十七になれば、自分も祭事場へ行く許可を得られると言われても、今の花楓にとって永遠のように遠い。

「菫すみれねぇ。しんいきには、どんな神様がいるんだろう」

「そうねぇ……きっと、私たちが見たことのない姿よ。ばあ様が子供の頃に見た神様は、大きな獣けものの耳と尻しつ尾ぽがある、狼おおかみの神様だったんだって」

「おおかみさま？」

「うん。私たちは純じゆん人じんで、山の民は山犬族。狼はもういないけど、狼の神様によく似た山犬の混合種らしいわ」

　この世界は、純人と純じゆん獣じゆうとそれらの混合種、三つの種族で成り立っている。

　山の麓ふもとに住む自分たちは、純人。山の奥に住む民は、混合種。話に聞いたことはあるけれど、花楓は山の民を目にしたことは一度もない。

「祭事での物ぶつ々ぶつ交こう換かんが約束になる前は、村の子が生いけ贄にえになって嫁よめ入いりしていたんだって」

「いけにえ？」

「山犬族に、食べられちゃうってこと。小さな花楓なんて、丸のみかも」

「……こわい」

　姉の語る『大きな獣の耳と尻尾がある』狼の神様の姿は、花楓には想像することさえできなくて。

　僕を丸のみする狼の神様って、どんなの？　と首を傾かしげながら、村で一番大きな家に向かった。










　チラチラと背後を窺うかがい、追いかけてくる人ひと影かげがないことを確かく認にんする。

「ちょっと、見るだけ」

　神域に入ってはいけないと言われていても、木の陰かげからこっそり覗くくらいなら許されるのでは。

　そんな好奇心が勝まさり、山へ続く小道を登り始めたのはいいが……。

「……もっと上かな」

　どれくらい時間が経たったのか、どれほどの距きよ離りを歩いたのか、わからない。足が痛いし、木の枝に引っ掛かけてしまった腕うでも痛い。

　さほど時間を置かずに追いかけたつもりだったが、神輿を担いだ村人たちの姿は見えない。声も聞こえないので、随ずい分ぶんと先に進んでいるに違ちがいない。

　今いま頃ごろ、村では花楓の姿がないことに気づかれているだろうか。

　それとも、山から戻る男衆を迎むかえる準備に忙いそがしくて、花楓がいないことなど誰だれも気に留めていないか……。

「は……っ、はぁ……疲つかれた」

　喉のどが渇かわいた。水すい筒とうを持ってくるべきだったと思っても、後の祭りだ。

　小道から斜しや面めんを見下ろして、ここから川辺に下りるのは無理かな……とため息をつく。

　迷うことなく山の上へ続く一本道を登っていたけれど、分ぶん岐き点てんに行き当たり足を止めた。

　右を行けば、上り坂。左を選べば、下り坂。

「上……だよね」

　山を登ることが目的ならこちらだろうと、右側の上り坂を選ぶ。けれど、上り坂を歩き出して十分ほど経った頃に誤りに気がついた。

　ずっと山を登り続けると思っていたのに……曲がり角の先は、下り坂になっている。

　立ち止まり、きょろきょろと周りを見回した。

「どうしよう。引き返す？　でも、もうちょっとかもしれないし……」

　鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた山中は、まだお昼前のはずなのに薄うす暗ぐらい。

　時々、鳥の鳴き声が聞こえるのと、風が吹ふいたら木の葉がザーッと音を立てるだけで……心細くなってきた。

「あと少しだけ」

　不安を押し殺して、再び歩き出す。怖いと感じていることを認めてしまったら、ここから動けなくなりそうだった。

　少し下って、また上る。

　石が転がっていたり木の根が盛り上がっているでこぼこ道は、上っているのか下っているのかわからなくなりそうだ。

　怖くない。怖くない。祭事場に行けば、先に出発した村の人や兄がいる。

　そう自分に言い聞かせながら、一心不乱に歩き続ける。

「あ……っ」

　疲ひ労ろうのあまり前まえ屈かがみになり、足元に視線を落として歩いていたせいで、木の枝から垂れ下がっていた蔓つるに気づくのが遅おくれた。

　目の前を覆おおう緑の葉に驚おどろき、足元の大きな石に躓つまずいて……バランスを崩くずした身体からだは、草の生おい茂しげる斜面をゴロゴロと転がり落ちる。

　痛い、痛い。怖い……！

　恐きよう怖ふのあまり悲鳴を上げることもできず、ギュッと目を閉じて身体を丸めた状態で、次々と襲おそってくる衝しよう撃げきに耐たえる。

　バササッ、バキバキと木の枝が折れる音が聞こえて、

「っ……」

　ようやく止まった？

　恐おそる恐る目を開けた花楓の視界に飛び込んできたのは、真っ赤に色づいた紅葉もみじの大木とひらひら舞まい散る赤く色づいた葉。

　そして……。

「大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　花楓を覗のぞき込んでいるのは、十七歳の兄と十二歳の姉の、ちょうど真ん中くらいの少年だった。

　白……いや、キラキラした銀色の髪など、初めて見た。目の色も、初めて見る蒼あお色いろだ。

　ぼんやり見み惚とれていると、背中を抱だき起されて、身体についた葉っぱや草を払はらい落とされる。

「怪け我がは？　どこか痛いところはある？」

「……わかんない」

　あちこち痛いし、引っ搔かき傷が痒かゆい。でも、腕も足も小さな切り傷だけで、たくさん血が出ているところはなさそうだ。

「きみは……純人だね。迷子？」

「う……ん。祭事場に……」

「ああ、わかった。麓の村の子だ」

　ぽつりとつぶやいた一言で、花楓が麓の村に住むことを察したということは……このお兄さんも、『祭事』を知っているということだ。

「喉が渇いてないかな。よければ、これをどうぞ。すっぱいけど、喉の渇きは癒いえるよ」

「……ありがと」

　差し出されたのは、大きな粒つぶの葡ぶ萄どうだ。遠えん慮りよなく手を伸のばして、一粒口に入れる。

「んー……っ」

　本当にすっぱい。でも、水分を溢あふれるほど含ふくんでいて美味おいしい。

　無言で、二つ三つと嚙かみ潰つぶして飲み込み、ふぅ……と大きく息をついた。

　改めて見上げたお兄さんは、やはり不思議な髪かみの色と目の色をしている。なにもかも黒い、花楓とは違う……けど。

「きれいだね」

　そろりと手を伸ばして、肩かたにつく長さのお兄さんの髪に触ふれた。

　怒おこられなかったことにホッとして、もっと上……白銀の髪を搔き分けて生えている、大きな三角形の耳を触さわってみる。

　白に青あお灰はい色いろの交じった毛に覆われた耳は、村にいる牛追いの犬のものに似ている。けれど、もっともっとふわふわで、すごく綺き麗れいだ。

「目も、きれい……」

　花楓を見ている瞳ひとみは、晴れた日の空よりも深い蒼色だ。あまりにも綺麗で、目の前にいるのに幻まぼろしを見ているかのような……不思議な気分になる。

「怖こわくないのか？」

「ぜんぜん」

　どうして、怖いなどと思うのだろう。こんなに綺麗で、まるで……。

「おおかみさま？　山の神さま？」

　花楓の手のひらと同じくらい大きな耳に触れながら、そう首を傾げた。

　姉から聞いたばかりの、『狼おおかみの神様』みたいだ。それなら、自分と姿が違うこともこれほど綺麗なことも納なつ得とくできる。

　そう目を輝かがやかせた花楓に、お兄さんは「ははっ」と笑った。

「残念ながら、神様じゃないよ。……名前はなんていうの？　いくつ？」

「花楓。七歳」

「いい名前だ。赤く色づいた、この葉っぱと同じだね。俺は、蒼そう月げつ。花楓より八歳上だ。少し休んだら、麓ふもとの村の近くまで送ってあげる」

　蒼月と名乗ったお兄さんは、花楓の隣となりに座り込んで洋袴ズボンのポケットから白い紙に包まれた木の実を取り出した。

　その背後に見えるのは……耳と同じ毛色の、ふさふさした尻しつ尾ぽ？

「山の上にだけ生えている木の実だ。殻からを割ってあげるから、食べてみて」

「……おいしい」

　蒼月が茶色の殻を割ると、白い種子が現れた。薄うす皮かわを剝はいで手のひらに転がされた木の実は、初めて食べるものだ。

「こっち……これも美味しい実だ。白い花の蜜みつも甘い」

　花楓の手を引いて、食べられる赤い実を教えてくれる。摘つみ取ってくれた白い花は、とろけるように甘かった。

　その近くにある緑色の実は、地面に落として踏ふみつける。

「でも、こっちは食べたらダメ。実の回りトゲトゲがついているから、指に刺ささったら痒くなる。この茸きのこも、純人には毒になるから触らないで」

「うん」

　一つずつ、食べていいものと触ったり食べたりしてはいけないものを教えてくれる。花楓が知らないことばかりだ。

　蒼月が「これは大丈夫」と言って木の枝から摘んでくれた甘い果実を抱かかえて、大きな石に座った。

　皮を剝むいてくれた実を齧かじると、シャリッとした歯ごたえと共に甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうが溢れる。

「美味しい？」

「うん」

　笑ってうなずいた花楓に、蒼月は「可愛かわいいな」と目を細めた。花楓を見下ろす蒼い色の瞳を見ていると、なんだかドキドキする。

　村まで送ってくれると言っていたけれど、もっと一いつ緒しよにいたいなぁ……と寂さびしくなって、蒼月が着ている服を握にぎった。

「……蒼月、怖くないね。山の民たみは怖いってウソだ」

「怖くない？　それなら花楓にお願いがある。……俺はね、大人になったら純人を花はな嫁よめにするんだ。花楓を選んでいい？」

「そしたら、蒼月とずっと一緒にいられる？」

「ああ」

　遠くの里から村のお家うちに嫁入りした花嫁は、その家に住んでお婿むこさんとずっと一緒にいる。

　花楓にはその程度の認にん識しきしかなくて、蒼月と一緒にいられるのならと大きくうなずいた。

「じゃあ、いいよ」

「約束だ」

「う……ん」

　蒼月を見上げて、もう一度うなずこうとした。でも、蒼月の蒼い瞳がどんどん近づいてきて唇くちびると唇がぶつかる。

「約束の印」

　そう言って笑った蒼月の耳に、紅葉の赤い葉がひらりと落ちてきた。

　手を伸ばして指先で赤い葉を取ると、蒼月が洋袴のポケットから木の実を包んでいた白い紙を取り出す。

「栞しおりにすればいい」

　皺しわを伸ばして二つに折った紙のあいだに、紅葉の葉を挟はさみ込む。

「大人になるまで忘れたらダメだよ、花楓」

　花楓の手に紅葉を挟んだ紙を手て渡わたすと、指先に唇で触れて「我が花嫁」と瞼まぶたを伏ふせる。

　白っぽい青灰色の毛に覆おおわれたふわふわの大きな耳と、ふさふさの尻尾。鮮あざやかに色づいた紅葉。蒼い瞳。

　なにもかも綺麗で、夢の中にいるみたいだった。　>>>♥







《一》







「長雨だったな。民家に被ひ害がいがなかったのは幸いだが……」

　強風を伴ともない、三日間続いた大雨がようやく上がった。

　山の斜しや面めんを利用した棚たな田だの被害確認に走り、牧草地は無事なのか……用水路はどうなっているのか、男たちは村中の点検にてんやわんやしている。

　村の外れにある橋を見に行った兄たちが、深刻な顔をして戻もどってきた。

「青羽兄ちゃん、どうだった？」

　駆かけ寄って尋たずねた花楓に、兄はゆっくりと頭を左右に振ふる。

「ダメだ。半分近く流されている。修復……より、架かけ直しだな。あれは、俺たちの手に負えない」

「じゃあ……」

　どうすればいいのか、続きを口にできなくて口くち籠ごもる。

　もうすぐ厳しい冬がやって来る。大きな川に架かる橋がなければ、村から出ることができないのに……。

　いや、もう一つ、山を越こえるという手段もある。ただ、雪の積もる険しい山道を三日かけて抜ぬける危険な方法しかない。

「青羽。もう……彼らに頼たよるしかない。架橋技術は彼らのほうが優すぐれているし、百年以上前に橋を架けたのも彼らだ」

「……そうだな。我々では、流れの速い川を筏いかだで渡わたることなど不可能だ」

「彼らは、我らの要望を受けてくれるのか？」

　深刻な表情で大人たちが話し合う、『彼ら』。花楓はよくわからないが、橋をどうにかする手があるのなら、他ほかに選せん択たく肢しはないだろう。

「どうする、青羽」

　父の後を継ついで次期村長になることが決まっている兄は、花楓とは十歳しか違ちがわない……ようやく二十八歳になったところなのに、大事なことの決定権を持っている。このところ、父親が病びよう床しように臥ふせっていることで、尚なおのこと兄の意見は重要だ。

　兄はしばらく深刻な顔で考え込んでいたけれど、腕うで組ぐみを解いて大きくうなずいた。

「山犬族の郷さとに、遣つかいを出そう」

「しかし、収しゆう穫かく祭の物ぶつ々ぶつ交こう換かんは終えている。相応の対価を求められるのでは」

「仕方ないだろう。橋がなければ、行商人も村に入ってこられない。急病人が出ても、外に運ぶこともできない。冬の山やま越ごえはあまりにも危険だ。ある程度の求めには応じよう」

　そうして大人たちの話し合いは決着し、手て土産みやげを携たずさえた若者が二人『山犬族』への使者として送り出されることとなった。

　冬ごもり前の熊くまと遭そう遇ぐうする危険があっても、今すぐ『山犬族』へ助けを求めなければならない状じよう況きようなのだと、未いまだ子供扱あつかいされて会合に参加させてもらえない花楓でも推測することができる。

「交こう渉しようが上手うまくいくことを前提に、女たちは彼らを迎むかえ入れる準備を。村の外れ、橋のすぐ傍そばに空き家があるだろう。そこに逗とう留りゆうしてもらうことにしよう。お世話は、各自話し合って分担してくれ」

　山の集落への使者を送り出してすぐ、兄の号令で村中が慌あわただしくなる。

　まだ半人前の花楓は、大人の男たちの作業に交ぜてもらえない。

「菫姉さん」

　女性たちを取り纏まとめる姉に声をかけると、腕まくりをしながら花楓を振り返る。

「花楓、私たちも準備しましょう。彼らがいらしたら、すぐにお持て成しできるように……ご馳ち走そうを用意して、お酒もね」

「……うん。おれは……薪まきを用意して、かまどの準備をしておく。罠わなを確認して……猪いのししが獲とれたら、味み噌そ煮に込こみかな」

　姉の言葉に、花楓は大きくうなずいて薪割り小屋へ向かった。

　花楓には、兄のようなことはできない。でも、一つでも役に立ちたい。

　山の民。山犬族。純人の自分たちとは違う姿の、混合種……。

　呼び覚まされる遠い記き憶おくは、夢か現実かあやふやで……もし彼らの姿を目にしたら、答え合わせができるだろうか。










　日が暮れる頃ころになって、山の民を迎えに行った使者が戻ってきた。

　出で迎むかえた花楓たちは、その背後にいる三人……頭からすっぽり被かぶったマントのせいでハッキリと姿を見ることのできない『山犬族』に、深く頭を下げる。

「よくいらしてくださいました。お食事を用意してあります」

「しばらく滞たい在ざいしていただく家に、案内しますので。……花楓」

　兄に促うながされて、一歩進み出る。ランプを手にした花楓は、自分より体格のいい三人を見上げて「こちらです」と先に立って歩きだした。

　花楓たちの村に言い伝えられている『山犬族』は、純人である自分たちより遥はるかに大きく力が強く、気き性しようが荒あらい野や蛮ばんな種族であるということと、混合種故ゆえに半はん獣じゆうの醜みにくく恐おそろしい姿をしているということだ。

　確かに、三人の……多分男たちは、花楓より体格がいい。頭からマントを被っているせいで体型はよくわからないが、架橋のためにやって来たということからも体力があることに間違いはない。

　でも、小山のような大男というわけではなさそうだ。

　小屋に到とう着ちやくすると、扉とびらを開けて内部を指し示す。

「少し狭せまいかもしれませんが、こちらの小屋を使ってください。おれ……村長の次男で、花楓といいます。皆みな様さまが滞在中の、お世話をさせていただきます。寝しん具ぐは用意してあります。飲み水は、そこの水みず瓶がめに。食事はお持ちします。他に必要な物があれば、なんでもおっしゃってください」

　花楓の説明に、先頭にいる男がうなずくのがわかった。言葉が通じていないわけではなさそうだが、彼らは一言もしゃべらない。

「あの、お持て成しの宴うたげを……」

「特別なことは不要だ。食事だけ頼たのもう。我々は、橋を架けるために来た。それ以外は構わなくていい。作業に関しての、手出しも口出しも結構だ」

　ようやく口を開いたかと思えば、抑よく揚ようのあまりない低い声で、淡たん々たんと簡潔に語る。

　ご馳走を用意しようと張り切っていた姉は落らく胆たんしそうだが、どんな持て成しを求められるのか戦せん々せん恐きよう々きようとしていた花楓にとってはありがたい言葉だ。

　若い娘むすめを世話係に……と言い出した大人たちに反発して、自分に任せてくれと説得した花楓も少しだけ拍ひよう子し抜ぬけしたが。

「……はい。では、お食事をお持ちしますので少々お待ちください」

　小屋の中に入った三人に頭を下げて、食事を運ぶために小道を取って返す。

　山の民たみは、凶きよう暴ぼう？　そんなふうには思わなかった。

　むしろ、淡々とした低い声は理知的な印象で……ドキドキする胸を、服の上から押さえる。

「誰だれだよ。気性が荒くて野蛮で、半獣の恐ろしい姿をしている……とか言ったの」

　少なくとも、獣けものじみた雰ふん囲い気きは皆かい無むだった。

　マントのせいで手首から先と足元しか見えなかったが、毛むくじゃらでも鉤かぎ爪づめでもなく、自分たちと変わらないものだったと思う。

　子供の頃のおぼろげな記憶が浮うかび、「やっぱり」とつぶやく。

　七歳の頃、山で迷子になった花楓は、半日近く山中をさ迷い……山へ続く道の入り口付近で保護された。

　木の実を採りに行こうとして迷子になったと言い張り、なんとか一人で戻ってきたのだと大人たちに説明した。

　本当のことは、胸の内に秘ひめている。

　神域に入ろうとしたこと、祭事場を覗のぞき見しようとしたこと、山の民と遭遇したかもしれない……ということも、誰にも言えなかった。

　村が見える所まで送ってくれた、自分たち純人と異なる姿の少年は、ただ綺き麗れいで……優やさしくて、彼と過ごした時間は甘い記憶だ。

　今では、ハッキリと思い出すことはできないが、蒼あおい瞳ひとみと大きな耳、ふさふさの尻しつ尾ぽは憶おぼえている。

「どこまで夢かな」

　少年の姿だけでなく彼と交かわした言葉も曖あい昧まいで、遠い過去に埋うもれそうになっている。

　宝箱に大事にしまってある、白い紙に挟はさまれた鮮あざやかな色づいた紅葉もみじの葉が、唯ゆい一いつ確かなものだ。

　なにか、約束を交わした。それは……なんだろう。

「花楓、どうだった？　なにか、お求めになったか？」

「酒はどれくらい必要だ。猪の丸焼きは？」

「……娘たちの衣い装しようは、どうすればいい」

　小道を戻もどった花楓を囲み、兄たちが口々に尋たずねてくる。

「あ……ううん、食事だけ用意してくれればいいって。宴も娘たちも必要ない。あとは、彼らが勝手に作業をするから構わなくていい……って」

　花楓の言葉に、兄たちは拍子抜けしたように目をしばたたかせて緊きん張ちようを解く。

　気持ちはわかる。花楓も、同じように肩かたの力が抜けたのだから。

「……本当か？」

「それは……ありがたい」

「では、食事を……」

　ふっと息をついた兄は、炊すい事じ場ばにいる女たちに「おい、膳ぜんを準備しろ」と声をかけて、花楓に向き直った。

「彼らの世話を任せていいか」

「はい。おれができることなんて、それくらいだから」

　花楓が迷わずうなずくと、兄はほんの少し眉まゆを顰ひそめてなにか言いたそうな顔をして……ポンと頭に手を乗せてくる。

「重要な役目だ。頼んだぞ」

「……もちろん承知です」

　滅めつ多たにない兄からの「頼み」が嬉うれしくて、頰ほおが緩ゆるむ。

　花楓は、精いっぱい『彼ら』のお世話をしようと心に決めて、炊事場を取り仕切る母親や姉のもとへ向かった。
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　山犬族の彼らの仕事は素す早ばやく正確で、三日後には流されていた橋の大部分が元通りに架かけ直されていた。

　村の住人が手伝いを申し出ても、荒あら縄なわを用意して欲しいとか切り出した大木から枝を払はらっておいてくれとか、子供でもできる軽作業ばかりで、作業のほとんどを三人だけで進めてしまった。

　流れの速い川に腰こしまで浸つかって支柱を川底に打ち込んでいたとか、一人で大木を三本担かついで運んだとか。

　漏もれ聞こえるのは、自分たちでは不可能なことばかりだ。

　世話係の花楓にも一いつ切さい無理を言うことなく、ほとんど言葉を交わさず……微び妙みような距きよ離りを保ったまま、五日目の夜が来た。

　明日の午前中にはすべての作業が終わると聞いているので、花楓が夕食を運ぶのはこれが最後だ。

「あっという間だったなぁ」

　積み重ねた膳を抱かかえて橋のすぐ傍そばの小屋に向かいながら、夜空を見上げる。

　雲一つない夜空には満月が浮かんでいて、皓こう々こうとした光を放っている。おかげで、ランプを持つ必要がない。

　小屋の前まで辿たどり着くと、戸口から声をかけた。

「お食事をお持ちしました」

「……ご苦労。置いて行ってくれ」

「はい」

　扉を開けてすぐ、土間の隅すみにある大きな石の台に重ねた膳を置く。ついでに昼食に使用した膳を引き取り、帰る。

「では、明日の朝食時に。ご希望はありますか？」

「いや、特にない。お構いなく」

「……失礼します」

　奥から聞こえてくる声とのやり取りだけで、顔を合わせることはない。

　空になった椀わんが積まれた三つの膳を両手で持ち、小屋を出た。引き返す足取りは、とぼとぼと力ないものになる。

　これでは、世話係というよりも単に食事の配はい膳ぜん係だ。ろくに役に立っていない。

「おれができることなんか、本当にないんだな」

　近い将来村長となる兄のように、最近臥ふせがちな父親に代わって取り仕切ることなどできないのはもちろん……姉のように、家事裁さい縫ほうや村の食しよく糧りよう管理もできない。

　村長の家に生まれたというだけで、なにか特別なことができるわけではない花楓は村のお荷物だ。

　姉や母親は、花楓はまだ子供だから気にしなくていいと言ってくれるけれど、月が替かわれば十八歳になる。子供だからという言い訳など、もうできない。

「役に立ちたいのに……」

　引き取ってきた膳を炊事場に戻すと、綺麗に洗って水切り場に伏ふせて並べる。

　夜空を仰あおぎ、月明かりに誘さそわれるように歩き出した。初秋の空気は澄すんでいて、憂ゆう鬱うつな気分を吹ふき飛ばすことができそうだ。

「橋、見に行こうかな。ちょっと見るだけなら、いいよね」

　作業中は危険だから近づくなと言われて、橋の修復作業を見学することは許されなかった。残すは仕上げだけということは、もうほとんど完成しているのだろう。

　夜が更ふけ、村人たちは寝ね静しずまっている。ランプの必要がない月明かりの中、人ひと影かげのない静かな小道を歩いていく。

　ザーッと川の流れる音が聞こえてきて、村と対岸を結ぶ橋が見えた。

「すごい。本当に直ってる」

　つい五日ほど前まで無残な姿だった橋は、既すでに完成していると言われてもおかしくないほどきちんと整備されていた。

　老ろう朽きゆう化して、橋きよう床しようの板がところどころ腐ふ食しよくしていた元の橋よりも、立派な佇たたずまいだ。

「どうやったんだろ。おれも、見たかったな」

　花楓は、山犬族の姿を一度も目にしていないのだ。

　最初はマントを被かぶっていたし、以降は声のやり取りだけで……作業の様子を、こっそり覗き見ておけばよかった。

　そろりと橋に近づいて、真新しい橋はし桁げたに触ふれる。覗き込んだ橋きよう脚きやくは太く、今度は簡単に流されることなどないだろう。

「縄なわが……」

　床ゆか板いたを結ぶ縄が解けかけているように見えて、膝ひざをついて手を伸のばした。

　もう少しで届く……というところで、背後から腕うでを摑つかまれる。驚おどろいた花楓は、息を吞のんで全身を強こわ張ばらせた。

「よせ。まだ、きちんと固定していない。床板が抜ぬけて川に落ちる」

「あ……」

　耳のすぐ傍そばで聞こえてきた低い声に、無言でコクコクとうなずく。

　心臓が激しく脈打っているのは、危ないところを救われたおかげか……人の気配など感じなかったのに、唐とう突とつに腕を摑まれたせいか。

「あの、すみません。ありがとうございました」

　危機を警告してくれたのは誰だれなのか確かめようと、謝罪と礼を口にしながら振ふり向く。

　聞き覚えのない、大人の男の声だった。

　村人ではないとしたら……。

「気をつけろ」

　頭からマントを被っているので、顔はハッキリ見て取れない。でも、花楓が見上げるほどの上背とその身なりで、正体を察することはできる。

　花楓が話しかけようとしたと同時に、もう用は済んだとばかりに背を向けられた。

「あっ、待っ……て……」

　咄とつ嗟さに手を伸ばして、マントの端はしを摑む。同時に強く風が吹き、長いマントがバサッと翻ひるがえった。

「……ッ」

　月明かりに照らされたその姿に、声もなく目を瞠みはって立ち竦すくんだ。

　月光を吸い込んだかのような、白銀の髪かみと……瞳ひとみの色は、蒼あおい？

　なによりも、白に青あお灰はい色いろの交じったような毛に覆おおわれた大きな耳、そしてマントに隠かくされていた長い尻しつ尾ぽに花楓の目は釘くぎ付づけになった。

　これが、混合種……山犬族？

　野や蛮ばんで醜みにくい半はん獣じゆうだなどと、誰が初めに言い出したのだろう。

　それどころか……。

「すごい……綺き麗れいだ」

　恍こう惚こつとした心ここ地ちで、そろりと右手を伸ばす。もう少しで、大きな耳に届く……という直前で、その手を摑まれた。

「ダメだ。まだ……時ではない」

「と……き？」

　まだ時ではない、という言葉の意味を測りかねて、首を傾かしげる。

　あからさまに怪け訝げんな顔をしているだろう花楓に、耳と尻尾のある青年はふわりと華はなやかな笑えみを浮うかべた。

「しばし待て。俺の花はな嫁よめ」

　啞あ然ぜんとしている花楓の指先に唇くちびるを押し当てて、頭からマントを被る。身体からだの向きを変えると、花楓の手を握にぎったまま歩き始めた。

「民家のところまで送ろう。夜中に、無防備に出歩くな」

　女子供ではないのだから、夜に出歩いたところで危険などない……と言い返すことはできなかった。

　白銀の髪に、蒼い瞳。花楓の手をすっぽりと包む、大きな手。今はマントに隠れて見えない、大きな耳と……ふさふさの尻尾。

　なにもかも非現実的で、夢のように美しくて……声を出せば、きっとこの空気を壊こわしてしまう。

　それを恐おそれた花楓は、唇を引き結んで青年に手を引かれるまま夜の小道を歩いた。







《二》







　早朝のうちに橋の修復作業が終わったということで、兄たちが確かく認にんのために川へと向かった。

　薪まき割わりをしていた花楓は、斧おのを持つ手元にぼんやりと視線を落とす。

　昨夜の青年は、山犬族の一人に違ちがいない。

　白……淡あわい青灰色の交じった毛色の、大きな耳と尻尾が目に焼きついている。

　瞳が蒼色に見えたのは、月明かりのせいか……本当に彼の瞳があの色だったのか、今となってはあやふやだ。

「綺麗だったな」

　花楓を民家の並ぶ村の中心部まで送り届け、なにも言わずに背中を向けた。

　半獣の山犬族は野蛮で恐ろしいと聞かされていたのに、綺麗で優やさしくて……握られた手は温かかった。

　山犬族は、皆みながあれほど美しいのだろうか。それとも、あの青年だけが特別な毛色や瞳の色をしているのか……わからない。

「花楓、薪割りは終わった？　山犬族の方たちはお昼前に出立されるそうだから、お弁当をお持ちいただくことになったの。ご飯を炊たいてもらっていい？」

「は、はい。すぐに」

　小屋の角から顔を覗のぞかせた姉に名前を呼ばれて、慌あわてて答える。

　ぼんやりとしている場合ではない。

　ろくに役に立たなかったが、一応自分は山犬族の人たちのお世話係なのだ。お見送りするところまで、役目を務めなければならない。

「汁しる物ものとかおかずがないなら、大きなお握りをたくさん作らないといけないよね。お味み噌そを塗ぬって焼いたのと……梅を入れたお握りも作ろう」

　斧を手放して薪を拾い集め、小走りでかまどのある炊すい事じ場ばを目指した。










　村人総出で、山犬族の三人を見送ることになった。訪問時と同じく、全員がマントを頭から被っている。

　食事を運んでいた花楓も、接せつ触しよくを避さけようとする彼らの姿をきちんと目にしていないのだ。きっと兄たちも、山犬族がどんな姿形をしているのか知らないだろう。

　半獣の混合種、山犬の特とく徴ちようを備えているという知識はあっても、実際にその姿を見知っているのは、強風がマントを煽あおったことで偶ぐう然ぜん目にした……花楓だけだ。

「頑がん強きような橋を架かけてくださり、本当に助かりました。村長は病びよう床しように臥ふせっているため、代理の私から御お礼れい申し上げます。礼品は、何なりとお申し付けください。物によっては、後日改めて……になるのですが」

　三人の山犬族の前で、兄が深々と頭を下げる。後ろに控ひかえた花楓たちも、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをして謝意を伝えた。

　自分たちでは、冬までに橋きよう脚きやくを修復して架け直すことなど不可能だったに違いない。

　兄の背中からは、牛を十頭と言われても、ヤギを二十頭と言われても、米を五俵求められても……可能な限り応じようという覚かく悟ごが見て取れた。

　三人の山犬族は、顔を突つき合わせて何やら短く言葉を交かわしている。マントの向こうで、どんな顔をしているのか……なにを話し合っているのか窺うかがうことはできなくて、返事を待つ時間がやけに長く感じた。

「村長代理」

「は、はい」

　山犬族の一人が大きく一歩踏ふみ出して、静かな声で兄に呼びかける。兄は、緊きん張ちようを帯びた声で答えて姿勢を正した。

　彼らのあいだで、どんな結論が導き出されたのか。

　花楓を含ふくむ村人たちは、息を吞のんで見守るしかない。

「こちらの村から我が一族の頭領に、花嫁を貰もらい受けたい。丁てい重ちように持て成すことを約束しよう」

「は……花嫁を？　しかし、急にそのようなことを言われましても……」

　動どう揺ようした声で答える兄の言葉を、村人たちのどよめきが搔かき消す。

　花楓の耳にも、「恐ろしい見返りを」だとか「うちの娘むすめはやらん」とか、「嫁入りではなく喰くらうための生いけ贄にえだろう」というひそひそ声が届く。

　この機に直じかに接していない村人たちは、山犬族を野蛮で恐ろしい半獣だと信じているのだから、当然だ。

　でも食事を届け続けた花楓は、彼らが理知的で……勤勉で、決して暴力的ではないことを知っている。

「花楓……」

「菫姉さん、おれの後ろに隠かくれて」

　不安そうに名前を呼んだ姉を、こっそりと自分の背中に隠す。嫁入りに適した年とし頃ごろの女性はさほど多くなく、器量のいい姉が彼らの目に留まる可能性は高い。勝手だとわかっているが、姉の山犬族への嫁入りは歓かん迎げいできなかった。

　では、どの娘ならいいのか……嫁取りの意味合いが、万が一『生贄』と同等のものであるなら、気安く嫁に行ってくれなどと言えるわけがない。

　黙だまり込んだ兄の苦く悩のうが、手に取るようにわかる。

　背後に立つ二人を振ふり向いた山犬族は、そのうちの一人からなにか耳打ちをされ……小さくうなずいて、こちらに向き直った。

「……そこの」

　真っすぐに指差されたのは、花楓が背後に匿かくまった姉……ではない？

　自分の胸むな元もとを指差した花楓に、山犬族は「そうだ」とうなずく。焦あせった様子で割り込んできたのは、兄だった。

「お、お待ちください。選んでいただいたことは光栄ですが、その者は」

「お受けします」

　兄の脇わきから進み出た花楓がきっぱりと言い切ると、これまでの比ではないざわめきが村人たちのあいだに広がった。

　当然だ。花楓に『花はな嫁よめ』の資格などないということは、誰だれもがわかり切っている。チラリと見み遣やった兄は、蒼そう白はくな顔面で立ち尽つくしている。

「大したものは持参できませんが」

「その身一つで結構。このまま我らに同行してもらおう」

「……わかりました。ただ、少しだけ、準備に時間をください。家人に、挨あい拶さつもしておきたいので」

「日暮れまでに帰り着きたい。正午には出発する」

「十分です」

　花楓の答えを確認すると、山犬族の三人は「今一度、橋の点検をしておこう。後ほど迎むかえに来る」と言い残して川へと向かった。

　彼らの姿が完全に見えなくなってから、駆かけ寄ってきた姉に腕うでを摑つかまれる。

「花楓っ。なんてことを……あなたが嫁入りなんて」

「おれが騙だましたわけじゃない。女と勘かん違ちがいしたんだろうけど、あっちが選んだんだ。男だとバレても、責められる謂いわれはない。他ほかに……誰を差し出す？　おれが彼らのもとに行くのが、最善の策だ」

　後半は、兄に向かって語り掛かける。

　年頃の娘を持つ村人たちは、そそくさと娘の手を引いて自宅へ戻もどり……広場は、先ほどまでの喧けん騒そうが噓うそのように静かになった。

「……父さんの意見を聞こう」

「きっと、おれと同じ結論を出すよ」

　病床の父親に寄り添そっている母親は、姉と同じように『花楓の嫁入り』に難色を示すかもしれない。けれど、他に打つ手はないだろう。

　村長の家に生まれたことの意義はなにか、ずっと模も索さくしていた。そんな自分が、ようやく皆みなの役に立つことができるのだ。

　花嫁という名の生贄となり、山犬族の頭領に喰われるのかもしれない。

　しかし、それが架橋の対価だとすれば、安いものだ。




　　　　□　□　□




　花楓は、彼らのように山道をやすやすと歩けない。

　同年代の少年の中では平均的な体力だと思うのだが、体格も身体能力も純人とは異なる混合種の彼らとは、比べようもなく非力だ。

　何度目か木の根に躓つまずいた時、見かねたのか花楓の背後を歩いていた山犬族がしゃがみ込んで背を向けてきた。

「乗れ」

「いえ、でも……」

「このままでは、日暮れまでに郷さとに辿たどり着けない」

　そう言われてしまっては、自分の足で歩くからいいと頑かたくなに言い張ることはできなかった。

　花楓を背負った山犬族は、重みなど感じていないかのように軽かろやかな足取りで険しい山道を進んだ。

　マント越ごしに背中にしがみつき、子供のように運ばれるのは恥はずかしいが、広い背中に負われるのは心ここ地ちよかった。

　衣服越しに、ほんのりとした体温が伝わってくる。

　低く、優やさしい声をしていた。夜に、橋の所で逢あった山犬族の青年だろうか。

　確証はないのに、そんな気がしてドキドキする。

　マントに隠されている耳か尻しつ尾ぽを見ることができれば、あの山犬族と同じかどうかわかるはずなのに……。

「もうすぐだ。その谷にかかる橋を越こえれば、我われらの郷に入る」

「……はい」

　たくましい肩かた越ごしに進行方向を見遣ると、確かに谷に架かる吊つり橋が見える。花楓の村に架けられた橋よりも、ずっと長くて立派なものだ。

　この立派な吊り橋が架けられるのなら、五日もかからずに村の橋を修復することができたのにも納なつ得とくだ。

　花楓を背負った青年は、縦一列で吊り橋を渡わたる山犬族のしんがりを行く。

　太い縄なわを幾いく重えにも編んで渡された吊り橋は、上下左右にゆらゆら揺ゆれて少し怖こわかったが、この背中に身を預けていれば大だい丈じよう夫ぶだと不思議なくらい落ち着いていられた。

「お帰りなさいっ」

　橋を渡り切って小道を少し歩いたところで、突とつ然ぜん小さな人ひと影かげが飛び出してくる。

　焦こげ茶色の大きな耳と、尻尾を持つ十歳くらいの子供は……青年に背負われている花楓に気づくと、ぽかんと口を開けた。

「……え……純人？」

「頭領の花嫁だ。丁重に迎えるように伝えろ」

「は、はいっ」

　先頭に立つ青年の言葉に大きくうなずいた子供は、身を翻ひるがえして走っていった。マントを纏まとったままの三人は、その後を追うように小道を歩いていく。

　先ほどの子供は、耳や尻尾を隠そうとしていなかった。焦げ茶色の耳と同じ毛色の尻尾は、花楓が唯ゆい一いつ目にしたことのある山犬族とは異なるものだ。

　皆が、同じ毛色をしているわけではないのだろうか。

　声に出すことのできない花楓の疑問は、小道を抜ぬけた先……出で迎むかえの列を作っていた山犬族の姿を目にしたことで、解ける。

「お帰りなさいませ。花嫁様もご一いつ緒しよだなんて……おめでたい」

「急なことで、お迎えの準備も整えられておりませんが……」

「急いでお部屋を整えておりますので、夕食を召めし上がりながらお待ちください。お召し物は、こちらで用意させていただいても？」

「あ、あの……いくつか自分のものを持ってきました」

　背負われていた青年の背から地面に下ろされた花楓は、自分を取り囲む山犬族の女性たちに困こん惑わくした。

　野や蛮ばんだとか、半はん獣じゆうの凶きよう暴ぼうな……とか、とんでもない認にん識しきの誤りだ。少なくとも彼女たちは、花楓の住む村の女性たちよりも華はなやかな衣服を身に着けている。たっぷりの薄うす布ぬのを重ね、色いろ鮮あざやかで……優美だった。

　大きな耳や尻尾は、焦げ茶色だったり墨すみ色いろだったり、白と薄茶色が混じったものだったりと多た彩さいだった。

　衣服の華やかさも目を惹ひくが、唇くちびるに紅を差している女性が大勢いることにも驚おどろいた。花楓の村では紅を含ふくむ染せん料りようは貴重品で、婚こん礼れいの祭事や秋の収しゆう穫かく祭、正月といった特別な日にしか使うことができない。

　山犬の混合種であることの証あかし、耳と尻尾さえ見えなければ、行商人から聞いたことのある宮中の姫ひめのようだ。

「お郷からお持ちになったものも大切でしょうけど、よろしければこちらのものをお召しになってください。綺き麗れいな方で、着き飾かざりがいがありますわ」

「はぁ……」

　楽しそうに花楓を囲む若い女性たちは、そのほとんどが村では決して小こ柄がらなほうではない花楓よりも上背がある。

　青年たちも頑がん健けんな体たい軀くをしているので、これは山犬の混合種である彼らの特とく徴ちようなのだろう。

　花はな嫁よめになることのできない性別であることを、一目で見破られたらどう言い訳をしようかと道中ずっと考えていた。けれど、この様子なら即そく座ざに花嫁として不適格の烙らく印いんを押されることはなさそうだ。

　予想外の歓かん迎げいに困惑した花楓は、「こちらへ」「さぁ、さぁ」と女性たちに手を引かれるまま大きな建物に向かう。

　少し歩いて振ふり向いたけれど、マント姿の青年たちの姿はもうそこになかった。

　険しい山道を背負って歩いてくれた青年に、きちんとお礼を言うことができなかった。しっかり姿を見ていないので、次に逢った時には『彼』がわからないかもしれないのに……。

「お名前を伺うかがっても？」

「花楓です」

「花楓様。素す敵てきなお名前」

「純人の方は、皆みな様さまこれほどたおやかで美しいのですか？」

　前後左右からのべつ幕なしに話しかけられた花楓は、ろくに受け答えができない。

　それを、「控ひかえ目ですこと」と受け止められたのは幸いだが、賓ひん客かくのような扱あつかいに困惑は増すばかりだった。

　頭領の花嫁は、生いけ贄にえという意味ではないのだろうか。

　これでは、真の意味で歓かん待たいされて祝われているようで、『花嫁』を装よそおう花楓のほうが悪いことをしているみたいだ。

　騙だましていることの罪悪感で、胸がチクチクと疼うずく。

　でも、もし伝承の通り最終的には山犬族の頭領の牙きばにかかるのなら……性別の違ちがいなど、些さ細さいな問題だろう。

　そう自分に言い聞かせることで罪悪感に蓋ふたをして、唇を嚙かんだ。










「花楓様。白酒はいかがですか？」

「いえ、もう……十分です」

「雉きじの蒸むし物は？　鯉こいのほうがお好きかしら？　それとも、小豆あずき餅もちを召し上がりますか？」

「す、すみません。せっかくですけど、これ以上は……」

　次から次へとご馳ち走そうを勧すすめられ、断るのは失礼かと思いなんとか箸はしを口に運んでいたけれど……限界だ。

　花楓が満腹であることを告げると、花楓付きだと自己紹しよう介かいをした女官たちは見る見るうちに肩を落とした。

「元々、食が細くていらっしゃるので？　ご遠えん慮りよなさっているのではなくて？」

「こちらの氷こおり菓が子しも、是ぜ非ひ召し上がっていただきたいのですけど」

　木の匙さじを添そえた硝子ガラスの器うつわを差し出されて、反射的に受け取ってしまう。期待に満ちた目で見つめられると、「無理です」と突つっ返すことなどできなかった。

　雪のような氷こおり粒つぶを掬すくい、口に入れる。冷たさを感じたのは一いつ瞬しゆんで、舌の上でさらりと溶とけて……甘い。

「あ……美味おいしい」

　思わずつぶやいた花楓に、氷菓子を差し出してきた女官……黒い毛の菖蒲あやめと名乗った女官が嬉うれしそうに笑う。

「ヤギの乳を甘く煮にた蜜みつをかけてあるんです。花楓様のお口に合ったのでしたら、嬉しいです」

「うん……あの、菖蒲さん。胡桃くるみさんも」

　菖蒲と、もう一人の薄茶色の毛色をした胡桃に目を向ける。

　花楓が改まって名を呼んだせいか、二人は居住まいを正して緊きん張ちようを漂ただよわせた。

「年もほとんど変わらないはずですし、そんなに畏かしこまって気を遣つかわなくていいので、普ふ通つうにしてください」

　そう口にした花楓に、二人は「いえいえ」「とんでもない」と首を左右に振る。

　ふかふかの座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろした花楓に向かって、両側からまくし立ててきた。

「お優やさしいお言葉ですが、頭領のお嫁様に失礼があってはなりません」

「わたくしたちは、花楓様に不自由なく過ごしていただくために仕える立場です。名めい誉よある責務ですわ」

「どうかお気遣いなく、花楓様は婚礼の儀ぎまでゆったりとお過ごしください」

　あまりの勢いに、花楓は「は、はい」と小刻みにうなずく。

　山犬族の婚礼の儀は、満月の夜だと決められているらしい。

　婚礼の儀までは、件くだんの頭領と顔を合わせることがない……と聞かされて、気合いを漲みなぎらせていた花楓は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　菖蒲と胡桃という専用の二人の女官を付けられたことといい、こちらをお使いくださいと通された立派な建物といい、ふんだんに振る舞まわれる豪ごう華かな食事といい……分不相応な扱いだとしか思えない。

　肉付きがよくないから、頭領に差し出すまでに少しでも脂あぶらの乗りをよくしておこうという魂こん胆たんか？　とも考えたけれど、短期間ではさほど旨うま味みが増すことはないだろう。

「婚礼の儀まで、五日しかありませんわ。衣い装しよう合わせと、髪かみやお肌はだのお手入れと……大おお忙いそがしですから、ゆったりとお過ごしいただけるかどうかわかりませんが」

「わたくしたちが、不自由は一いつ切さい感じさせませんから。どうかご遠慮なく、ご要望は何なりとお申し付けくださいませ」

　菖蒲と胡桃に左右の手を握にぎられて、「……はい」と、首を上下させる。

　山犬族の、というより『頭領』の真意は花楓が一人で考えていたところで見当もつかない。

　ただ、婚礼の儀が行われれば、嫌いやでもわかるはずだ。

　考えるだけ無む駄だか……と小さく息をついて、乳白色の冷水となった氷菓子を硝子の器から直接飲んだ。

　粗そ野やな仕草のはずだが、菖蒲と胡桃は「お気に召めされました？」「お代わりはいかがですか？」と嬉き々きとして話しかけてくる。

「いえ、もう……本当に十分です」

　空になった器を膳ぜんに置くと、菖蒲が立ち上がった。

「では、湯ゆ殿どのの準備をいたします」

　着物に尻しつ尾ぽ用の穴があるのか、黒い尻尾を左右に揺ゆらしながら部屋を出て行く。花楓と二人で残された胡桃は、

「わたくしは、膳の片付けと寝しん具ぐのご用意を」

　そう言いながら、使い終えた器を積み重ねて膳を両手に持った。

「あ……」

　咄とつ嗟さに口を開きかけた花楓は、どう呼び止めればいいのかわからなくて、視線を泳がせる。

　なにを言えばいい？　今、この場に相応ふさわしい台詞せりふは……。

「ご馳走さま……でした」

　パッと頭に浮うかんだ一言を口にすると、胡桃は微笑ほほえんで「今こ宵よいは大したお持て成しもできませんで」と耳を伏ふせる。

「お好みの食べ物がございましたら、お申し付けくださいませ。しばし、お時間をいただきます」

　胡桃が足音もなく部屋を出て行くと、ようやく一人きりになって……全身の力が抜けるのを感じた。

　改めて見回した部屋は、花楓が生まれ育った村の家屋とは様相が違う。床ゆかの間には草を編んだ敷しき物ものが敷しき詰つめられているし、大きな窓を塞ふさぐのは木戸ではなく月光を透とう過かする薄うす紙がみが貼はられている。

　座布団も、尻しりの下に敷き込むのが心苦しいほどふかふかで……ランプの灯あかりは、これまで見たことがないほど眩まばゆい。

　花楓はまだ山犬族の郷さとのほんの一部しか知らないが、自分たちの村よりも文明的な生活環かん境きようであることは想像に難かたくない。

「気き性しようが荒あらくて野や蛮ばんで、半はん獣じゆうの恐おそろしい姿をしている？　菖蒲と胡桃を見たら、そんなこと誰だれも言えなくなるだろうな」

　愛あい嬌きようがある笑え顔がおでよく働く彼女たちは、耳も尻尾も愛らしい。花楓がか弱い女性だと信じているせいもあってか、むず痒がゆいほど世話を焼きたがる。

　村人たちは真の姿を知らないから、過か剰じように恐れているだけで……花楓がこれまで目にした山犬族たちは、優すぐれた容姿と身体能力を有していると思う。

　なにを思って、異種族の花楓を花はな嫁よめに乞こうたのだろう。もしも喰くうつもりでないのなら、どんな目的がある？

「本人に、直接訊きくしかないかな。顔を合わせるなり喰いつかれるってことは、さすがにないだろうし」

　薄うす桃ももに紅くれないに純白に……透すけるような薄布を幾いく重えにも重ね、浅あさ葱ぎの帯を結ばれている自分の身体を見下ろして、ため息をつき……苦く笑しようを滲にじませた。

「婚こん礼れいの儀、か。逢あったこともない純人を、本気で嫁にする気じゃない……よな？　なにか目的があるんだろうけど、いざとなったら……逃にげるしかないか？」

　山犬族の頭領がどんな人物なのか、まだわからない。でも、間違いなく体格で劣おとっているはずの花楓が、逃げ出すことなどできるのか？

　無事に逃げおおせる可能性と、男であることを知られて怒いかりを買い、食い殺される可能性と……どちらが高いのか、今は考えずにいよう。

　婚礼の儀は、月が満ちる五日後だ。

　その日になれば、嫌でも顔を合わせるのだろうから……。







《三》







　光の当たり方によって微び妙みように異なる『白』の布を幾いく重えにも重ねた衣い装しようは、高潔で凜りんとした美しさを纏まとっている。

　婚こん礼れいの儀ぎが終わるまで、伴はん侶りよとなる頭領以外に顔を見せてはならない決まりがあるらしい。そのため、花楓は薄うす布ぬのを一枚、顔を隠かくすようにして頭から垂らされている。布を固定しているのは、見たことのない美しい蒼あおい石で作られた髪かみ留どめで、山犬族は耳みみ飾かざりとして使うものだろう。

「花楓様、お綺き麗れいですわ」

「月明かりを浴びて、全身が輝かがやいているみたい」

　菖蒲と胡桃に付き添そわれて、紅葉もみじが鮮あざやかに色づく庭を横切る。

　花楓に注目している山犬族の姿が無数にあるのに、誰だれ一人ひとり口を開くでもなく不思議な静けさに包まれていた。

　頭領の婚礼の儀を見守るために集まっているのかもしれないが、花楓が逃にげ出さないように監かん視しされているようにも感じる。

　じゃりじゃりと履はき物ものの底が庭の土を踏ふむ音が聞こえるほどの静せい寂じやくに、緊きん張ちようで喉のどがカラカラに渇かわいた。

　婚礼の儀までの五日間、山犬族の郷さとで過ごしていくつかわかったことがある。

　花楓の生まれ育った村よりも豊かで、規律正しい生活をしている。山犬族の家には、花楓が初めて目にする生活道具がたくさんあった。

　婚礼の儀まで逢あえない決まりらしく、頭領とは一度も顔を合わせていない。

　でも、菖蒲や胡桃の言葉の端はし々ばしからは山犬族の皆みなに慕したわれて、敬われていることは伝わってきた。だからこそ、嫁よめ入いりする花楓も丁てい重ちように扱あつかってくれるのだろう。

　そして、花楓が滞たい在ざいする建物は頭領が住むお屋や敷しきと同じ敷しき地ちにあり、本来は夫ふう婦ふが水入らずで過ごすための離はなれであることも知った。

　道理で、やけに豪ごう奢しやな調度品があったり、繊せん細さいで美しい竹細工のランプが置かれていたり、色とりどりの鮮やかな糸が織り込まれた敷物が敷しかれていたりするわけだ。

　身の回りの世話をする女官が二人もつけられ、肌はだ触ざわりのいい着物で着飾らされ……初めて目にする珍めずらしい果物や、木の実を使ったお菓か子しまで振ふる舞まわれる。

　花嫁という名の生いけ贄にえではないかと眉まゆを顰ひそめ、山犬族の頭領に喰くわれるのではと涙なみだぐんでいた姉や母親が知れば、驚おどろくほどの厚こう遇ぐうだと思う。

「花楓様、足元にお気をつけて」

「段の一番上で履物を脱ぬいでくださいね」

　左右の菖蒲と胡桃に促うながされて、短い石の段を上がる。屈かがみ込んだ二人に手伝われて一番上で履物を脱ぎ、板張りの床ゆかに足を上げた。

　本来の玄げん関かんではなく、庭に面した大きな窓のような出入り口だ。格こう子し状に細かく竹が組まれた扉とびらがあり、菖蒲がその奥に声をかけた。

　編み込まれた竹の隙すき間まから細かな光は漏もれ出ていたけれど、部屋の中の様子はわからない。

「花楓様が到とう着ちやく致いたしました」

　短い間があり、内側から扉が左右に開かれる。花楓は、無意識に身体からだの脇わきで両手を握にぎり締しめて息を詰つめた。

　とうとう、山犬族の頭領が登場する……と緊張を全身に張り巡めぐらせる。膝ひざが震ふるえそうになり、足の裏に意識を集中させなければ無様にふらつきそうだった。

　広い室内にはランプがいくつも点ともされていて、昼間のような明るさだ。

　花楓は薄布越ごしに視線を向けて、様子を窺うかがう。

　扉を開けたのは黒い毛に覆おおわれた耳の若者で、服装や短刀を腰こしに下げていることからして近この衛え兵だろうか。

　頭領はこの部屋の奥にいるはずだが、花楓がいる場所からはよく見えない。なによりランプの灯あかりが眩まぶしくて、目がチカチカする。

「頭領は、そちらに。花嫁様は、お隣となりにおかけになってください」

　黒毛の若者の言葉に、小さくうなずくので精いっぱいだ。

　花楓が緊張のあまり倒たおれそうになっていることは、両りよう隣どなりの菖蒲と胡桃には手に取るように察せられたに違ちがいない。

　左右の手を、二人にそっと握られる。

「花楓様。お手を」

「ゆっくりと足を運ばれてください」

　この五日間で、友人のような姉のような、心強い存在になっている二人の付き添いは、張り詰めていた花楓の緊張をわずかながらでも緩ゆるめてくれた。

　敷物に躓つまずいて転ばないよう、足元に視線を落として慎しん重ちように足を運ぶ。

　菖蒲と胡桃の手を借りて分厚い座ざ布ぶ団とんに腰を下ろすと、一気に力が抜ぬけそうになってしまった。

　小さく息をついた瞬しゆん間かん、菖蒲の言葉によって現実に引き戻もどされる。

「花楓様。こちらの盃さかずきのお酒を、一口だけ含ふくんでください。次に、頭領と盃を交こう換かんしてそちらも一口。最後に、二つの盃のお酒を混ぜたものを二つに分け、同時に飲み干してください」

　そうだった。

　儀式は、まだ始まってもいないのだから、気を抜いてはいけない。

「わ、わかった」

　手て渡わたされたのは、木や硝子ガラスではなく、キラキラと光る金属の盃だ。両手の中に収まる大きさなのに、見かけよりずっと重い。

　きっと、特別な時にしか使用されない器うつわで……これが『婚礼の儀』なのだと、今いま更さらながら実感した。

　左隣に、嫁入り相手である頭領の気配を感じる。直視できないので、どんな毛色なのかいくつくらいの年ねん齢れいなのかもわからない。

　顔周りに薄い布を垂らしているおかげで、花楓が一度も頭領を見ようとしていないことは悟さとられていないはずだ。

　視界の端はしに、壁かべ沿ぞいに座っていた誰かが立ち上がるのが見えた。

「皆みな様さま、お揃そろいですかな。今こ宵よいの宴うたげは、純人の花嫁を我が頭領が娶めとる目め出で度たいものです。それに先立ちまして、婚礼の儀を執とり行います。証人は、神官である私とここに立ち会ったすべての民たみであります」

　神官？

　そろりと顔の前にある薄布越しに窺うと、真っ白な耳と尻しつ尾ぽ、たっぷりの髭ひげを蓄たくわえた老人がすぐ傍そばにいる。

　神官という言葉どおり、高貴な色である美しい紫むらさき色いろに染められた衣装を身に着けていた。

「お心に変わりはありませんかな」

「ああ」

　問いかけに、短く答える低い声が耳に入り、ビクッと肩かたを震わせる。

　顔を合わせたことも口をきいたこともない相手なのだから、心変わりもなにも、あったものではないだろうと心の中でつぶやいた。

「花嫁様。あなたは」

「……はい」

　答えとして、これが正しいかどうかはわからない。ただ、今の花楓にできることは頭を上下に揺ゆらすことのみだ。

「では、誓ちかいの盃を」

　言われた通りに、手元の盃に口をつける。口に含んだのはたった一口なのに、強い酒なのか喉が熱くなった。

　スッと手元から盃が取り上げられ、別のものを握らされる。

　当初の説明の通りに盃の交換が終わり、最後に「一息で」と手渡された盃の中身を一気飲みした。

　一連の儀式のあいだ、隣の頭領は終始無言で……自分が花嫁として望まれているのかどうか、真意を読むことはできない。

　あの青年は、なにを思って居並ぶ村人の中から花楓を選んだのだろう。

　その疑問は、山犬族の郷に辿たどり着く前から頭の中を巡っている。

　器量のいい娘むすめは、他ほかにいくらでもいた。頭領の年齢は聞いていないが、釣つり合う年とし頃ごろの相手が花楓だったとか？

　神官は、純人の花嫁を娶ることが目出度い……という言い回しをしていた。ということは、純人ということに意味があるだけで、花楓でなくてもよかった？

　……わからない。

　あの時の青年に直接訊きくしかないのかもしれないが、マントを被かぶっていたせいで道中もきちんと顔を見ていない。

　今となっては、誰だれがあの青年だったのか花楓に知る術すべはないのだ。

　でも……もう、どうでもいいか。婚こん礼れいの儀ぎをやり過ごすことができれば、花楓の役目も終わりだ。

　あとは、喰くうなり山に捨てるなり……好きにしたらいい。

　このところずっと思い悩なやんでいたことが、白い霞かすみに覆われる。なんとなく愉ゆ快かいな気分になり、ふらふらと身体が揺れて誰かに肩を抱だき寄せられた。

「花楓様、しっかり。気分は悪くないですか？」

「……お酒に弱かったのでしょうか」

「んー……ん、いい気分」

　ふわふわ飛んでいるみたいで、心ここ地ちいい。目の前がぼやけて見えるのは、髪かみ留どめで頭につけられている薄うす布ぬののせいだろうか。

「これ、いらない」

「……ダメだ」

　邪じや魔まだな……と払はらい除のけようとしたら、誰かに手を摑つかまれた。花楓の手をすっぽりと包み込むことのできる、大きな手……だ。

「今宵、花はな嫁よめの顔を見ることができるのは俺だけだ。頃ころ合あいを見て、抜け出すが……」

　耳のすぐ傍で、心地いい……眠ねむりを誘さそうような、優やさしい声が聞こえる。

　花楓の肩を抱く、力強い手の主の声だろうか。

「後のことは、わたくしたちにお任せください」

「あの、花楓様を……、どうか」

「胡桃っ！　胡桃が、差し出がましいことを申し上げそうになりました。ご無礼をお許しください」

　胡桃と菖蒲の声が、遠くから聞こえる。胡桃を怒おこらないで……と口を開きかけたのに、声にならない。

　もどかしさに唇くちびるを嚙かむ花楓の思いを、低い声が代弁してくれた。　>>>♥

「気にしなくていい。花楓のことを思っての気き遣づかいだろう。今日まで花楓の世話をしてくれていたのは、おまえたち二人か。ずいぶんと心を寄せているようだな」

　花楓、と言った？

　それも、ずっと前からの知り合いを呼ぶような親しみ深い空気を纏まとっていた。

「僭せん越えつながら、花楓様は愛らしくて、お優しくて……私たち二人とも、花楓様が大好きです」

「純人の方と初めて身近に接しましたが、聞かされていたよりずっとか弱くて、たおやかで……お守りしたい気分になります」

　どくどく鼓こ動どうを速めた心臓の音がうるさくて、菖蒲と胡桃の言葉は途と切ぎれ途切れにしか花楓の耳に届かない。でも、一いつ生しよう懸けん命めいに「好き」と「大切」を伝えようとしてくれているのは感じ取れた。

　花楓も、二人に同じ思いであることを言い返したいのに……声にならない。

「心強いな。これからも、花楓を頼たのむ。傍で護まもり、親しくしてやってくれ」

「それは、もちろんでございます」

「もったいないお言葉で……」

　また、花楓の代わりに思っていることを言ってくれた。

　花楓の身体からだを、宝物のようにそっと抱き寄せる、優しい声のこの人は……誰？

　身体はふわふわと軽いのに、なぜか瞼まぶたは重くて目を開くことができない。

　あたたかくて、気持ちいいな……と隣となりの誰かに頭をもたせ掛かけると、全身の力を抜ぬいて身を預けた。
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「ぁ……れ？」

　ピクリと瞼を震ふるわせた花楓は、ゆっくりと目を開けてまばたきを繰くり返した。

　淡あわい橙だいだい色いろの光は、ランプの灯あかりだ。寝ね心ごこ地ちのいい寝しん具ぐに横たわっていて……でも、天てん井じようの飾かざりがいつもと違ちがう？

「目が覚めたか。あまりにも気持ちよさそうだから、寝かしていたが……朝まで放ほうっておかれるかと思ったぞ」

　目の前に影かげが落ちて、そっと髪に触ふれられる。

　姉の手ではない。菖蒲や胡桃のものでもない、長い指……大きな手だ。なにより、花楓を呼んだ声は低い男のものだった。

　誰が、とまばたきを繰り返していた花楓の頭に、眠りに落ちるまでの出来事が唐とう突とつに呼び覚まされる。

「あ……あっ！」

　思い出した！

　山犬族の頭領との『婚礼の儀』で、予想外に強かったお酒を飲んで……愉快な気分になったことはぼんやり憶おぼえているが、途中で記き憶おくがぶつりと途切れている。

　けれど状じよう況きようからして、花楓の髪に触れている手の主は婚こん姻いんを結んだ頭領のものに違いない。

「無礼を……っ」

　慌あわてて身体を起こすと、クラリと眩暈めまいに襲おそわれた。ふらついた身体を、長い腕うでの中に抱き留められる。

「急に起きるな」

「す、すみません。あの……ここは」

「無ぶ粋すいな質問だな。初夜の褥しとね以外に、なにがある？」

　やけに視界が明めい瞭りようだと思ったら、いつの間にか顔を覆おおう薄布が取り除かれていた。

　花楓を抱き留めている長い腕の主は誰なのか、見当はついているけれど確かめずにいられない。

「……あなたは」

「誰だと思う？」

　つぶやいた花楓に、笑えみを含ふくんだ低い声で聞き返してくる。

　イタズラっぽい口調は、予想外のものだけれど……この状況で、誰なのかという問いかけは愚ぐ問もんだと呆あきれられているかもしれない。

「山犬族の、頭領……？」

　花楓が恐おそる恐る答えると、身体に回されている腕がピクリと震える。

　十数秒の沈ちん黙もくが流れ、まさか誤っていたのかと不安がこみ上げてきたところで、ぽつりと言い返してくる。

「蒼月と呼べ」

　正解か不正解かの回答ではないが、否定されなかったということは間違ってはいないのだろう。

「蒼月……様」

「ただの蒼月だ。花楓、おまえは俺の伴はん侶りよなのだから畏かしこまる必要はない」

　大きな手で顔に触れられて、顎あごを上げるよう促うながされる。密着していることもあり、至近距きよ離りで視線が絡からんだ。

　ぼんやりとした橙色の灯りでも、瞳ひとみが蒼あおいことがわかる。髪は白銀……大きな耳は、青あお灰はい色いろの交じった毛に覆われていた。

「あ……」

　この優美な毛色と美しい瞳を、つい最近目にしたことがある。

　婚礼の儀ぎまで、顔を合わせることのできない決まりなのに、花楓にはこの人を知っているという確信がある。

　驚きよう愕がくのあまり目を見開き、言葉を失う花楓に、蒼月はイタズラが成功した子供のような笑みを浮うかべた。

「愛らしい目が、真ん丸になっているぞ」

「だって……あの、え……？」

　この青年が、山犬族の頭領？

　間違いなく、村で橋を修復してくれた山犬族の一人だ。

　夜、橋の所で遭そう遇ぐうしたのは蒼月だった。まさか、村で『頭領の嫁に』と花楓を選んで指差したのも、蒼月当人だったのだろうか。

　そう言えば、花嫁がどうとか言いながら指先に口づけられたような……？

　混乱から抜け出すことのできない花楓を前にした蒼月は、なんとも楽しそうな表情をしている。

「花楓。おまえを選び、嫁にと望んだのは俺だ」

　やはり、頭領の花嫁に花楓を指名したのは蒼月自身だったようだ。無言で硬こう直ちよくしている花楓に焦じれたのか、蒼い瞳が近づいてきて、ビクッと身体を震わせた。

「あの、でも……」

　なにが気に入ったのかわからないが、花楓を選んだ蒼月は、性別を誤解しているに決まっている。

　本来花楓は、『花はな嫁よめ』になることなどできない存在で……。

「俺の伴侶となるのは不満か」

「違います。蒼月に問題があるのではなく」

「では、抗あらがうな」

　もうなにも聞きたくないとばかりに、唇くちびるを塞ふさがれる。

　花楓は身体を震わせたけれど、蒼月は抱だき寄せる腕の力を抜こうとせず、口づけから逃のがれることができない。

「ぁ、の」

「歯を食い縛しばるな。喰くうわけではない」

　唇を舐なめられる感かん触しよくに、肩かたを強こわ張ばらせる。喰うのでなければ、どうして舐めて……舌を伸のばしてくるのだろう。

　薄うすく開けた唇の隙すき間まから潜もぐり込んできた蒼月の舌と、花楓の舌先が触れ合い、奇き妙みような感触に身体を震わせる。

　背中がぞわぞわする。でも、気持ち悪いのではない。寒くもない。ただ、頭がぼんやりとして、心臓が激しく脈打っているのを感じる。

　どうなっているのだろう。もう酒は抜けているはずなのに、酩めい酊てい状態だった時と同じように、ふわふわする。

「ん……」

　気がつけば、寝具の上に身体からだを横たえていた。ぼうっと手足を投げ出している花楓を、蒼月が見下ろしてくる。

「口づけは初めてか。物慣れない風ふ情ぜいが愛らしいな」

「愛らし……って、でも」

　愛らしいと言ってくれるのは、花楓が蒼月の『花嫁』だからで……本来の意味の花嫁にはなれない。

　胸の奥がズキズキと痛み、蒼月の蒼い瞳と視線を絡ませた。

「どうして泣きそうな顔をしている。純人のおまえから見れば異形の俺が、恐ろしいか」

「違います。そうではなく……ごめんなさい」

　男だと知られれば、喰い殺されるかもしれないと覚かく悟ごを決めて『嫁入り』し、山犬族を謀たばかったのだ。

　優やさしく接してくれる菖蒲や胡桃に罪悪感を刺し激げきされて、本当のことを言ってしまおうかと何度も頭を過よぎった。

　けれど、婚礼の儀を終えるまでは花楓は『頭領の花嫁』という立場でなければならない。

　表向きだけでも、『純人の花嫁』を迎むかえたという事実があれば、村は約束を違たがえたことにならず……山犬族の頭領も、面めん目ぼくが立つはずだ。

「何故なぜ、謝る？」

　かすかに眉まゆを顰ひそめ、怪け訝げんそうに問われて決意した。

　騙だまし続けるなど、不可能だ。

　花嫁にはなれないのだから、せめてこの身を捧ささげよう。それで許されるかどうかは、わからないけれど。

「おれは、蒼月の花嫁になれません。……この身に触ふれれば、その理由がわかるはずです。架か橋きようの恩を仇あだで返すのかと……怒いかりを買い、喰い殺されることは覚悟の上です。花嫁は、生いけ贄にえとしての意味もあると心得ています」

　蒼月がどんな顔をするのか怖こわくて見ていられず、視線を逃にがす。

　身を震ふるわせ、意を決して告白した花楓に、蒼月は予想もしていなかった言葉を返してきた。

「ああ……娘むすめではないからか？　そのことは承知している」

「ぇ……承知、で……。いつから？」

「初めからだ」

　短く言い切った蒼月は、花楓の着ている着物の帯を解く。幾いく重えにも薄布を重ねていながら留めてあるものが帯だけだったことで、襟えりを摑つかんで左右に開かれると呆あつ気けなく裸ら体たいをさらけ出すことになった。

「なめらかで美しい肌はだだ。俺と同じ性を持っているとしても、触れて……可愛かわいがることに問題はない。生贄として喰われる覚悟を決めていたくらいなら、俺にその身を差し出すことに不服はないな？」

　手のひらを心臓の上に押し当てながら、真っ直すぐな目で見下ろしてくる。

　ドクドク……激しい動どう悸きが、触れてくる蒼月の手のひらを通して伝わっているはずだ。

「触れてみろ。おまえたち純人とは異なる耳だろう」

　花楓の手を取った蒼月は、自分の頭に触れさせる。

　獣じゆう毛もうの感触が指先をくすぐり、そろりと大きな耳を撫なでた。

　不思議な手て触ざわりだ。表面の毛は少し硬かたくて、でも、根元のほうは柔やわらかい。

「これは……もっと、異質だろう」

　蒼月の背後で、なにかがバサリと揺ゆれる。

　これまでは、花楓の目に触れないよう背に隠かくしていたのか……たっぷりとした毛量の立派な尻しつ尾ぽだ。

　菖蒲や胡桃のものとは、全然違ちがう。

「さ、触さわっても？」

「好きにしろ」

　蒼月の許しを得て、耳に触れていた手で尻尾に触れてみた。

　白っぽい毛に、青あお灰はい色いろの毛が交じった尻尾は、花楓が知るどの動物の尻尾よりもふさふさで綺き麗れいだ。

　声もなく触れていると、蒼月が低く尋たずねてきた。

「恐おそろしくなったか」

「いえ……蒼月は綺麗だから」

　蒼あおい瞳ひとみに見つめられると、吸い込まれそうな……不思議な心ここ地ちになる。目の前にいる青年を綺麗だと言う以外に、どう表せばいいのか花楓は知らない。

　容よう貌ぼうだけでなく、耳も尻尾も……ただ、美しい。

「おまえは、変わらないな」

　夜、修復してくれた橋の所で顔を合わせた時も、思わず「綺麗だ」と口にしたことを思い出したのだろうか。

　蒼月は小さく笑い、ジッと見上げる花楓の目元に唇を押し当てた。

「花楓」

　まるで、宝物の名を口にするかのような優しい声こわ音ねだと……そんなふうに感じるのは、おこがましい。どうして丁てい寧ねいに触れてくるのかわからないのに、肌の上を滑すべる蒼月の手が熱くて、心臓の鼓こ動どうがますます速くなる。

「そうして、俺に身を委ゆだねればいい」　>>>♥

　蒼月の声に命じられれば、呪じゆ術じゆつをかけられたかのように身体が動かなくなる。見下ろす蒼い瞳も、花楓を寝しん具ぐに縫ぬい留めるのに十分すぎるほど効果的で……抗うことなどできるわけがない。

「ん……全部、蒼月のものだから」

　どうとでも、好きにすればいい……その権利が、蒼月にはあるのだから。

　細く息をついた花楓は、全身の力を抜ぬいて蒼月に身を任せることを決めた。

　もし喰われるのなら、菖蒲と胡桃にきちんとお礼を言っておくべきだったな……と思いながら、瞼まぶたを伏ふせた。







《四》







　山犬族の朝は、早い。

　窓から差し込む朝あさ陽ひの眩まぶしさに促うながされて、花楓が目を覚ます頃ころには、大半の人が働き始めている。

「ここに来て、怠なまけ者になったみたいな気がする」

　村では、早朝から畑仕事をしたり牛やヤギの世話をしたりすることが多かった。それだけでなく、山に出かけて季節の山菜を探し、薪まきとして使えそうな木を集めて薪まき割わりをする。しなければならないことは、無数にあった。

　でも山犬族の頭領である蒼月に『嫁よめ入いり』してからは、なにもさせてくれない。

　畑仕事をしたいと言えば、菖蒲や胡桃に「とんでもない」と猛もう反はん対たいされた。

　炊すい事じをしたいと言えば、専門の女官がいるので彼女たちの仕事を奪うばうなと蒼月に苦く笑しようされる始末だ。

「だいたい、この服が不便なんだよな」

　花楓が着ている衣服は、動き回ることを想定されていない女性用だ。菖蒲や胡桃も色いろ鮮あざやかな服を着ているが、たっぷりとした布を使った洋袴ズボンは動きやすさを重視した作りだ。

　反して花楓が着ているものは、繊せん細さいな薄うすい布を重ねた着物に帯を結んであるだけで、足さばきに気を遣つかわなければだらしなく開はだけてしまう。

「大人しくジッとしているなんて、性しよう分ぶんに合わないし……暇ひますぎてカビが生える」

　ため息をついて寝具から這はい出ると、寝ね間ま着きである白い肌はだ着ぎを脱ぬいで肌はだ触ざわりのいい柔らかな布に袖そでを通す。長い帯を巻きつけて腰こしの後ろで結んだのとほぼ同時に、襖ふすまの外から声をかけられた。

「花楓様。起きてらっしゃいますか？」

「菖蒲？　うん」

「では、失礼します」

　花楓が答えると、朝食の膳ぜんを手にした菖蒲が入ってくる。着き替がえを済ませている花楓を目にして、残念そうに口を開いた。

「胡桃が、今朝こそ花楓様の身み支じ度たくをお手伝いしたいと張り切っていましたのに……残念がりますわ」

「小さい子供じゃないんだから、着替えくらい自分でできるよ。胡桃は、髪かみ留どめや首くび飾かざりをつけたがって、変に飾り立てようとするから遠えん慮りよしたい」

　ジャラジャラと装そう飾しよく品で飾られるのは、好きではない。髪留めは頭皮が引っ張られるみたいで不快だし、首飾りはくすぐったいし、腕うで輪わは引っかかって邪じや魔まだ。

　花楓を着飾らせて楽しそうな胡桃には申し訳ないけれど、可能な限り動きやすくて楽な格好をしたい。

　ぶつぶつ零こぼす花楓に、菖蒲は苦笑して言い返してくる。

「あら、花楓様のお立場でしたら当然です。先代の頭領……蒼月様のお父上が郷さとの長おさだった頃は、奥方様たちはどなたも綺麗に着飾って優ゆう雅がにお過ごしでしたわ。花楓様が少し変わっていらっしゃるんです」

「それは、純人だから……かなぁ？　村では、健康なのに働かないなんて考えられなかったし。先代の頭領の奥方って、山犬族だったんだよね？」

　着飾って、屋や敷しきに閉じこもるようにして優雅に過ごす日々は、退たい屈くつではなかったのだろうか。

　そんなふうに考える理由は、花楓が純人だから？　とも思ったが、菖蒲や胡桃は働き者なので種族の違ちがいは理由ではないはずだ。

　首を捻ひねる花楓に、菖蒲は「ええ」と、うなずく。

「他ほかの郷からお嫁入りされたり、お出かけになった際に滞たい在ざい先で懇ねんごろな関係になった方を伴ともなってお帰りになったり……山犬の混合種がほとんどでしたけど、かつては狐きつね族の方もいらっしゃいました。純人の奥方様をお迎むかえするのは、特別なことですから……」

「なんか、奥方が複数いたみたいな言い方なんだけど」

　聞かなかった振ふりをしようかと思ったが、我が慢まんできなくなってずっと引っかかっていた疑問をつぶやく。

　秘ひそかに眉まゆを顰ひそめる花楓に気づかないのか、菖蒲はあっさりと肯こう定ていした。

「はい。頭領は正妻以外に、複数のご側室を迎えることが許されています。蒼月様は……花楓様だけだと、わたくしたちにも公言されていますからご安心ください。純人は、一対一で婚こん姻いんを結ばれるとお聞きしています」

　花楓だけ、という言葉にズキズキと胸の奥が疼うずく。

　花楓が女性なら、喜ばしく思ったかもしれない。

　でも蒼月は、花楓が跡あと取とりを生なすことのできない性だと知っている。頭領という立場上、花楓だけというわけにはいかないのでは。

　花楓だけだと山犬族の民たみに宣言をしたのは、いつだろう。

　蒼月は、最初から花楓の性別を知っていたと言っていたが、花楓のための噓うそで……本当は、花楓が娘むすめではないとわかった時は少なからず落らく胆たんしたのではないだろうか。

　菖蒲は未いまだに花楓を女性だと信じているようなので、迂う闊かつに質問を繰くり出すことはできない。

　無言で考え込んでいると、菖蒲の背後から胡桃の声が聞こえてきた。

「花楓様、お待たせしました。途と中ちゆうで椀わんを落とすなんて、大変な失態を……あら、まだお召めし上がりになっていない……ああっ、もしかして汁しる物ものをお待ちになっていましたか？　重ね重ね、失礼を」

　蓋ふたつきの汁椀を持って入ってきた胡桃は、膳の上にそれを置いておろおろと花楓と菖蒲のあいだに視線を往復させる。

　姉的な存在の菖蒲に𠮟しつ責せきされると思っているのか、薄うす茶ちや色いろの毛に覆おおわれた耳を伏せて小さく震ふるわせていた。

「ああ、違う違う。胡桃のせいじゃない。菖蒲と話し込んでいただけなんだ。わざわざ、ありがとう」

　そっと胡桃の耳を撫なでると、ふわふわとした手て触ざわりに唇くちびるを綻ほころばせる。

　蒼月の耳は、もっと硬かたい手触りだった。

　男女の違いなのか、年ねん齢れいが異なるせいなのかはわからないが、花楓にはない獣けもの耳みみは誰だれのものでも触さわり心ごこ地ちがいい。

「ほら胡桃、もう下がって。花楓様、朝食のお邪魔をしてしまい申し訳ございません。お召し上がりになってください」

　菖蒲が汁椀の蓋を開けると、ふわりと湯気が立ち昇のぼる。魚のすり身団子の浮うかぶ味み噌そ汁しるは、すごくいい匂においで美味おいしそうだ。

「いただきます」

　厨ちゆう房ぼうから運ぶ途中でひっくり返したらしい胡桃が、新しいものを急いで持ってきてくれたようなので、冷めないうちにいただこうと椀を手に持った。

　汁を一口飲むと、じわりと身体からだがあたたかくなる。

「魚の骨を抜きましょうか」

「果物の皮を剝むきますので、手に取る前に仰おつしやってくださいね」

「……どれも自分でできるから、大だい丈じよう夫ぶ」

　なにかと花楓の世話を焼きたがる菖蒲や胡桃に、相変わらず仕事熱心だな……と苦笑いしつつ、花楓の頭に浮かぶのは蒼月のことばかりだった。

　どうして、花楓を花嫁として選んだのか。

　伴はん侶りよとして不適格なはずなのに、喰くうこともなく、何故なぜ周囲に『奥方様』という扱あつかいをさせて傍そばに置くのか。

　明確な理由は、まだなに一つ聞けていない。
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　外から、子供の声が聞こえてくる。

　窓から外を覗のぞいた花楓は、道路の端はしで楽しそうに毬まりで遊んでいる五人の男の子たちに目を細めた。

　いくつくらいだろう。十四、五歳くらいに見えるけど、山犬族は花楓たちより成長が速そうなので、見た目の印象より幼い可能性もある。

　少年たちの毬遊びに参加しようとしてか、彼らより少し小さい子供が駆かけ寄り……派手に転んだ。

「あ……」

　花楓は、咄とつ嗟さに手て拭ぬぐいと水差しを摑つかんで部屋を出た。下した履ばきに足を入れると、庭を突つっ切って道路を覗く。

　先ほど転んだ子供は、少年の一人に助け起こされていた。

　覗き見をしている花楓と目が合い、不思議そうに首を傾かしげる。その子供の視線を追って、屈かがみこんで助け起こしていた少年がこちらを振り向いた。

「あの、大丈夫？　怪け我がはしていない？」

　隠かくれて窺うかがうことに意味がなくなり、彼らに歩み寄る。

　転んだ子供は、山犬族には多いらしい茶色の耳と尻しつ尾ぽをしていて、助け起こした少年は夜の闇やみを吸い込んだような艶つややかな黒毛だった。

　菖蒲も黒い毛だが、所々に灰色の毛が交じる菖蒲のものとは少し違う。見事なまでに、真っ黒だ。

　花楓を見上げる瞳ひとみも艶やかな黒で、見るからに利発そうな少年だった。

「純人……花楓？」

　その少年に、迷いなく名前を呼ばれて驚おどろく。初対面のはずだ。それなのに、純人なら花楓だろうと決めてかかっている。

「う、うん。そう……だけど」

　戸と惑まどいのあまり、笑え顔がおを作ろうとして失敗した。

　手拭いを握にぎり締しめたことで、道路に飛び出した理由を思い出す。

「そうだ。怪我は？　ああ……擦すりむいてる」

　しゃがみ込んだ花楓は、子供の膝ひざに血が滲にじんでいることを確かく認にんして、水差しの水をそっとかけた。砂汚よごれと血を流して、手拭いを緩ゆるく巻きつける。

　沁しみるはずなのに、子供は泣き言を零こぼすことなく花楓の手に身を任せていて……花楓はようやく自然な笑みを浮かべることができた。

「泣かないの、偉えらいね」

「……男だもん」

　花楓が耳を撫でると、照れくさそうに口にしてそっぽを向く。

　子供でも男であることの矜きよう持じを持ち、涙なみだを見せることを恥はじとする心意気は花楓にも覚えがあるものだから、ますます笑みを深くした。

　そんな子供を、黒毛の少年が咎とがめる。

「こら、雲雀ひばり。蒼月兄の……頭領の奥方だ」

「あ……」

　目をパチクリとさせた子供は、慌あわてたように「ありがとございます」と頭を下げて、少年に戸惑いの目を向けた。

　きっと、花楓も彼と同じくらい戸惑いの滲む目で少年を見ている。

「お立ちになってください」

　背を伸のばして立っている少年に自然な仕草で手を差し出されて、思わず自分の右手を重ねた。

　スッとその手を引かれて、膝を伸ばす。

　隣となりに立つと、目線の位置がほぼ同じ……わずかに花楓が高いくらいだとわかった。

「あの、……」

　どう呼びかければいいのか迷い、不自然に言葉を切る。声からも顔からも花楓の困こん惑わくが伝わったのか、少年はクスリと笑った。

「送ります。俺は抜ぬけるから、雲雀を入れてやれ」

　花楓の手を引いて体の向きを変えた彼は、他ほかの少年たちを振ふり向いてそう口にした。

「雲雀を？　代わりになりませんが……」

「仕方ないな。また今度、ご一いつ緒しよさせてください」

　友人に対するものにしては、違い和わ感かんがある態度だ……と不思議に思った花楓は、隣に立つ少年の横顔をチラチラと窺う。

　なんとなく、見覚えがある顔立ち……か？

　これくらいの山犬族の少年に、知り合いはいない。なのに、過去に逢あったことがあるような親しみを覚える。

「どうして花楓の名前を知っているか、不思議でしょう？」

　花楓の視線を感じたのか、こちらに顔を向けて尋たずねてきた。いたずらっぽい笑顔は、十五、六と推測した年齢よりも幼く見える。

「あ……う、うん」

　疑問を言い当てられた花楓は、こくこくとうなずいて少年と目を合わせた。真っ黒な瞳が、花楓を見つめ返してくる。

　唇の端をほんの少し吊つり上げて、

「俺の名は、黒こく炎えん。蒼月兄……頭領とは、父が同じだから」

　そう、簡潔な自己紹しよう介かいを口にした。最低限の情報だと思うけれど、今の花楓には十分なものだ。

「蒼月の、弟……？」

「正解です」

　目を瞠みはって零した花楓の驚きようは、狙ねらい通りだったのか……うつむいて肩かたを震ふるわせている。

　道理で、他の少年たちよりも身なりがいいわけだ。

　対等な友人にしては、丁てい寧ねいな態度で接していたのも……子供ながら貫かん禄ろくのようなものがあったのにも、その身分なら納なつ得とくできる。

「婚こん儀ぎの夜に一方的にお姿は拝見したのですが、ご挨あい拶さつが遅おそくなりました。婚礼の儀を終えなければ、顔を合わせることができない決まりでしたので……」

「お……こちらこそ」

　おれのほうこそ、と答えそうになってしまい、慌てて言い直す。

　庭に入ってすぐのところで立ち止まって話していると、庭の奥からこちらに向かってくる長身の姿が視界に入った。

「花楓。黒炎と……なにを」

　蒼月は、険しい表情でそう言いながら花楓と黒炎のあいだに視線を往復させた。

　その目が一か所で留まり、黒炎と手を取り合ったままだったことに気づいて、パッと右手を引く。

「俺は、奥方様をお送りしてきただけです。子供が転んだのを見て、飛び出してこられたそうで……優やさしい方ですね。兄上が迎むかえに来られましたし、ここで失礼します」

「あ、ありがとう」

　あっさりと背を向けた黒炎にお礼を言うと、足を止めて蒼月と花楓の二人に優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをして去っていった。

　黒い尻尾が揺ゆれる背を見送っていると、蒼月にギュッと手を握られる。

「おまえは郷さとに慣れていないのだから、危険だ。一人きりで、ふらふらと外に出るな」

　単身で外に出たことを咎められ、ムッと眉まゆ根ねを寄せる。

　もともと花楓は、どんな仕事でも苦にならず動き回っていたのだ。籠かごの鳥のような生活になど、身を置いていられない。

「この郷に、危険なんてない……と思うけど」

「おまえはまだ、なにも知らないだろう。菖蒲と胡桃はどうした？」

　花楓から目を離はなしたと、菖蒲と胡桃が𠮟しつ責せきされては大変だ。

　焦あせった花楓は、険しい表情の蒼月を見上げて勢いよく左右に首を振る。

「菖蒲と胡桃は、仕事中だから。山ぶどうを煮にて蜜みつを作るって、張り切ってた。おれも手伝うって言ったら、猛もう反はん対たいされて……部屋に閉じこもっていたら、退たい屈くつでどうにかなりそう」

　真っ直すぐに蒼月を見み据すえて訴うつたえた花楓に、少しだけ面めん食くらったような表情をしている。機き嫌げんを損そこねたかと思ったけれど、蒼月は声を荒あららげることなく花楓に言い返してきた。

「……退屈なら、俺の相手をしてくれ。そうだな……郷を簡単に案内しよう。籠を用意させるから」

「あ、待って。それなら、歩いて見て回りたい。えーと……服も、菖蒲や胡桃みたいなのが、動きやすくていい……んだけど」

　我わが儘ままが過ぎると、今度こそ怒おこられるだろうか。そう思いつつ、この機会に言ってやれと要望を伝える。

　思案の表情で花楓を見下ろしていた蒼月は、深く息をついて握ったままだった花楓の手を引いた。

「……俺も、甘いものだ。花楓の望みは、すべて叶かなえてやりたくなる」

　胸むな元もとに抱だき寄せられて、ポンと軽く頭を叩たたかれる。

　なんだろう。急に、心臓がドキドキしてきた。蒼月の手に髪かみを撫なでられると、じわじわ顔が熱くなる。

「……ごめんなさい」

「ありがとうと、笑って口づけてくれたほうがいいんだが」

　花楓の頭を両手で挟はさんで仰あお向むかせた蒼月は、至近距きよ離りで視線を絡からませて微び笑しようを浮うかべる。

　こちらを見つめる蒼あおい瞳ひとみが、すごく綺き麗れいだ。

　兄弟だと聞いても、黒炎とは毛色も瞳の色も、全然似ていない……。

「どうする、花楓」

「あ……ありがとう」

　小さく口にして爪つま先さき立だちをすると、蒼月の頰ほおにそっと唇くちびるを押しつけた。

　ぎこちない動きだったはずだが、蒼月は嬉うれしそうに笑って花楓を見み詰つめている。

「物足りないが、愛らしい口づけだから許そう。まずは、着物か……手の空いている女官に用意させよう。いや、俺が見み繕つくろうか。それも楽しそうだ」

　花楓には、それのなにが楽しいのかわからないのだが……蒼月は、嬉しそうな表情で「決めた」と、うなずく。

　花楓の手を引いて庭を横切り、母おも屋やに近づくと、警備を担になっているらしい近この衛え兵が驚おどろいた顔で立ち竦すくんだ。

　焦こげ茶色の耳を伏ふせ、尻しつ尾ぽも身体からだに沿って力なく垂れている。

「頭領……奥方様も。い、いつの間にお出かけになっていたのですか」

　その足元から、さっと小さな影かげが走り去り……木の枝が落ちている。子こ猫ねこと、遊んでいたに違ちがいない。

　蒼月も目にしたはずだが、ため息一つで見み逃のがすことにしたらしい。

「おまえたちの目を盗ぬすんで出入りすることなど、容易たやすいということだ。準備を整えて出かけるが……大おお袈げ裟さにしなくていい。供は不要だ」

「はい」

　かくかくとうなずいた山犬族の青年は、申し訳なさそうに耳を伏せたまま頭を下げた。

　彼ら自身は無意識だと思うが、耳や尻尾の動きで驚くほど素す直なおに感情を表している。

　焦げ茶色……薄うす茶ちや色いろ、白に黒。

　ここで花楓が目にした山犬族の毛色は多様だが、蒼月のような色合いの耳や尻尾を持つ民たみは他ほかにいないのだろうか。蒼い瞳も、蒼月以外に知らない。

　頭領の血統が、蒼月のような毛色なのかもと思っていたけれど、弟だという黒炎は艶つややかな漆しつ黒こくだった。

『おまえはまだ、なにも知らないだろう』

　蒼月に言われたそんな一言が、胸の真ん中に刺ささっているみたいで……チクチクと痛い。

　確かに、花楓はまだ山犬族の郷のことも、蒼月のことも……ろくに知らない。

　頭領の花はな嫁よめとして迎えられたといっても、形だけだ。

　その資格がないと知られれば、喰くわれても仕方がないと……どうせ喰われるのなら、山犬族のことなど知る必要もないと思っていた。

　なのに、予想外にも蒼月は、花嫁としては不適格であることを知りながら『花楓』を求めたのだという。

　菖蒲と胡桃は、花楓が本来花嫁となれない性であることを知らない。万が一知られれば、落らく胆たんして絶望して……怒いかり、花楓を恨うらむかもしれない。

　騙だまし続けるのは、苦しい。いつか噓うそが露ろ呈ていした時のことを考えれば、怖こわい。

　でも、花楓の命運を握にぎる蒼月にここで生きていくことを許されたのなら、知るべきではないか……いや、知りたいと望む自分に気づいて、驚く。

「蒼……つが、……なら」

　蒼月は何歩も前を歩いているのに、ぽつりとつぶやいた花楓の声が耳に届いたのだろうか。

　振ふり向いて、「花楓？」と呼びかけてくる。

「なにか言ったか？」

「いえ。えーと……郷のことだけでなく、近くの山も散策したいな、って。村の山とは異なる木の実や果実があるなら、いろいろ見て回りたいし……」

「一日では無理だ。今日は、郷の案内をして……山や湖は、後日ゆっくりと散策する時間を取ろう。花楓はもう、この郷の民だ。急ぐ必要はない」

「……はい」

　何故なぜ、蒼月が花楓を傍そばに置きたがるのかは、わからない。でも、蒼月に望まれる限り傍にいよう。

　村には二度と帰らないと覚かく悟ごを決めて、花楓は『山犬族の頭領の花嫁』としてやって来たのだから。

「そろそろ、山のあちこちで木の葉が色づく美しい季節だ。花楓に、見せたい樹きがある」

　花楓の前を歩く蒼月の顔は、見えない。ただ、大きな尻尾が左右に揺れていて、楽しげな様子が伝わってくる。

　花楓が逢あったことのある山犬族の誰だれよりも、やはり蒼月の尻尾と耳が綺麗だな……と、恍こう惚こつとして青あお灰はい色いろの尻尾を見詰めた。







《五》







　窓を開け放して、夜空を見上げる。

　今夜は、薄うす雲ぐもが空を覆おおっているせいで月が霞かすみ、その形は不ふ明めい瞭りようだ。

　ただ、『婚こん礼れいの儀ぎ』から二度の月の満ち欠けがあり……間もなく、三度目の満月がやって来ることに間違いはない。

「そろそろ、郷さとでの生活には慣れたか」

　ぼんやりと夜空を眺ながめていた花楓は、背後から蒼月の声に名前を呼ばれてゆっくりと振り向いた。

　湯ゆ浴あみを終えた寝ね間ま着き姿の蒼月は、真っ直すぐ花楓の傍に歩いてくる。尻尾に残る水分を払はらおうとしてか、バサリと振ったのはきっと無意識だ。

　右手に握っている手て拭ぬぐいでしっかりと拭ふいてあるらしく、耳はほとんど乾かわいている。

「蒼月、手拭いを」

「……ああ？」

　花楓が手を出すと、不思議そうな顔で花楓に渡わたしてくる。その手拭いで尻尾の毛をそっと挟み込んで、水気を吸い取った。

「蒼月の尻尾は長いし、毛が多くてふさふさだから……乾きづらいんだろうな」

「放ほうっておけば、そのうち乾く」

　花楓の手に尻尾を預けていた蒼月は、バサッと大きく上下に揺ゆらした。

　山犬族は、皆みなが生まれつき尻尾を持っているのが当然だからか、花楓から見ればなんとも雑な扱あつかいだ。

「毛が縺もつれると大変だよ。せっかく、綺麗な尻尾なのに……」

　ほんの少し眉まゆを顰ひそめて、尻尾の先を指先で撫でる。もう少し乾いたら、目の粗あらい櫛くしできちんと梳すこう。

「花楓は、俺の尻尾を気に入っているな」

　クスリと笑った蒼月は、尻尾を花楓の好きに弄いじらせてくれる。

　そんなことはないと否定する理由はないので、大きくうなずいた。

「……綺麗だからね。でも……山犬族の中でこの色をしているのは、蒼月だけ？」

　何度か蒼月とともに郷を散策して、ほぼすべての山犬族と逢っているはずだ。

　蒼月は、どこに行っても歓かん迎げいされる。畑仕事をしている手を止めてでも「蒼月様」とか「頭領」と声をかけられ、民に慕したわれていることは間違いない。

　ため池の状じよう況きようを毎日観察して、田畑への配分を決め……過不足なく、公平に行き渡るように水門を調節する。

　そうして蒼月がきちんと目を配り、民のことを第一に考えていることが皆にも伝わっているのだろう。

　花楓も、蒼月が優すぐれた長おさであることを知るには十分な時間を、共に過ごした。

「俺だけが異なる毛色は、妙みようか？」

「妙っていうか……ちょっとだけ、不思議だ。家系なのかなって思ったけど、弟の黒炎は真っ黒だから」

　黒炎と毛色が異なる理由は、母親が違ちがうせいだろうか。そう尋たずねるのはあまりにも不ぶ躾しつけかと思い、これまで踏ふみ込んだことはなかった。

　尻尾に触ふれながら疑問を口にした花楓だったが、直後に後こう悔かいした。

「毛の色がどんなものでも、関係ないよね。おれは、蒼月の毛色が好きだけど……黒炎は黒炎で、真っ黒なのも綺き麗れいだなと思うし」

　蒼月の毛色が山犬族の中では異い端たんであっても、花楓が綺麗だと感じるのだからそれでいい。

　しどろもどろに続けると、蒼月の手が花楓の頰ほおをするりと撫なでた。

「……そんなに愛らしい顔で、他の男を褒ほめるな」

「褒めてるのは、蒼月のことだ……って」

　どことなく拗すねた響ひびきで文句をぶつけてくる蒼月に、思わず微び笑しようを滲にじませてしまった。

　まさかと思うが、黒炎に妬やいているのだろうか。

「花楓が気に入っているなら、それでいい」

「うん……」

　淡あわいランプの光でも瞳ひとみの蒼あおさがわかるほど、端たん整せいな顔が近づいてきて……瞼まぶたを伏ふせる。

　そっと触れた唇くちびるが、離はなれていく。蒼月の口づけは、比ひ較かく対象を持たない花楓でも優やさしいと思う。

「窓を開けたままで、肌はだ寒ざむくないか」

「顔、熱いから……夜風が気持ちいいよ」

　今はまだ、頰が火ほ照てっているだけだが……蒼月に触れられると、あっという間に顔だけでなく身体中が熱くなるのだ。

　だから、窓は閉めなくていいと答えた花楓に、蒼月はわずかに苦く笑しようする。

「夜風ではなく、俺に触れられて言ってもらいたい台詞せりふだな」

「なにを……あ」

　寝間着の左右の襟えりを合わせるための紐ひもは、呆あつ気けなく解かれる。寝間着の布そのものが薄いので、蒼月の手のぬくもりは布越ごしでも感じ取ることができていたけれど……素す肌はだに触れられるのは、それとは全然違う。

「ッ、ん……ぁ」

　花楓は無意識に奥歯を嚙かんで、身体からだを震ふるわせた。

　蒼月の手は大きいから、指を開いて手のひらを肌に押し当てられると、一気に広い範はん囲いを触れられる。

　触れられたところだけでなく、全身あちこちがざわざわする。気持ちいい。

「……嚙むな」

「ぁ……ん、ぅ」

　唇を重ねられて、舌先で前歯を開くよう促うながされた。顎あごの力を抜ぬくと、歯を食い縛しばることができないように蒼月の舌が口こう腔こうの粘ねん膜まくをくすぐってくる。

　誘さそい出された舌先で感じる鋭するどい犬歯が、獣けものの牙きばを想像させる。花楓が美味おいしいかどうか、味見をされているみたいだ。

　花楓の頭に過よぎったそんな思考を読んだかのように、口づけを解いた蒼月が喉のど元もとに軽く歯を立ててくる。

　かすかな痛みが走り、ビクッと肩かたに力が入った。

「おまえは、どこもかしこも甘いな」

「っ、は……ぁ」

　鋭い牙が、やわらかな肌に食い込む……。もう少し力を込められれば、呆気なく皮ひ膚ふを突つき破られるだろうと容易に想像がつく。

　それでも不思議と恐きよう怖ふは感じず、ゾクゾクと背筋を這はい上がるのは悪お寒かんに似ていながら異なる感覚だ。

　喰くわれてもいい、なんて……自然とそう思い浮うかぶ自分に、吐と息いきを震わせる。

「蒼、月……」

　無意識に手を伸のばして、蒼月の頭を抱だく。

　指に絡からむ、さらりとした髪かみ……大きな耳を覆う獣じゆう毛もうの感かん触しよくにも、いつの間にか馴な染じんでしまった。

「くすぐったいぞ」

　花楓が、無意識に蒼月の耳を指先で弄っていたせいだろう。蒼月は、笑いながらピクピクと耳を震わせる。

「ぁ……おれ、も……くすぐった」

　喉元をくすぐる吐息と、顔に触れる耳の毛。どちらも、くすぐったい。

　笑いながら蒼月に言い返して、指先で耳のつけ根を引っ搔かいた。

「ッ、気持ちいいからやめろ」

「ん……」

　密着した蒼月の身体が、熱を帯びているのがわかる。花楓に触れて、その気になるのだと……不思議な気分だった。

　山犬族に比べれば、貧相で……せめて女性なら、もう少し柔やわらかなところがあって、抱き心ごこ地ちがよかっただろうと思う。

　こんな自分のなにがよくて、蒼月が触れてくるのかわからない。

「おれ、触さわり心地悪い……んじゃ、ないの？」

「何故なぜだ？」

「だって、こんな……棒切れみたいで、柔らかくないし」

　花楓の言葉に顔を上げた蒼月は、花楓の身体の脇わきに腕うでをついて上体を起こした上で、マジマジと見下ろしてくる。

　ランプの灯あかりは仄ほのかなものだけれど、そんなにじっくりと観察されると居心地が悪い。

「あんまり、見ないでよ」

　蒼月がどんな顔をしているのか、目にするのが怖こわい。花楓が寝ね間ま着きを手た繰ぐり寄せて身体を隠かくそうとしたところで、蒼月の手に摑つかまれた。

「隠すな。花楓の触り心地が、悪いって？　……まさか。皮膚はなめらかで、手のひらを滑すべらせると絹のような感触だ。あたたかくて……甘い匂においがする。丸かじりしたいくらい、美味うまそうだ」

　花楓の喉元に鼻先を押しつけた蒼月は、深く息を吸い込んで匂いを嗅かぐと、ペロリと舌先で舐なめる。

　まるで、本当に甘い蜜みつが滲み出ているかのように執しつ拗ように舌を這わされて、ビクビクと身体を震わせた。

　こんなふうに大切そうに触れられると、自分が本当に蒼月の『奥方様』になったみたいだ。本来、そうなれるわけがないのに……。

「ぁ、蒼月……そこ、触っ……の？」

　腿ももの内側を撫で上げた手が、脚あしのつけ根にまで滑り込んでくる。

　蒼月の手にそこを触れられると、頭の中が真っ白になってなにも考えられなくなるから怖い。指の動き一つで乱される花楓は、蒼月の蒼い瞳に、どんなふうに映るのだろう。

　思わず身体を捩よじって逃にげかかると、蒼月に腰こし骨ぼねを摑まれて動きを制された。

「逃げるな。なにも知らない無む垢くな身体だったが、今は触れられることの心ここ地ちよさを知ってるだろう？　花楓は気持ちよくなると、全身が熱くなって……甘い匂いが濃こくなる」

「そんなの、全部、知らな……い」

　蒼月の手に触れられることの心地よさを認めるのは、恥はずかしい。

　蒼月の口づけや、大きな手に触れられることで自分がどうなるのかなんて、花楓自身に知る由よしはない。

　甘い匂いとは、どんなものだろう？

「そうだな。なにもかも、俺だけが知っている」

　花楓の指先に唇を押し当てた蒼月は、脚のつけ根に置いてあった手をゆっくりと動かした。

　蒼月には知らないと答えたけれど、長い指に触ふれられることで生まれる心地よさは、身体に教え込まれている。

　この先を期待して、勝手に心しん拍ぱく数すうが跳はね上がってしまう。

「ぁ……、ッん！」

　脚のつけ根ギリギリの薄うすい皮膚を指先でくすぐり、花楓が焦じれてジッとしていられなくなるのを待っているに違ちがいない。

　耳の奥に響く心臓の音が、うるさい。

　胸の内側でドキドキ激しく脈打っていて、苦しい。

　蒼月の指が触れているところに、熱が呼び集められているみたいで……種火だったものが、どんどん膨ふくれ上がっていく。

「花楓。どうする？　触れてもいいのか？」

　触れていた指先を離した蒼月が、花楓の顔を覗のぞき込んでくる。

　蒼い瞳に映る自分が、どれほど無様な顔をしているのか……なんて、考える余よ裕ゆうはもうなかった。

　軽く唇を触れ合わせて、蒼月を睨にらみ上げる。

「い、意地悪だ……蒼月。も、う……苦しい。触っ、て。触ってくださ……い」

　震える手で蒼月の手首を摑み、お願いだから……と自ら熱の源に誘ゆう導どうする。

　目を細めた蒼月は、もう焦らすことなく花楓の望みを叶かなえてくれた。

「っ、あ！　ぁ、ぁ……ッ」

　長い指が屹きつ立りつを包み込んだ瞬しゆん間かん、ビリッと全身が痺しびれたようになって身体を強こわ張ばらせる。咄とつ嗟さに閉じた瞼まぶたの裏で、細かな光がいくつも弾はじけた。

　一気に押し上げられて、気を放つ……唐とう突とつな快楽の極きわみに、身体がついていくことができない。

「はっ、は……ぁ。すみませ、ん。指……を」

　荒あらい息をつきながら、前まえ触ぶれなく蒼月の指を汚よごしてしまったことについて謝罪する。

　滲にじむ涙なみだのせいで不ふ明めい瞭りように霞かすむ視界に、蒼月の顔が映った。花楓の目め尻じりに溜たまった涙の雫しずくを舐めとり、白はく濁だくの滴したたる右手の指にぺろりと舌を這わせる。

「そ、そんなの」

「花楓は、なにもかも甘いと言っただろう。涙も……これも、甘かん露ろだな」

「っ……噓うそつき」

　涙はもちろん、吐はき出した白濁など甘いわけがないだろう。

　噓に決まっている、と蒼月を睨む花楓に、微び笑しようを浮かべて端たん整せいな顔を寄せてくる。

「噓だと思うか？」

「んー……ぅ、美味おいしくない」

　唇くちびるを塞ふさがれ、舌先を触れ合わせて……眉まゆを顰ひそめた。どんなに頑がん張ばっても、甘いなどと思えない。

　花楓は奇き妙みような表情をしているはずなのに、蒼月は楽しそうな顔で自分の唇を舐める。

「では、俺だけが甘いと感じられるのだな。……俺以外に、触れさせるなよ」

「誰だれが、おれなんかを好んで……そんなの、蒼月だけだ」

　純人の花楓は、ここでは異い端たんの存在だ。

　頭領の蒼月に嫁よめ入いりをしたということで、丁てい重ちように扱あつかってくれているが……本来なら、誰にも見向きもされない道みち端ばたの石のようなものでも仕方がない。

「蒼月も、……触る」

　お返しをしたいと花楓は手を伸ばしたが、もう少しで指先が届くというギリギリのところで身を引かれてしまう。

「今夜はいい」

　今夜は、ではなく……いつもこうだ。

　花楓だけが蒼月に触れられて、一方的に乱されて……熱を放つと、長い腕の中に抱かれて眠ねむりにつく。

「おれが触るの、嫌いや？」

　確かに、蒼月より拙つたない手技でしかないはずだ。でも、花楓は同じだけ蒼月に心地よさを返したい。

　なにか理由があって、花楓が触れることを厭いとうのか……不安が込み上げてくる。

「嫌ではない。ただ……そうだな。花楓が俺と同じ想おもいを抱いだき、俺のことを本当に受け入れてくれたら、すべてを貰もらい受けよう」

「同じ……？　本当に、って？」

　蒼月の言葉は、わかる。ただ。その真意を花楓は理解できていないはずだ。

　もどかしさに唇を嚙かみ、蒼月を見み詰つめる。

　花楓を見つめ返す蒼あおい瞳ひとみに、答えが書かれているわけではなく……。

「その時を楽しみに待つのも、悪くない。おまえは既すでに、俺の伴はん侶りよだからな」

　蒼月だけがすべてをわかっているかのようなつぶやきに、ムッと唇を引き結ぶ。

　答えを探すための糸口くらいは、教えてくれてもいいのではないだろうか。

「馬ば鹿かだって言われているみたいだ」

「そうではない。愛らしく拗すねるな。また泣かせたくなる」

　そっと髪かみを撫なでられて、宥なだめるような口づけに瞼を伏ふせた。

　蒼月と同じ想いとは、どんなもの？

　こうして触れられることで心地よさを感じ、腕の中に抱だかれて眠ることで得る安あん堵ど感かんとは別のものだろうか。

　花楓には、よくわからないけれど……。

「眠そうな顔だな。窓を開けたままだから、肌はだ寒ざむい。もっとこちらに寄れ」

「ぅ……ん」

　蒼月に抱き締しめられて寝しん具ぐに横たわると、全身の力が抜ぬける。

　この腕うでの中にいれば、恐おそれるものはなにもない。すべてのものから、護まもられているのだと感じる。

　ぬくもりと安堵感に包まれて……とろりと意識が蕩とろけるみたいだ。

「花楓」

　名前を呼ぶ蒼月の声は、優やさしくて……でも、どこか寂さみしげで。

　どんな顔をしているのか確かめたくても、瞼が重くてもう目が開かない。

「蒼……月」

　せめて、花楓が感じているぬくもりを蒼月にも分けてあげたい……と、胸むな元もとにピッタリ寄り添そう。

　花楓が、まだ蒼月を受け入れていないように見えるから……どこか寂しげなのだろうか。

　寄り添いたい、ぬくもりを分け与あたえたいと願うこの感情は、蒼月の言う『同じ想い』とはどこがどう違うのだろう。

　花楓にはハッキリわからないことばかりで、でも蒼月と寄り添っているのは心ここ地ちよくて……背中を抱いた手に、尻しつ尾ぽの毛が触れた。

　無意識に握にぎってふかふかとした触さわり心ごこ地ちを楽しんでいると、蒼月の身体からだがかすかに震ふるえる。

「まったく……無防備な顔をして、罪作りな」

　苦いものが混じっていながら、優しい声が聞こえる。

　花楓の罪とは、なにか……聞きたくても、もう指先を動かすこともできない。

　せめて、夢の中で答えを教えてくれたらいいのに……と願ってみたけれど、夢の中の蒼月も無言で微び苦く笑しようを浮うかべるだけだった。







《六》







「いってらっしゃい」

「ああ。鹿しかが獲とれれば、今夜はご馳ち走そうだ」

　猟りようのため、若者たちと山に入るという蒼月を見送る。

　可能なら花楓も共に行きたいくらいだが、純人より体力や運動能力の優すぐれた山犬族でも女性は猟についていくことなどしないのだから、大人しく留守番をするしかない。

　山犬族の女性より体力のない花楓が、一いつ緒しよに山に入ったところで、大した役には立たないかもしれないが……。

「気をつけて」

「そんな目をするな。離はなれ難がたくなる」

　もどかしい思いで口にした花楓を見下ろした蒼月は、スッと背を屈かがめる。なにかと思えば、当然のように額に口づけを落とした。

　花楓はギョッとして、抗こう議ぎの声を上げた。

「蒼月っ」

　猟に帯同する近この衛え兵や、菖蒲や胡桃がいるのに、なんてことを。

　反射的に身体を引いて、両手で額を押さえる。ジロッと睨にらみつけた花楓を、蒼月は楽しそうに笑って見下ろした。

「顔が赤いぞ」

「誰のせいだと……。ほら、皆みんなが待ってる」

　蒼月から距きよ離りを取りつつ、周囲に視線を巡めぐらせる。

　近衛兵たちも菖蒲や胡桃も足元に視線を落として、『見ていません』というふうに装よそおっているけれど、そうして気き遣づかわれることが尚なお更さら恥はずかしい。

　蒼月は、花楓のように『恥ずかしい』という感覚を持ち合わせていないのかもしれない。

「ふ……こっそりついてきたりせずに、大人しく待ってろ」

　微笑を浮かべて花楓の髪に触ふれると、その背後に控ひかえている菖蒲と胡桃に視線を移して「頼たのんだぞ」と続ける。

「もちろんです。お気をつけて、蒼月様」

「花楓様のことは、ご心配なさらず」

　花楓は、そう答える二人の声を聞きながら唇を尖とがらせた。

「……子供じゃないんだから」

　恨うらみがましい思いでつぶやいた花楓に、蒼月はまたしても楽しそうに笑って、今度こそ「行ってくる」と背を向けた。

　その背中が見えなくなるまで見送ろうとしたけれど、少し強い風が吹ふいて反射的に肩かたを震わせた。

　秋が深まったこともあり、空気が冷たい。

「花楓様、薄うす着ぎでいらしたことに気づかなくて失礼しました。屋内に入りましょう。そろそろ厚手の上着が必要ですわね」

「綿の入った羽織と……足元もこれでは冷たいでしょうから、室内履ばきと……」

　菖蒲と胡桃に促うながされて、屋内に入る。

　歩きながら、これからの季節に必要な物を指折り数えて挙げる二人に苦笑した。

「このままでいいよ。菖蒲たちと同じ、洋袴ズボンを穿はくことを許してもらえただけで十分。寒ければ、上着を一、二枚重ねるから」

　ひらひら繊せん細さいな生き地じで動きづらい着物から、菖蒲や胡桃と同じような足さばきの楽な洋袴を着用させてもらえるようになっただけで、花楓としては満足だ。

　建物内には暖を取るための火ひ鉢ばちもあるし、過か剰じように着込む必要はない。

　そう答えると、怖こわい顔をした菖蒲が首を横に振ふる。

「いけません。花楓様のいらした純人の村は、麓ふもとに近いとお聞きしています。冬になればたっぷりと雪が積もるこのあたりとは、寒さが違ちがいます」

「そうですわ、花楓様。純人の花楓様は、我らのような尻尾もお持ちではないことですし……」

　胡桃も菖蒲と一緒になって、「薄着ではダメです」と表情を曇くもらせる。

　花楓は二人の勢いに負けて、「わ、わかった」とうなずいた。

「尻尾……って、防寒の役に立つ？　確かに、蒼月の尻尾はふさふさのふわふわで、ギュッとしたら温かくて気持ちいいけど……自分で抱かかえるのは無理だろうし」

　蒼月の大きな尻尾を思い浮かべて、ぽつぽつと口を開く。

　花楓は何気なく口にしたのだが、菖蒲と胡桃は「まぁ」とか「あら」と奇き妙みような含ふくみ笑いを漏もらした。

　なにかと思えば、菖蒲と胡桃は自身の尻尾を左右に振りながら顔を見合わせている。

「御ご尻しつ尾ぽを……。頭領と仲良しでいらして、なによりですわ」

「頭領の、ご立派な御尻尾に触れることができるなんて……弟君である黒炎様以外では、花楓様だけですわ」

　ねぇ？　と。

　うなずき合ってクスクスと楽しそうに笑う二人に、花楓は焦あせって口を開く。

「そ……っ、そうじゃない……かも、しれないけど」

　途と中ちゆうで、肯こう定ていしたいのか否定したいのかわからなくなってしまった。

　急に、ものすごく恥ずかしくなってきた。頰ほおがどんどん熱くなる。

　まるで、蒼月といかに仲なか睦むつまじいか大手を振って自じ慢まんしたみたいな気分だ。

　ひんやりとした両手で包んで火ほ照てりを冷まそうとしたのに、手のひらの冷気が吸い取られるだけで頰の熱は引いてくれない。

「蒼月様の花楓様へのご寵ちよう愛あいは、皆が知るところですのに……恥ずかしがられなくても」

「そうですわ、花楓様。いつまでも奥ゆかしいんですから」

　真顔で二人に詰つめ寄られて、グ……と口を噤つぐむ。

　もう、なにも言わないほうがよさそうだ。きっと、喋しやべれば喋るほど、かえって恥ずかしい思いをすることになる。

　花楓が黙だまり込んだのをいいことに、菖蒲と胡桃は楽しそうに話し続ける。

「寝しん具ぐの上うわ掛がけは、一枚増やすだけでよさそうかしら」

「寝ね間ま着きに羽織る綿入れは必要よね。花楓様ったら、女官みたいな洋袴を穿きたいなんて仰おつしやるから華はなやかさが足りなくてつまらない。せめて、綿入れはとびきり豪ごう華かな刺し繡しゆうをあしらったものにしたいわ」

「そろそろ、行商人がやってくる頃ころよね。必要な物を書き出しておいて、蒼月様のご意見もお伺うかがいしましょう」

　花楓は、好きにしてくれ……と敷しき物ものに足を投げ出して座った。

　こんな格好も、洋袴でなければできない。女官たちと同じような着物がいいと懇こん願がんして正解だったし、許可してくれた蒼月に感謝だ。

「雪が降る……積もる？」

　窓の外を見み遣やっても、今はまだ雪の気配さえない。

　花楓の生まれ育った村も冬になれば雪がチラチラ降ることがあったし、何年かに一度は畑に薄く雪ゆき化げ粧しようが施ほどこされるくらいには積もった。でも、山深い山犬族の郷さとでは『たっぷり』積もるのか。

「だから、最近猟に出ることが多いのかな」

　三日に一度は、若者たちが猟りように出ている。雉きじや兎うさぎを持ち帰ったり、仕し掛かけておいた罠わなにかかっていたという猪いのししを担かついで帰ったり……今日のように、大物の鹿しかを目当てに出向いたりしている。

　肉や皮は、すぐに郷の民たみに配られるものと干し肉に加工するものとに分けられる。きっと、雪に閉とざされる冬に備えているのだ。

　花楓の村では、牛やヤギといった家か畜ちくを育てていた。

　山犬族は対照的に、最低限の野菜や穀類を畑で育てる以外は、狩かりで生計を立てている。木の実や果実も、山で自生しているものを採取して、乾かん燥そうさせたり煮に詰つめたり粉にしたりと、長期保存の利きく状態に加工している。

　そのため、秋の収しゆう穫かく祭後に行われる物ぶつ々ぶつ交こう換かんでは、ヤギの乳を加工した保存食や鶏にわとりの卵が好まれたのだと……山犬族の郷に馴な染じんだ今なら、わかる。

　花楓たちは、山犬族が危険を冒おかして狩った動物の毛皮や、女性や子供が擦すり傷だらけになりながら一いつ生しよう懸けん命めいに採取した果実や茸きのこなどを受け取っていたのか。

　山犬族は、野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうだなんて……よく知らないからそんなふうに怯おびえていた姉たちに、勤勉で思いやりがあり、規律正しい生活をしている山犬族の真実の姿を知らせたい。

　誤解だったことがわかれば、必要以上に怯えて距離を置くことなく、もう少し頻ひん繁ぱんに交流を図はかることができるのではないだろうか。

　それを、互たがいに望むのなら……だが。

　ぼんやりしているあいだに、菖蒲と胡桃の相談は大方終わったらしい。

「花楓様」

　菖蒲に名前を呼ばれて、目をしばたたかせた。まだぼんやりとしている花楓に、一覧を書き記した紙を示す。

「ご入り用のものはございますか？　行商人は、ここにないものをいろいろと運んできますから、大たい抵ていのものは揃そろいます」

「珍めずらしい色の貝で飾かざられた髪かみ留どめや、華やかな色の帯も荷にあるはずですわ。冬になると山を越こえられないので、次回は雪解けの季節を待たなければなりません。今のうちに何かございましたら……」

　菖蒲と、その後を継ついだ胡桃の言葉に、花楓は考えるまでもなく首を横に振った。

「ううん。十分に足りてる」

　現状でも、十分すぎるくらいなのだ。

　花楓の村でも、年に何度か行商人が様々な物を運んできた。物品だけでなく、他ほかの土地の情報を教えてもらったり、村を出る若者を途中まで帯同させてもらったり……重要な客人だった。それは、山犬族の郷でも同じようだ。

　花楓の返事に、胡桃は不満そうに「もう」と零こぼす。

「花楓様ったら、ご自身を飾ることに本当に興味がないんですから。蒼月様にご相談することにします」

「えー？　蒼月も、無む駄だなものはいらないって言うんじゃ」

「花楓様のことになると、別ですわ。あんなに愛されているんですもの」

　拳こぶしを握にぎり、耳を震ふるわせながら力説する胡桃に、なにも言い返せなくて苦く笑しようする。

　甘やかされている……のは間違いないと、花楓自身も思う。

　けれど、花楓は『奥方様』ではないのだ。一生懸命に仕えてくれる菖蒲や胡桃を騙だましていると思えば、時々胸が苦しくなる。

　無意識に右手で左ひだり腕うでを握ると、目め敏ざとくその仕草に気づかれてしまった。

「花楓様。お寒いですか？」

　胡桃が、急いで薄うす手での羽織を肩かたに被かぶせてくる。

　菖蒲は窓を閉めて、花楓の足元を絹の手て拭ぬぐいで覆おおった。

「蒼月様なら、きっとご立派な鹿を仕留められますわ。厨ちゆう房ぼうに伝えて、今夜は煮に込こみにしてもらいましょう」

　分不相応なほど、大切にしてもらっている。それは、蒼月の……頭領に嫁よめ入いりをした、『奥方様』だから。

「……二人とも、ありがと」

　二人にお礼を言って、笑いかける。

　今の花楓にできる感謝を伝える手段は、これだけしかない。だから、精いっぱい笑ったつもりだけど……ぎこちなく不自然なものだったかもしれなくて、きちんと謝意を伝えることもできないのかと落ち込んだ。
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「菖蒲と胡桃が、困っていたぞ。花楓は欲がない。綺き麗れいな衣い装しようで着き飾かざったり、頰や唇くちびるに紅を差したりしたいのに……と」

　菖蒲と胡桃から早さつ速そく報告を受けたらしく、寝所にやって来た蒼月は花楓の顔を見るなりそう言って苦笑する。

「……おれを着飾らせても、無駄だと思う。それに、今でも十分満ち足りているから、これ以上を望んだら罰ばちが当たる」

　座ざ布ぶ団とんに座った花楓は、うつむいてため息をつく。蒼月は、花楓に綺麗な衣装や紅などが相応ふさわしくないことを知っているはずだ。

「無駄とは思わないが。花楓は愛らしいから、きっと紅も似合う。華やかな衣装は……動きづらいから嫌いやだと言われたか」

　ここで生活を始めて間もなく、服が気に入らないと直じか談だん判ぱんした時のことを思い出したのか、ククッと肩を揺ゆらしながら花楓の隣となりに腰こしを下ろしてきた。

　ふと視線を向けた先、寝間着の袖そで口ぐちから覗のぞく蒼月の左手首に傷があることに気がついた。

「蒼月、怪け我がを……」

「鹿の角を、軽く引っ掛かけただけだ。すぐに治る」

「本当に？　痛くない？」

　花楓は、蒼月の手を取ってまじまじと観察する。蒼月は軽く引っ掛けただけと言ったが、人差し指の長さほどの切り傷に眉まゆを顰ひそめた。

　指の腹で、そっと傷を辿たどる。

「立派な鹿が、三頭も獲とれたんだってね。それはすごいと思うけど、頭領なのに、危険なことをして……」

　深い傷ではない証しよう拠こに血は乾かわいているし、すぐに治るというのも本当だろう。でも、安全なところから指示を出すだけでもいいのではないかとつぶやいた花楓に、蒼月は「逆だ」と短く答えた。

「頭領だから、率そつ先せんして狩りの先頭に立つべきだろう。郷の民を導く責任がある」

　淡たん々たんとした語り口からは、余計な気負いを微み塵じんも感じない。心からそう思っているのだと、伝わってくる。

　蒼月の左手を両手で握った花楓は、スッと息を吸い込んで口を開いた。

「……蒼月は、立派な頭領だ。皆みんなに信しん頼らいされていて、頭領にふさわしい力量で、だから……おれじゃダメなんじゃないの？」

　蒼月の手をギュッと握り、傷に視線を落として少し早口で言い切る。

　いつか、言わなければならないと思っていた。でも、いざとなれば蒼月の顔を見ながら告げることができない。

「花楓？　どういう意味だ」

　怪け訝げんそうに花楓の名前を呼んだ蒼月が、逆に花楓の手を握ってくる。もう片方の手でうつむく顔を上げさせられて、蒼あおい瞳ひとみと視線が絡からんだ。

　花楓を見下ろす眼まな差ざしは鋭するどく、いつになく険しい表情だ。耳がピンと立ち、一言も聞き逃のがさないと表している。

　強く握られた手が痛いけれど、伝えなければならないことがある。

「蒼月は、おれが本当の意味で奥方になれないって知ってるのに……大切にしてくれるのが不思議だ。だって、跡あと取とりができない。だから、側室を迎むかえてもいいんじゃないの？　おれは……誰だれも、怒おこらない」

「なにを唐とう突とつに」

「唐突じゃない！」

　ここしばらく、ずっと頭の隅すみで考えていたことだった。

　これほど民たみの信頼を集める頭領に跡取りができないことは、山犬族にとって不幸ではないだろうか。

　花楓が蒼月を独ひとり占じめしている限り、不可能なのに……大切にしてもらっている。菖蒲や胡桃だけでなく、山犬族すべてに対して申し訳ないし心苦しい。

「蒼月の跡取りは、郷さとにとって必要だと思う」

　上手うまく言葉にできたかどうか、わからない。

　なんとか言い終えて言葉を切ると、蒼月は険しかった表情を緩ゆるめて花楓の手を握る指から力を抜ぬいた。

「その点に関しては、心配無用だ。跡取りは、既すでに存在している」

「……蒼月、子供がいたの？」

　蒼月の言葉に、きょとんと目を瞠みはった。

　花楓が知らなかっただけで、跡取りとなる子がいるのだろうか。だとしたら、見けん当とう違ちがいなことを口走ったのかもしれない。

「そんなに不思議そうな顔をするな」

　自分では、どんな顔をしているのかわからないけれど、蒼月は苦笑して花楓の目め尻じりを指の腹で撫なでた。

「俺の子ではない。花楓も逢あっただろう。黒毛の、生意気なガキだ」

「黒炎？　でも、黒炎は弟だって……」

　異母兄弟だとは聞いたが、確かに血統的には問題がないのかもしれない。ただ、後こう継けい者しやというには年ねん齢れいが近すぎる気がする……というのは、余計なお世話だろうか。

　戸と惑まどう花楓に、蒼月は小さく笑って端たん整せいな顔を寄せてきた。唇が軽く触ふれ合い、花楓は蒼月の肩を押し戻もどす。

「蒼月、まだ話が終わってない」

　真面目まじめな話をしている途と中ちゆうなのに……と、口づけを拒こばんで軽く睨にらんだ花楓に、蒼月は不満そうに耳を倒たおして尻しつ尾ぽを大きく揺らした。

「俺は、黒炎が十八か九の、頭領となるのにふさわしい年とし頃ごろに育つまでの暫ざん定てい的な頭領だ。先代の頭領……父上が、予想より早世されたせいでな。あと、六年ほどか。それまでに、黒炎をしっかり鍛きたえないといけないな。今はまだ、自己中心的な子供だ」

　あと、六年ほどで黒炎に頭領の座を譲ゆずる。そう迷いなく言い切る蒼月が、花楓から見れば不思議だった。

　現在二十五歳だという蒼月は、六年後でも心身が衰おとろえるにはまだ早く、十分に頭領として率いていられるはずだ。

　郷の皆も、蒼月が頭領の座に留とどまることを望んでいるのではないだろうか。

「蒼月……」

「だから、花楓が気に病やむことはない。側室も不要。俺には、花楓だけいればいい」

　花楓に言い聞かせるように、強い口調で断言して唇を重ねてくる。今度は拒むことができなくて、瞼まぶたを伏ふせて口づけを受け止めた。

「ン……ぁ」

　手を上げて蒼月の頭を抱だくと、耳に指が触れる。

　目を閉じていても、その毛並み……色合いまで明確に思い浮うかべることができるほど、馴な染じんだものだ。

　山犬族の郷にすっかり慣れ、蒼月の傍そばにいることが当たり前のようになって……すっかり、この郷の一員になったつもりでいた。

　でもきっと、まだまだ花楓の知らないことがいくつもある。

　だから、蒼月は花楓が同じ想おもいではないと言うのだろうか。

　なにも知らないのだから、どういうことだと尋たずねることもできない。蒼月から話してもらわないと、わからない。

　蒼月は、花楓が受け入れていないみたいな言い方をしたけれど、きちんと教えてくれないのではないか……と恨うらみがましい思いになり、深い毛に覆おおわれた耳を軽く引っ張った。

「こら、花楓。痛いぞ」

「……力加減、間違えた。ごめんね」

　そっと指先で撫でると、耳を震ふるわせて目を細める。仕切り直しとばかりに唇くちびるを塞ふさがれて、熱い舌を受け入れた。

　郷で、蒼月だけの毛色。白に青あお灰はい色いろの交じった、不思議で綺き麗れいな毛と……目を閉じている今は見ることのできない蒼い瞳。

　蒼月だけの瞳の色や毛色が、花楓はすごく綺麗だと思う。

　それらにも、なにか理由があるのか……以前、聞こうとしたことがある。

　でも、蒼月にはぐらかされ、拒きよ絶ぜつの空気を感じ取り、それ以上踏ふみ込めなくて言葉を引っ込めてしまったのだ。

　いつか、それらも知ることのできる日が来るのだろうか。

　花楓が、蒼月を本当に受け入れた時……？

　同じ想いを抱いだいていることを証明するには、どうすればいい？

　花楓を過か剰じようなほど甘やかして、大切そうに触れてくるのに……肝かん心じんなことは教えてくれないのだなと、背中で揺れている尻尾を軽く握にぎった。







《七》







　蒼月は、冬が来る前にしなければならないことがたくさんあるらしく、ここしばらく若者たちと共に忙いそがしそうに走り回っている。

　花楓も手伝いたいと思うのだが、足あし手で纏まといになるだけだろうと思えば無理についていくことはできない。

　結果、屋や敷しきに籠こもって菖蒲や胡桃から編み物を習う日々だ。女性の仕事だろうと渋しぶ々しぶ始めた編み物も、実際に手て掛がけると予想より難しくて面おも白しろい。

　夢中で編針を動かしていた花楓は、先ほどから周りがやけに静かだと気がついた。

　なにかと花楓に構いたがる、菖蒲と胡桃の声が聞こえないせいだ。

　胡桃は、所用で席を外していることを知っているからいなくても不思議ではないが……。

「あ……れ？」

　ついさっきまで一いつ緒しよにいた菖蒲の姿が見えないと思ったら、窓の外……庭先に立っている。山犬族の女性としばらく話していたかと思うと、なにか……布の塊かたまりのようなものを受け取って、相手の女性が足早に離はなれていった。

　なにをしているのだろう？

　不思議になった花楓は、下した履ばきに足を入れて庭に出る。一段と涼すずしさが増した風に目を細めて、菖蒲の背後から近づいた。

　いつもクルリと巻いている黒い尻尾が少しだけ下がっているのは、なにか困りごとがあるせいだろうか。

「あや……め？」

　声をかけた花楓と目が合ったのは、菖蒲ではなかった。菖蒲の肩かたに手をかけ、小さな三角形の耳の子供がこちらに顔を覗のぞかせたのだ。

　子供？　二つ……三つには、なっていないくらいだろうか。

「花楓様っ？　無断でお傍を離れて、申し訳ございません」

　振ふり向いた菖蒲は、慌あわてた様子で花楓に頭を下げる。

「いや、謝らなくていいけど……どうしたの、この子？」

「姉の子で、蘇す芳おうと言います。いつもは両親が面めん倒どうを見ているのですが、今朝は母の具合が悪いようで黒炎様のお屋敷に勤めている姉がお暇ひまをいただいたんです。それが、急に人手が必要になったらしく、少しのあいだ見ていてくれないかと……」

　どうやら、菖蒲の甥おいのようだ。

　黒炎の屋敷は、蒼月の住むここの近くなので、菖蒲に預けたようだが……苦く渋じゆうの選せん択たくだったに違ちがいない。

　小さな蘇芳を抱いた菖蒲は、恐きよう縮しゆくしきっている。

「なんだ、それじゃ中に入りなよ。外に立っていたら、寒いだろうし」

「ですが」

「おいで、蘇芳。なにして遊ぼうか」

　躊躇ためらう菖蒲をよそに、大人の事情などまだ知らない蘇芳は、笑いかけた花楓に手を伸のばしてくる。

　菖蒲から蘇芳を抱き取り、ぴくぴく震える小さな耳に唇を綻ほころばせた。人ひと懐なつっこいのか、初対面の花楓に物もの怖おじすることなく身体からだを預けてくる。

「これ、蘇芳。花楓様、申し訳ございません。蘇芳が失礼を」

「大だい丈じよう夫ぶ。村では、よく子供の面倒を見ていたんだ。他ほかの仕事では、あまり……役に立たなかったから。菖蒲、あたたかい飴あめ湯ゆを飲みたいな。三……四人分ね」

　冬ふゆ支じ度たくのため、衣い装しよう部屋に厚手の敷しき物ものを取りに行っている胡桃が、そろそろ戻ってくるはずだ。

　花楓の言葉が、みんなで飴湯を飲もうという意味だと悟さとったのだろう。菖蒲は、「はい」と大きく頭を下げて身体の向きを変えた。

　庭を歩きながら、花楓に抱かれて機き嫌げんよく笑う蘇芳の耳をつつく。

「蘇芳ってば、花楓様に抱だっこされてご機嫌なんだから。姉さんが知ったら、卒そつ倒とうしちゃう。花楓様、重いのでは？」

「全然重くない。お姉さんには……内ない緒しよにしてたら、わかんないよ」

　両手で抱いた小さな身体は、あたたかくて、心ここ地ちいい重みだ。小さな耳も、まだ短い尻しつ尾ぽも可愛かわいい。

「蘇芳は格好いい毛色だね」

　花楓が褒ほめると、蘇芳の小さな尻尾が左右に振られる。

　蘇芳の毛色は濃こい灰色だけれど、尻尾の先と両耳の先の毛が、少しだけ白い。おしゃれな飾かざり毛のようで、山犬族の毛色は個性豊かなのだな……と唇を綻ばせた。










「……で、すごく可愛かった」

　蘇芳と遊んだ数時間のことを語る花楓を、蒼月は楽しそうに目を細めて聞いてくれる。

「もう三つになるのか。ついこの前まで、赤子だったのに」

　天てん井じよう付近に視線を泳がせてそう口にした蒼月は、どうやら蘇芳のことを知っているらしい。

　花楓は、「蘇芳と逢あったことある？」と首を傾かしげる。

「郷さとに赤子が誕生すると、数日のあいだに祝いの品を届ける。毛色を確かめて、似合いの産うぶ着ぎを贈おくる」

「なるほど。蘇芳の毛色も、珍めずらしくて綺麗だったな」

　蒼月ほどではないが、茶系の多い山犬族の中では少し珍しいものだと思う。菖蒲も黒に近い灰色なので、家系的なものかもしれないが……。

　花楓の頭を両手で触さわり、自分たちのような毛に覆われた耳がないことに不思議そうな顔をしていた。

　尻尾を探してか、花楓の穿はいている洋袴の裾すそを捲まくり上げて頭を突つっ込もうとして、菖蒲に𠮟しかられていたが……しゅんと垂れた尻尾も可愛かった。

「また今度、遊ぶ約束をした」

　蘇芳と遊んだのはほんの数時間なのに、別れが名残なごり惜おしくて「また遊ぼうね」と小指を絡からませて約束をした。

　菖蒲は恐縮していたが、花楓と蘇芳の約束なのだから必ず実現させるつもりだ。

　花楓の話を楽しそうに聞いていた蒼月が、なにやら思い出したように「ああ、そうだ」と口を開いた。

「夕刻、峠とうげから一つ向こうの峰みねに行商人の一行が見えた。明日には到とう着ちやくするだろう。歓かん迎げいの宴うたげを催もよおすから、花楓も同席しろ」

「えー……」

　歓迎の宴ということは、大勢の山犬族や行商人を交えた華はなやかな場だろう。そこに自分が列席するのは、場違いというものでは……。

　そう思って渋しぶると、蒼月の背後から菖蒲の声が「畏かしこまりました」と答えた。

「菖蒲っ？」

「お寛くつろぎのところに、失礼いたします。ランプの油が少なくなっていましたので、注つぎ足させてくださいませ」

　油を補ほ充じゆうするための、細長い注ぎ口のポットを手に持った菖蒲が入ってくる。

　蒼月に頭を下げてランプの油受けに注ぐと、花楓に向き直った。

「……花楓様、頭領の奥方様である花楓様が客人を持て成すのは当然です。装よそおいについてはご心配なく、わたくしと胡桃にお任せください」

「でも」

「お任せくださいますねっ？」

　笑え顔がおなのに、眼まな差ざしが鋭するどい。否いなを許さないという圧を感じる。反論できない花楓は、唇くちびるを引き結んでこくこくとうなずいた。

「では、失礼致いたします。蒼月様、ごゆるりと」

「ああ。花楓のことは、菖蒲たちに任せておけば心配なさそうだ」

「……恐おそれ入ります」

　菖蒲は、静々と頭を下げて部屋を出て行った。

　花楓のみと接している時の、数倍も丁てい寧ねいな立ち居い振ふる舞まいなのは……当然か。

「ククッ……頼たのもしいな。威い勢せいのいい花楓が、菖蒲には言い返せないか」

「菖蒲は、頼たよりがいがあって有能だけど……有能すぎて、時々怖こわい。この前は、庭に蜂はちの巣すを見つけて蜂の子がいないかどうか胡桃と一いつ緒しよに覗き込んでいたら、ものすごく怒おこられた。蜂に刺さされたらどうするんですか、って」

　胡桃と二人で肩を並べて、「ごめんなさい」「もうしません」と誓ちかわされたのだ。実の姉のお説教よりも恐ろしかった。

　花楓の言葉に、蒼月は眉まゆを顰ひそめて指先を握にぎってくる。

「それは花楓が悪い。菖蒲が𠮟るのも当然だ」

「うん……胡桃にも悪いことした」

　花楓が菖蒲の説教から解放された後も、胡桃はこんこんと𠮟しつ責せきされていたのだ。お止めするべき立場の胡桃が、花楓様と一緒になってなにをしているんです……と。

　項うな垂だれた胡桃のぺたりと伏ふせた薄うす茶ちや色いろの耳と、力なく垂れ下がった尻尾が可か哀わいそうで……好こう奇き心しんの赴おもむくまま行動するのはやめようと、心に決めた。

「俺のためにも止めてくれ。心配で、片時も放したくなくなる」

「……ん」

　指先に口づけられて、小さく頭を上下させた。

　蒼月が、こんなふうに懇こん切せつ丁寧に扱あつかうから……周りの皆みなまで、花楓を護まもらなければならないか弱い存在のように認にん識しきしているのだ。

　純人という理由で小こ柄がらなのは仕方ないが、本来花楓は蒼月たちと共に狩かりに出るべき立場なのに……。

「行商人の荷に美しい反たん物ものがあれば、それで花楓の羽織を作らせよう。髪かみ留どめが嫌きらいなら、色いろ鮮あざやかな紐ひもで編み込むのはどうだ」

「なにもいらない」

　指先でそっと花楓の髪に触ふれて、何かしら飾り付けようとする蒼月に、ゆっくりと首を左右に振ふる。

　身の丈たけに合わない贅ぜい沢たくをしたいわけでもないし、優ゆう雅がな生活を望んでいるわけでもないのだ。

　山犬族の郷に来た理由は、『頭領の花はな嫁よめ』となることではあったけれど、平和で心こころ穏おだやかに過ごせる現状は戸と惑まどうばかりで……これでいいのかと、たまに不安になる。

　平へい穏おんだから不安だなど、矛む盾じゆんしていると自分でも思う。

　抱き込まれた蒼月の両りよう腕うでの中は、胸の奥が苦しくなって……安あん堵ど感かんに包まれて、気き恥はずかしい。

　蒼月と過ごす夜を重ねるたびに、色んなものが入り混じった複雑な思いがムクムクと育っていく。

　うつむいて黙だまり込んだせいか、花楓の顔を覗のぞき込んだ蒼月が、わずかに表情を曇くもらせる。

「どうした、花楓。寒いか？」

「……少し。蒼月がギュッとしてくれたら、寒くない」

　蒼月の背中に抱きついて、手に触れた尻尾をそっと握る。

　花楓を包み込む長い腕の中は、暖かい。蒼月の尻尾を触らせてもらえるのは、弟の黒炎以外では花楓だけで……きっと、名めい誉よなことだろう。

　自分の意志で嫁とついだわけではないのに、今の生活はずいぶんと恵めぐまれていると思う。

　でも、そうだ。

　蒼月が花楓を選んだ理由は、まだ明確に聞いていない。
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　郷を訪おとずれた行商人の一行は、五人の男と一頭のロバだった。いつもやって来る行商人ではないらしく、珍しい商品が多いと菖蒲と胡桃が目を輝かがやかせていた。

　彼らを持て成す為ため、夜の帳とばりが下りるのを待ちかねて宴えん会かいが始まった。並んで敷しき物ものに腰こしを下ろした蒼月と花楓のもとに、行商人の大将だという男が近づいてくる。

　床ゆかに片かた膝ひざをつき、丁てい重ちように頭を下げた。

「お初にお目にかかります。頭領と……奥方様でいらっしゃいますか。盛大な宴を開いてくださり、ありがとうございます」

「ああ。この後、山を越こえるそうだな。ゆるりと休んでいけばいい」

　蒼月は、行商人の男の酌しやくを受けて、言葉を返す。

　奥方様にも……と徳利とつくりを向けられた楓は、うつむき加減で盃さかずきに酒を受けた。

「ここの前は、どこらにいらしたので？」

「狸たぬき族の郷に、数日逗とう留りゆうして……純人の都に立ち寄り、こちらへ」

「この郷は、どうです？　率そつ直ちよくに」

　蒼月が率直にと促うながしたせいか、床に膝をついている行商人は少し躊ちゆう躇ちよするように視線を泳がせて、口を開いた。

「……山犬族の郷にお邪じや魔ましたのは初めてですが、北の都にも引けを取らない文化的なお住まいで……噂うわさとはずいぶん違ちがうのだなと、驚おどろきました」

「噂、か。純人のあいだでどのように噂されているのかは、想像に難かたくない。……寝ね込こみを襲おそって喰くうことはないので、ご安心を」

「は……は、ははっ。頭領殿どの、冗じよう談だんがお上手ですな」

　蒼月の台詞せりふに対して、冗談だろうと念押ししているつもりなのだろうけど……顔も声も、引き攣つっている。外見は屈くつ強きような大男だが、山犬族に囲まれていることに緊きん張ちようしていないわけではないのだろう。

　花楓は思わず肩かたを震ふるわせてしまい、手に持っている盃から酒が零こぼれる。

「すみません、不調法で……」

　小声で謝罪した花楓の頭に、蒼月が手を伸のばしてくる。

「我が愛妻は、見ての通りでして……これで、安心していただけるかと」

「蒼月っ」

　蒼月の言葉の終わりと同時に、頭に被かぶっていた薄うす布ぬのを剝はぎ取られてしまう。視界が明るくなり、思わず抗こう議ぎの声を上げた。

　山犬族の証あかしである、毛に覆おおわれた三角形の耳がないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　頭領の伴はん侶りよが純人なのは、きっと不自然だと思われる。そうわかっていたから、外見で悟さとられることのないよう頭を隠かくしていたのに。

「奥方様は、純人で……」

　やはり、純人が頭領の『奥方様』であることは、予想外だったに違いない。行商人が、戸惑いをたっぷりと含ふくんだ声でつぶやくのが聞こえる。

　花楓は頭を覆っていた布を取り除かれてすぐに顔を伏せたので、行商人の男がどんな顔をしているのかわからない。

「そういうことだ。花楓、明日の朝にでも荷を見せてもらえ。気に入ったものがあれば、羊の毛糸か絹の反物と交こう換かんすればいい」

「そんな……もったいない。郷さとに必要な物と交換してください」

　蒼月の提案に、花楓はそっと眉を顰めて首を横に振る。

　羊の毛糸も、絹の反物も、ものすごく手がかかっている貴重品だ。交換するなら、保存食か薬か……民たみの為となるもののほうがいい。

「このように、欲のない妻でつまらん。適当に、似合いそうなものを見み繕つくろってくれ」

　蒼月の言葉に、戸惑いがちに「ええ、それは……」と答えた行商人は、純人の花楓が頭領の伴侶であるということにまだ戸惑っているようだ。

　行商人一行に警けい戒かい心しんを解いて安心してもらうためなのかもしれないが、花楓が純人であることを教えてしまってよかったのだろうか。

　頭領としての威い厳げんが、低下しなければいいのだが……。

　そろりと行商人を窺うかがうと、視線が合ってしまった。花楓はすぐに目を逸そらしたので、結局彼がなにを思っているのか読むことはできなかった。










「綺き麗れい。ねぇ、胡桃。この布で、冬の羽織を繕つくろいましょう」

「花楓様には、大きな花はな柄がらよりこちらの小花のほうが似合うと思うんだけど……。あ、この藍あい色いろもいいわ。郷では出せない色だもの」

　菖蒲と胡桃は、郷にはない珍めずらしい柄がらや色の反物を前にして、楽しそうに語りながら選んでいる。

　花楓は意見を求められても「もっと地味でいい」とか「そんなにいらない」としか返さないのでつまらないらしく、二人だけで話すようになってしまった。

　いろんな土地を巡めぐっているという言葉どおり、行商人の荷には珍しいものがたくさんある。

　ふと、不思議な色の石で作られた首くび飾かざりが目に留まり、しゃがみ込んで手に取った。

「そちらは、貝を加工したものです」

　行商人の一人が、花楓が手にしたものの説明をしてくれる。

「貝？　こんなに綺麗な、桃もも色いろの貝があるんですね」

　花のような色だ。貝は海で採れるのだと知ってはいても、これほど色鮮やかなものは初めて見た。

「……奥方様は、どのような経けい緯いで山犬族の頭領に嫁入りなさったので？」

　菖蒲と胡桃に聞かれないようにか、声を潜ひそめて尋たずねられる。

　唐とう突とつな質問に、花楓はどう答えればいいのか迷い、「それは……」と口籠ごもってしまう。

　流された橋を修復してもらったお礼に、というのは不自然だろう。蒼月に指差されたとはいえ、それが何故なぜ『花楓』だったのかは花楓自身も知らない。

　花楓が返事をしなかったせいで、行商人は勝手に答えを見つけたようだ。

「攫さらわれるか、迷い込むかして……囚とらわれているので？　山犬族は、野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうだと都で噂されています。話した印象としては、噂ほど獣けものじみてはいませんが……頭領は毛色からして特異ですしねぇ」

「特異、って……」

　嫌いやな言い回しをする行商人に、表情を曇らせる。

　花楓は、初めて目にした時から蒼月の毛色を美しいとばかり感じていた。山犬族の中でも一ひと際きわ立派な尻しつ尾ぽと耳は、威い風ふう堂どう々どうとして見事だ。

　花楓が表情を曇らせた理由を、自分たちの言葉に同意するものだと受け取ったようだ。行商人は、菖蒲と胡桃をチラチラ見ながら言葉を続ける。

「狐きつね族の村で、山犬族から嫁いできたという女性から聞きましたが……頭領の毛色は、かつて海を渡わたってやって来た祖先の狼おおかみ族のものらしいですな。先祖返りした山犬族は、異質な毛色と瞳ひとみの色を持って生まれる。先祖の力が強すぎるせいで、敢あえて純人を娶めとるとか……。古いにしえの力を持つ蒼あおい瞳の山犬族は、完全に獣の姿に変わることができるという噂は、事実ですか？」

「それは……知りません」

　初めて聞くことばかりで、戸と惑まどった。

　海を渡ってやって来た、狼族？

　確かに蒼月は、山犬族の中でも際立って大きな耳と立派な尻尾を持っている。毛の色も瞳の色も、蒼月だけ皆みなと異なる。

　言葉を失う花楓に、行商人は潜めた声で続ける。

「何かのきっかけで祖先の姿、狼に変へん化げすると……人の理性を失い、凶暴な獣そのものとなり、純人も混合種も無差別に喰い殺すそうです。伝え聞いたところによると、純人の心の臓を喰うまで理性を取り戻もどせないとか。恐おそろしい話です」

「噂……でしょう？」

　突とつ飛ぴもない話を信じることができなくて、小さく言い返す。

　完全な獣に先祖返りする……なんて、混合種を初めて目にした純人の子供が言いそうなことだ。

　凶暴な獣となり誰だれ彼かれ構わず喰い殺す蒼月など、想像もつかない。

「逃にがして差し上げましょうか」

「…………」

　唐突な提案に驚おどろいた花楓は、目を瞠みはって行商人を見た。

　花楓の興味を引くことができたと思ったらしく、行商人はますます声を低くして続きを口にする。

「ここを出る時に、荷に隠れればよろしい。純人の村までお送りしましょう。その際に、協力していただきたいことがありまして……」

「花楓様ぁ！」

　行商人が語ろうとした言葉を、花楓を呼ぶ元気のいい胡桃の声が搔かき消した。

　行商人は、慌あわてた様子で口を噤つぐむ。

「候補が二つに絞しぼられました。どちらがいいか、決めていただけますか？」

「あっ、うん。すぐ行く」

　立ち上がり、荷の陰かげから顔を覗のぞかせて答えた花楓は、行商人に告げる。

「今の話は、聞かなかったことにします。攫われたわけでも、囚われているわけでもありませんから」

　逃がしてもらう必要はないと伝えて、菖蒲と胡桃に駆かけ寄った。

　花楓と行商人のやり取りなど知る由よしもない菖蒲と胡桃は、それぞれ選んだ反たん物ものを手にして花楓の肩に当てる。

「顔映りがいいのは、こちらでしょう」

「この小花も素す敵てきですわ。……花楓様は、どちらがお好みですか？」

　楽しそうな二人は、行商人の語った蒼月についての噂うわさを知っているのだろうか。

　チラリと頭に過よぎった疑問を、首を横に振ふって追い払はらう。

　行商人から聞かされたことを、鵜う吞のみにしてはいけない。

　花楓は、この郷で二ふた月つき近く山犬族と生活している。ふらりとやって来た行商人よりも、彼らのことを知っているのだ。

　……そう思うのと同じくして、本当に知っているのか？　という疑念が湧わく。

「花楓様？　どうかしました？」

「御お顔かお色いろが、よくないのでは？」

　花楓がなにも答えずぼんやりと突つっ立っているせいか、菖蒲と胡桃が心配そうに顔を覗き込んでくる。

　ハッとした花楓は、慌てて笑え顔がおを繕って口を開いた。

「どっちも綺麗だから、迷うなぁ……ってぼんやりしてた。どっちでもいいよ」

　左右の肩かたに当てられている反物を見下ろして、どちらでもいいと答えた花楓に、菖蒲と胡桃は困ったように顔を見合わせた。

「あら、それでは蒼月様にお伺うかがいします？」

「蒼月様なら、迷うなら両方でいいのではと仰おつしやいそう」

「それもそうね。……そうしましょうか」

　うなずいて笑う二人に、花楓は焦あせった。そんなつもりではなかったのに、とんでもなく贅ぜい沢たくなことになってしまう。

「ちょっと待って。両方ともなんて、無む駄だな」

　制止しようとする花楓をよそに、菖蒲と胡桃は行商人へ「これとこれを」と反物を示す。

　行商人は、ほくほくとした顔で「さすが、お目が高い。どちらも極ごく上じよう品ですよ」と話を決めてしまった。

　花楓の意見など、最初から必要がなかったのではないかと途と方ほうに暮れる。

「……奥方様。決心されましたら、お声をかけてください。夕刻まではこちらにいますので」

　斜ななめ後ろから潜めた声で話しかけられて、表情を引き締しめた。

　この郷さとから逃げ出すことなど、一度も考えたことはなかった。もともと、橋を修復してもらったことの見返りとしての婚こん姻いんだったのだから、花楓が山犬族の郷を出ることは裏切り行こう為いでしかないし、村に逃げ帰るなどできるわけがない。

　それを知らないから、行商人は親切心で逃がそうとしてくれている……本当に、そうなのだろうか？

　なにか、他ほかに思おも惑わくがあるのでは？

　広間に広げられた品物を見回しても、行商人たちの様子を見ても、特に変わったところはないと思うが……。

　疑い出すと、なにもかもが怪あやしく見える。

「花楓様。蒼月様に見ていただきましょう」

「きっと、似合うとお喜びになりますわ」

　反物を抱かかえた菖蒲と胡桃に急せかされて、蒼月のいる部屋へと向かう。

　チラリと振り向くと、花楓に『山犬族の頭領の噂』を語った行商人と目が合った。

　深々と頭を下げられて、顔を背そむける。

　行商人の語ることを、すべて信じてはいけない。

　けれど確かに、抱いだき続けていた疑問はある。

　純人の花楓が頭領の蒼月に嫁よめ入いりすることに、反感を持つ民たみは誰だれもいなかったのだろうか。

　婚礼の儀ぎを取り仕切った神官の口くち振ぶりでは、『頭領の花嫁』が『純人』の花楓であることが重要であるかのような言い方だった。

　花楓たちにとって山犬族は、畏い怖ふの対象だった。でも、山犬族たちにとっての花楓たち純人も、正体不明の存在だったに違ちがいない。

　それでも、『純人』を娶らなければならない理由が、あったのでは……？

　行商人が語ったように、いざという時に『心の臓を喰らうため』？　と思い浮うかび、背筋をぞくりと悪お寒かんが走る。

　よく考えれば花楓が『花嫁』としてやって来た経けい緯いも、皆に歓かん迎げいされることも、不思議だ。

　蒼月が、早々に頭領の座を弟の黒炎に譲ゆずろうとしている理由も、ハッキリとしたことは聞けていない。

　蒼月や菖蒲や胡桃、山犬族を信じたいという思いと行商人に聞かされた話が頭の中でごちゃごちゃに縺もつれ合い、混乱するばかりだった。







《八》







　眠ねむれない。

　そろりと寝ね返がえりを打った花楓の目に、窓の薄うす紙がみを通して差し込む月の光が映る。

　やけに明るいな……と思い、寝しん具ぐから這はい出ると少しだけ窓を開けて夜空を見上げた。

「満月だ」

　雲一つない夜空に、丸い月がぽっかりと浮かんでいる。婚礼の儀の夜を思い出す、見事な月夜だ。

　寝具を振り向くと、上うわ掛がけの端はしから蒼月の尻しつ尾ぽがはみ出ているのが見えた。

　ふっと、無意識に笑みを浮かべてしまう。

「……手とか脚あしじゃないから、寒くないのかな」

　ふさふさの毛に覆おおわれた尻尾は、寒さを感じないのだろうか。尻尾を持たない花楓には、想像するしかない。

「ふぅ……」

　窓の隙すき間まから入る風が、少し冷たい。間もなく秋が終わり、厳しい冬がやってくる。

　山犬族の郷は雪に覆われると話に聞いただけで、花楓はまだ実際に体験していない。そのせいで、菖蒲や胡桃が冬ふゆ支じ度たくに追われていても「大おお袈げ裟さだ」と苦く笑しようして、「花楓様はのんびりしすぎです」と怒おこられることになるのだろう。

　厄やつ介かいな雪が降る季節の前に山さん岳がく地帯を抜ぬけたい、少しでも早く次の村に向かいたいからと、行商人一行は日が暮れる直前に郷を発たった。

　朝まで待ったほうがいいのではと、もう一いつ泊ぱくするよう勧すすめた蒼月に、彼らは山中での野営には慣れていると断って足早に出発した。

　行商人が立ち去ったことに、ホッとしたことは秘密だ。

　彼らは、花楓が山犬族の郷から逃にげ出すことを望んでいると思い込んでいたようだが、花楓の望みはそうではない。

　隠かくれるようにして蒼月の陰かげに立って見送った花楓の姿に、行商人はここから出る意思がないと受け取ったはずだ。

「……あれ？」

　窓を閉めようとした花楓は、視界の端で黒い影かげが動いたような気がして手を止めた。

　山犬族に比べれば、花楓は夜目が利きかない。ただ今夜は、皓こう々こうとした月明かりのおかげで視界が確保できる。

「やっぱり……」

　通りを歩くのは、人影だ。二人……三人。

　夜の散歩か、夜行性動物に畑を荒あらされないよう見張りをしているのだろう……と思い、心の中で「お疲つかれ様」と労ねぎらって窓を閉めた。

　寝具に戻もどろうとしたところで、先ほど目にした人影に違い和わ感かんを覚えた気がして、動きを止める。

　なんだろう？　月明かりのおかげで、くっきりとした影が地面に伸のびていて……？

「ぁ」

　ようやく違和感の正体に気づいた花楓は、咄とつ嗟さに右手で口元を覆い、零こぼれそうになった声を防いだ。

　黒い影に、見慣れた耳や尻尾が……なかった。つまり、先ほどの影の主は山犬族ではなく純人だ。

　この郷にいる純人は、今は花楓だけのはず。では、あれは誰だ？

　ドクドクと、心臓が嫌いやなふうに鼓こ動どうを速めている。

　胸むな騒さわぎが治まらなくてジッとしていられなくなった花楓は、気配と足音を殺して寝室を抜け出す。

　蒼月を起こさないように、そっと下した履ばきに足を入れて庭に出た。その途と端たん、夜風が吹ふき抜けて小さく肩かたを震ふるわせる。

　薄い寝間着のままだ。上着を羽織って出てくるべきだったと思ったが、取りに戻る時間がもったいない。グズグズしていると、人影を見失う。

「……あっちだ」

　通りの、右手に消えた……と庭を抜けて飛び出した瞬しゆん間かん、なにかにぶつかった。

　体当たりしてしまったものの正体を確かめようと顔を上げた瞬間、肩を摑つかまれる。

「……あ！」

「ぁ、あー……あんたか」

　相手も、突とつ然ぜん飛び出して来た花楓に驚おどろいたのだろう。月明かりの下で顔を合わせた花楓に、ホッとした様子で表情を緩ゆるめる。

　花楓は、緊きん張ちようを解くことなく目の前の男を見み据すえた。

「どうして……ここに」

　行商人の男の一人だ。こうして夜に遭そう遇ぐうしたのが昨夜なら、さほど不自然だと感じなかったのに……。

「なにか、ありましたか？」

　郷さとを発つ彼らを日暮れ前に吊つり橋のところで見送ったのだから、順調な道程なら今いま頃ごろ山を一つ越こえているはずだ。

　野生動物に襲おそわれて逃げ込んだのか、不ふ慮りよの事故でもあったのかと心配になって尋たずねた直後、もう一人の男が合流する。

「おい、なにしてる。とっととずらかる……あっ」

　仲間の身体からだの陰になっていて、花楓の姿が見えなかったのだろう。不ふ審しんそうに話しかけながら近づいてきて、花楓の存在に気づいたと同時に言葉を切った。

　その男が、腕うでに抱かかえているのは……。

「なに、しているんですか。その子をどうする気で？」

　灰色の毛並み、耳の先と尻尾の先だけ白い毛が飾かざり……寝ぼけ眼まなこで、不思議そうにきょろきょろと周りを見ている。

「あー……かえれっ」

　花楓と目が合い、嬉うれしそうに笑いながら手を伸ばしてきた。

　花楓の名前を、きちんと発音できなくて……何度教えても、「かえれ」になる。共に遊んだ愛らしい子供のことは、まだ記き憶おくに新しい。

「蘇芳。おいで」

　硬かたい声で名前を呼びながら花楓が手を差し伸べると、抱だかれている男の腕から身を乗り出してくる。

「あっ、おい……」

「騒さわぐなっ。大声で泣かれたら厄介だ」

　身を乗り出す蘇芳を抱き留めて、ギュッと胸に抱いた。花楓に抱かれた蘇芳は、キャッキャッと機き嫌げんよく笑っている。怪け我がはなさそうだ。

「よかった」

　笑う蘇芳に唇くちびるを綻ほころばせた花楓は、行商人の男二人を睨にらみつけた。

　深夜に、人目を忍しのんで子供を連れ出そうとしている……なんて、どう好意的に考えても正当な理由などあり得ない。

「この子を、どうするつもりだったんですか？　なにが目的で、連れ出そうと……？」

　問い詰つめながら、ジリッと半歩足を引く。

　蘇芳を抱いているから、さほど速くは走れない。でも、庭に駆かけ込んで大声を出せば、必ず近この衛え兵か屋や敷しきに常じよう駐ちゆうする誰だれかが駆けつけてくる。

　花楓とのあいだに微び妙みような距きよ離りを保ったまま、行商人の男が口を開いた。

「混血の進んでいない山犬族は、希少種だ。幼子は、愛あい玩がん動物として人気が高い。特に、変わった毛色の子供は高値で売れる」

　子供を攫さらって、売り物にしようとしている……？

　自分たちが悪事を働いていると思わないのか、あまりにも堂々とした言い分にカッと頭に血が上った。

　怒いかりのあまり絶句している花楓に、気味の悪い笑え顔がおを張りつけて言葉を続ける。

「なぁ……いいところで逢あったと思わないか。あんたも、山犬族が追ってこられない安全なところまで逃がしてやる。分け前もやるから、あと二、三人赤子を連れ出せないか？」

「……じゃ、……い」

　怒りのあまり、うまく言葉が出ない。蘇芳を抱く手に、グッと力が入る。

　花楓の纏まとう空気が異様なことを感じ取ったのか、機嫌よく笑っていた蘇芳は笑みを消して「かえれ？」と不思議そうに名を呼び、小さな手のひらで花楓の頰ほおに触ふれてきた。

　蘇芳を不安にさせてはいけないと思うのに、どんどん頰が強こわ張ばるのを止められない。

「ああ？　そうだ。頭領の子はいないのか。あの毛色の子は、好こう事ず家かに特に高く売れるぞ。成金は、伝承など気にしない愚おろか者ばかりだ」

　先祖返りした山犬族の頭領は恐おそろしい……と、花楓に語った口と同じものが、利己の為ために畏おそれを捨てようとしている。愚かなのは、この男たちだ。

　とうとう我が慢まんの限界に達して、憤いきどおりのあまり震える唇を開いた。

「冗じよう談だんじゃない。誰が協力などするものか。この子は、絶対に渡わたさないからな」

　蘇芳を抱いたまま、ジリジリと後退する。叫さけんでやろうと息を吸い込んだと同時に、頭に布を被かぶせられた。

「チッ、騒ぐなよ。面めん倒どうだから、このまま連れて行くか」

「頭領の伴はん侶りよだぞ。取り返しに追ってくるんじゃないか？　抱えるにも大きくて、邪じや魔まだ。その子さえいればいいだろう」

　花楓を押さえつけて会話を交かわす男たちの声を聞きながら、逃のがれようと暴れる。

　蘇芳だけは、絶対に護まもらなければならない。攫われてたまるものかと、小さな身体を抱く手に力を込める。

「この……っ、放せ！　誰か……ッ、ぐ」

「喚わめくなっ」

　視界が覆おおわれているせいで、思うように動けない。頭に被せられていた布が取り払はらわれると同時に口を覆われて、蘇芳を取り上げられた。

「ん……んんっ、ぅー！」

　蘇芳に向かって両手を差し出すと、その手の甲こうに鋭するどい痛みが走る。

　目の前に突つきつけられた、月明かりを弾はじく光は……刃は物ものだ。凶きよう器きまで用意して、子を攫うためだけに夜の闇やみに乗じて戻ってきたに違ちがいない。

　彼らにとって一番の計算外は、満月の月明かりが闇を払っていたことか。

　まさか、蘇芳の母……菖蒲の姉に危害を加えてこの子を連れ出したのではないかと、胸が不安でいっぱいになる。

　動きを止めた花楓が怯ひるんだと思ったらしく、チラチラと横目で見ながら男たちが言葉を交わした。

「仕方ない。とりあえず、一人でもいいだろう」

「コイツは、刺さして川にでも投げ落とすか」

　花楓の腕を摑み、喉のど元もとに刃物を突きつけてくる。身体を捩よじると刃物が皮ひ膚ふを裂さいたらしく、ピリッとした痛みが走った。

　血の流れる感かん触しよくに眉まゆを顰ひそめた直後、冷たい空気が動いた。

　視界の端はしをなにかが横切り、花楓の目の前にいた男が尻しりもちをつく。

「な……っ、にが」

「ぅ……わぁっっ！」

　蘇芳を抱いていた男が悲鳴を上げ、花楓は慌あわててそちらに目を向けた。

　地に這はい蹲つくばった男と、そのすぐ脇わきで泣いている蘇芳が視界に入る。慌てて駆け寄り、小さな身体を抱き上げた。

「大だい丈じよう夫ぶっ？　どこか、痛いところは？」

「ぅえっ……ぇえーん」

　泣くばかりの蘇芳の身体を、月明かりの下で検分する。見てわかる怪我はなさそうで、ホッと肩かたの力を抜ぬいた。

「花楓様っ！」

「……菖蒲、胡桃。蘇芳をお願い！」

　駆けつけてきた菖蒲と胡桃に、抱いていた蘇芳を託たくす。

　これで、蘇芳の無事は確保できた。

　だから、あとは……目の前にいる、白い毛に覆われた大きな獣けものに意識を集中させることができる。

「なんだっ。山犬……」

「こんなにでっかい犬が、いるもんか！　狼おおかみだっ」

　花楓たちと、行商人の男たちのあいだに立ち塞ふさがった獣は……満月の明かりを浴びて、白く発光しているみたいだった。

　白というよりも、銀の輝かがやきだ。

　長い毛に覆われた身体と、大きな三角形の耳……たっぷりの毛に包まれた尻しつ尾ぽは、幾いく度どとなく花楓が触れたものに違いない。

「蒼、月……？」

　花楓の呼びかけに振ふり向くこともなく、行商人の男たちに跳とびかかる。

　明確に目的を定め、唸うなり声一つ上げないことが普ふ通つうの獣ではない証あかしのようで、禍まが々まがしい美しさから目を逸そらすことができない。

「ギャア！　助けてくれっ」

「ひぃっ……」

　腰こしが抜けて動くことができないのか、男たちは無様に地面を這って逃にげようとして……背中を獣の前まえ脚あしで押さえつけられて、動きを制された。

　刃物を持っていたところで、何の役にも立たない。荘そう厳ごんな王のような獣に対して、非力な純人という……あまりにも一方的な力関係だ。

　挑いどもうとすること自体が過あやまちだったと、男たちは今いま更さらながら後こう悔かいしているに違いない。

　月明かりの下、剝むき出しになった巨きよ大だいな牙きばが覗のぞく。あの牙で嚙かみつかれれば絶望しか残らず、逃れる気力さえ殺そがれるだろう。

「あ……っ」

　見み惚とれている場合ではない。ぼんやりしていては、ダメだ！

　我われに返った花楓は、慌てて彼らのところへ駆け寄って、咄とつ嗟さに行商人と獣のあいだに手を差し入れた。

「ッ！」

　腕うでに感じたのは、痛みというよりも……火にくべて、赤みを帯びた鉄の棒を突き刺されたかのような、熱だった。

　きっと、力いっぱい喰くいつかれていたら花楓の腕の骨は砕くだけていただろう。

　ただ、押さえつけた男の首筋に牙を立てるはずだった獣は、目的とは異なるものに嚙みついたことを瞬しゆん時じに悟さとったようだ。

　驚おどろいたようにパッと口を離はなして、顔を引く。口周りに付着している花楓の血を舌で拭ぬぐい、動きを止めた。

「ひっ、に……逃げろっ」

「ぁああああ」

　獣の襲しゆう撃げきから逃れられたことを知った男たちは、おぼつかない足取りで駆かけ出そうとした。ところが、数歩行かないうちに足がもつれて転び、すぐさま周りを囲んでいた近この衛え兵に捕とらえられている。

　大勢の人がもみ合う気配と怒ど声せいは、耳に届いていたけれど……花楓の目に映り、頭を占しめるのは、目の前で立ち竦すくむ銀の毛に覆われた獣のみだった。

　蒼あおい瞳ひとみが、ジッと花楓を見み詰つめている。

「蒼月。あんなヤツを咬かんじゃダメだ。牙にかける価値もない」

　この、美しい獣に喰い殺されるほどの価値もない下げ衆すだ。

　花楓の声が、大きな三角形の耳に届いているのかどうかはわからない。聞こえていても、その意味を理解しているのかどうかも不明だ。

　先祖返りして狼に変へん化げすると、人の理性を失い、凶きよう暴ぼうな獣そのものとなって純人も混合種も無差別に喰い殺す。

　純人の心の臓を喰うまで、理性を取り戻もどせない。

　行商人の男が語った言葉が事実なら、今の蒼月に『花楓』は理解できていないのかもしれない。

　ただ、美しい獣は真っ直すぐにこちらを見ている。花楓の腕に嚙みつき、すぐさま牙を抜いたたことも確かだ。

　無差別に襲おそいかかり、喰い殺そうとするような狂きよう気きは感じられない。

「花楓様。お手が……血がっ。すぐに手当てを」

　泣きそうな声で菖蒲が呼びかけてきたけれど、目の前の獣から目を逸らさないまま片手で制する。

「しっ、平気だから……近づかないで」

　今の花楓にとって、最も重要なものは自分ではない。周りの山犬族が固かた唾ずを吞のんで見守っている、銀の毛の獣だ。

　満月の光を全身に浴びた獣は、荘厳で凜り々りしく、今にも泣きそうな哀かなしい眼めで花楓を見ていた。

　一人も動こうとしない。誰だれもが、一言も発することなく獣に注目している。

　時が止まったかのように、静かで……空気が張り詰つめている。

「あ……」

　不意に強い風が吹ふき、ザザザッと木の葉の触ふれ合う音が響ひびいた。それが合図になったかのように、獣が身体からだの向きを変えて走り出す。

「どこに……っ！」

　思わず伸のばした腕を、脇から四本の手に摑つかまれた。

　ハッとして顔を向けると、涙なみだぐんだ菖蒲と胡桃が花楓の手を握にぎっている。

「お願いです。手当てをさせてください」

「せめて、こちらの傷の止血だけでも……」

　牙が食い込んだ肘ひじの下あたりに、グルグルと布を巻きつけられる。

　半べそで手当てをしてくれる菖蒲と胡桃には悪いが、花楓は全然痛いと感じないので、放ほうっておいてくれて構わないのだが……。

「あっ、菖蒲。蘇芳は大丈夫？　お姉さんも……」

　目視では怪け我がはなさそうだとは思ったが、本当に大丈夫なのだろうか。蘇芳の母も、危害を加えられていなかったのかと尋たずねる。

　菖蒲は、涙の溜たまった目で花楓を見詰め返して答えた。

「花楓様のおかげで、蘇芳と姉は、なんともありません。姉は、侵しん入にゆうしてきた賊ぞくになにか薬を嗅かがされて、意識が朦もう朧ろうとなった隙すきに蘇芳を連れ出されたようですが……あちらに」

　菖蒲が視線で指した先には、蘇芳を抱だいて立つ女性の姿がある。

　あの女性が、菖蒲の姉……蘇芳の母だろう。花楓が見ていることに気づいたのか、蘇芳を抱いたまま深く頭を下げる。

「よかった」

　ホッとしてつぶやくと、花楓の手を握る菖蒲の指にギュッと力が込められた。

　目の前の黒い耳が、小刻みに震ふるえている。

「……っでも、花楓様が危険な目に……よくありません」

「なに言ってんの、無事でよかっただろ。おれよりも、蒼月が……」

　蒼月の名前を口にすると、腕の咬み傷よりも胸の奥が鈍にぶく痛む。

　蒼月は、どうなったのだろう。どこに行ってしまったのだろう。

　人としての理性を無くし、純じゆん粋すいな獣となり……山をさ迷う？　と考えただけで、背筋がゾッとする。

「捜さがしに行かなきゃ」

　立ち上がろうとした花楓の前に、黒い影かげが落ちた。ゆっくり顔を上げると、漆しつ黒こくの尻尾が視界に入る。

「黒炎……」

　近衛兵に付き添そわれた黒炎は、唇くちびるを嚙んで花楓を見下ろしている。傷を負っている花楓よりも、彼のほうが痛そうな顔だ。

　口を開きかけ……ギュッと引き結び、言葉を発することを躊躇ためらうように無言で立っていたけれど、大きく息をついて口を開いた。

「花楓。兄上のことを……あなたにお願いしなければならない」

　苦く渋じゆうの表情でそう言い出した黒炎に、花楓は小さくうなずく。勢いよく立ち上がろうとして足元がよろけ、ままならない悔くやしさに唇を嚙む。

「花楓様っ！」

「花楓様、ご無理なさらないで」

「大だい丈じよう夫ぶ。いきなり立とうとしたせい。それだけだから」

　今度は菖蒲と胡桃に支えられて立ち上がると、黒炎と向き合った。

　蒼月は、青あお灰はい色いろの毛に蒼い瞳。

　黒炎は、耳も尻しつ尾ぽも瞳も漆黒。

　異母兄弟ということもあって、あまり共通点のない兄弟だと思っていたが、こうして正面から顔を見ると意志の強そうな目元と口元が似ている。

「黒炎。そんなに苦しそうな顔をしなくても、大丈夫。蒼月に嫁よめ入いりした理由は、わかってる。役目も……きちんと、弁わきまえているから」

　花楓が覚かく悟ごを口にすると、黒炎は怪け訝げんそうな顔で「どういうことです？」と首を傾かしげた。

「兄上は、なにかお伝えしましたか？」

「ううん。蒼月はなにも言ってくれない。行商人から、山犬族の頭領……先祖返りした山犬族のことを聞いたんだ。純人の伴はん侶りよに、どんな意味があるのかも……わかってる」

　花楓がそう言うと、黒炎は大きくため息をついて右手で自分の髪かみを搔かき乱した。

　真っ黒な耳が、ぴくぴくと震えている。

「純人のあいだで、我われら山犬族がどんなふうに語られているか……知らないわけではありません。きっと、花楓の耳に入れられていることと我々の伝えたい事実のあいだには、相当な齟そ齬ごがあります」

「齟齬？　でも、実際に蒼月は完全な獣けものの姿になって」

　花楓の前から、姿を消した。

　瞳に映る花楓の姿を、どこまで認にん識しきできていたのかわからないまま、いなくなってしまった。

　背を向けて、長い尾おをなびかせ走り去っていく美しい獣の姿を思い出すと、胸の奥がギリギリと締しめつけられているかのように苦しくなる。

　距きよ離りを詰めてきた黒炎は、花楓の右みぎ腕うでに巻かれている布をそっと撫なでて嘆たん息そくした。

「きちんと話していなかった理由は、俺には推測するしかありませんが……どんな場面でも理性を保つ自信があったのだとしたら、兄上の傲おごりです。あなたを傷つけられて、冷静でいられるわけがないのに……」

「どういう、こと？　おれの知らない事実があるのなら、きちんと話してほしい」

　蒼月に教えてもらえなかったことは、いくつもある。

　本当は、蒼月自身の口から聞かせてほしかったけれど、今はそんな我わが儘ままを言っている場合ではない。

　花楓の懇こん願がんに、黒炎は大きくうなずいて屋や敷しきに入るよう促うながす。

「ここでは差し障さわりがありますから、あちらで……落ち着いて、お話ししましょう。その上で、兄上を迎むかえに行くか……これまで通り、兄上の伴侶の座に留とどまっていただけるのか、決めてください。我々も、花楓の決定に従います」

　両りよう隣どなりに立つ菖蒲と胡桃を、交こう互ごに見み遣やる。

　花楓を真っ直ぐに見ている二人は、黒炎の言葉に苦しそうな顔で唇を嚙かんでいる。

　個人的に花楓に言いたいことがあっても、立場的に口を挟はさめないのだろう。

「なにを聞いても、答えは決まってる。山犬族の皆みんなが……蒼月が、受け入れてくれるのなら、これまでと同じくここにいさせて欲しい」

　話を聞く前に結論は出ていると語った花楓に、黒炎は一いつ瞬しゆん目を瞠みはって苦く笑しようする。

「あなたは、たおやかで、か弱そうでいて……強い。初めてお逢あいした時にも感じましたが、直接言葉を交かわせば見た目の印象とまるで違ちがっていて驚おどろきます。そうでなければ、単身で賊に立ち向かったり兄上の牙きばの前に自身の腕を差し出したりはできないか」

　クスクスと笑いながら、花楓の先に立って歩く。

　両隣からは、「ですわよねぇ」とか「わたくしたちはとうに存じていますわ」という菖蒲と胡桃のつぶやきが聞こえて、自分の手のひらを見下ろした。

　強いと言われるような姿を、見せた記き憶おくはないのだが。

　首を捻ひねって、小さく息をつく。満月を見上げた花楓は、ここにいない蒼月の姿を月に描えがいて奥歯を嚙んだ。

　どこに行ったのか知らないが、必ず見つけ出して……元の姿に戻もどそうと決意する。

　それが自分の存在意義であり、花楓自身の望みでもあるのだ。







《九》







　夜が明けるのを待ちかねて、山犬族の郷さとを出た。

　白んだ空の下、ゆらゆら揺ゆれる長い吊つり橋を慎しん重ちように渡わたり、山道を歩く。

　村から、山犬族の青年に……蒼月に背負われてこの道を歩いた時とは、逆の道程だ。

　漠ばく然ぜんとした、『怖こわい』という印象しかなかった山犬族に嫁入りを決意してこの道を辿たどった日は、不安でいっぱいだった。

　一人で歩く今も、不安がないわけではない。

　でも、あの時とは違って花楓には明確な目的がある。使命感に似た思いのほうが強いせいで、足の運びは軽い。

「もう少し……村よりも、山犬族の郷からのほうが近いんだな」

　秋の収しゆう穫かく祭の後、花楓の生まれ育った村と山犬族の郷とのあいだでは物ぶつ々ぶつ交こう換かんの神事が行われる。

　花楓は、正式に参加しないまま山犬族の郷に嫁とついだ。でも、幼い頃ころに大人たちにコッソリとついていこうとしたことがある。

　途と中ちゆうで迷子になり、祭事場の覗のぞき見という当初の目的は果たせなかったのだが……。

「はぁ……、は……っ、まだかな」

　息が上がる。額に滲にじんだ汗あせが頰ほおまで伝い落ちて、手の甲こうで拭ぬぐった。

　黒炎に教えられた目印に従い、いくつか分ぶん岐き点を過ぎ……間違えていたらどうしようという不安がこみ上げてきた頃になって、不意に目の前が拓ひらけた。

「ここ……だ」

　祭事場の少し手前にある。広場だ。

　この周辺では様々な木の実や果実、山菜に茸きのこまで収穫できるということで、山犬族が狩かりの際に野営する場所になっていると聞いた。

「蒼月……は？」

　蒼月がいるのなら、きっとここだとなんの根こん拠きよもなく思っていた。でも、銀色の毛に覆おおわれた獣の姿はない。

　落らく胆たんした花楓は、少し休きゆう憩けいしようと広場の隅すみに腰こしを下ろす。

「……疲つかれた」

　肩かたに結びつけていた風ふ呂ろ敷しきを下ろすと、落ち葉を敷しき布ぶ団とん代わりにして、仰あお向むけに転がった。目を閉じれば、かさかさと葉がこすれる音が聞こえる。風が心ここ地ちいい。

　ほとんど眠ねむっていないせいで、眠気が……とあくびをしたところで、自然界のものにしては異質な音が耳に入った。

　ガサガサ……落ち葉を踏ふみ、低木の枝を折りながら近づいてくる音だ。

「蒼月っ！」

　がばっと勢いよく上体を起こして、音が聞こえたほうに目を凝こらす。祈いのるような心情で待っているのに、銀色の獣は姿を現さない。

「そこにいるってわかるよ。なのになんで、出てきてくれないんだよ？　おれ……蒼月を迎えに来たんだ。一いつ緒しよに郷に帰ろう」

　姿の見えない蒼月に向かって、懸けん命めいに話しかける。

　間違いなく、すぐ傍そばにいる。そう確信できるのに……蒼月は出てきてくれない。

「……おれ、蒼月の為ために心の臓を捧ささげに来たんだ。蒼月が喰くいついてくれないのなら、自分で刃やいばを突つき立てる」

　風呂敷を開いて、刃の部分に布を巻きつけてある短刀を取り出した。ゆっくりと布を解き、着物の襟えりを摑つかんで左右に開く。

「新しん鮮せんなうちに食べてね」

　目を閉じて、深く息を吸い込み……剝むき出しになった素す肌はだに刃は物ものを突き立てようとした瞬間、ザザッと空気が動いた。

　両手で握にぎっていた刃物がどこかに弾はじき飛ばされて、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

「……やっと出てきてくれた。蒼月」

　目の前に立つ獣に両手を伸のばして、その首にギュッと抱だき着いた。

　頰をくすぐる毛の感かん触しよくと、抱きついた身体からだから伝わってくるぬくもりにホッとする。

「蒼月。おれは、大だい丈じよう夫ぶだよ。腕うでの傷は痛くないし……蒼月は悪くない。おれの言葉がわからないふりをしていたけど、わかってるんだよね？　黒炎に聞いた」

　黒炎から聞いたのだと言えば、蒼月はふいっと顔を背そむけた。それこそが、花楓の言葉を理解している証しよう拠こだ。

「おれの血を舐なめたところで、理性は取り戻しているんだよね。本当は、普ふ段だんの姿に戻ることもできるはず……って」

　純人である花楓の血を舐めたことで、失いかけた理性を取り戻しているはずだと聞いた。それは純人であれば誰だれでもいいのではなく、蒼月が心から思いを寄せる伴はん侶りよであることが重要なのだと。

　心の臓を捧げるというのは誇こ張ちようされた噂うわさであり、血の一いつ滴てきでも蒼月の理性を呼び戻すことは可能だったらしい。

「蒼月、話をしたい」

　お願いだから……と、蒼月の頭を抱き寄せて黒々とした鼻先に口づける。もう一度、と唇くちびるを寄せた直後、ぺろりと鼻先を舐められる。　>>>♥

「くすぐった……」

　クスリと笑って目を開けると、そこにいるのは銀の毛に覆われた獣けものではなかった。

　三角形の耳と、尻しつ尾ぽは先ほどまでと同じだが……花楓を見み詰つめる蒼あおい瞳ひとみは、獣のものではない。

「……芝しば居いか」

　少し離はなれたところに落ちている刃物を横目で見ながら、低い声でつぶやく。苦い顔の蒼月に、首を竦すくめた。

「ごめん。黒炎が、ああしたら蒼月は姿を現すだろう……って」

「黒炎の入れ知ぢ恵えか。……チッ」

　苦々しそうに舌打ちをした蒼月に、花楓は風呂敷を指差した。獣の状態で姿を消した蒼月のため、着物を持ってきたのだ。

「用意のいいことだ」

　花楓から逃にげ隠かくれすることは諦あきらめたらしく、蒼月は上着と洋袴を身に着けて花楓の隣となりに腰を下ろした。

　シン……と沈ちん黙もくが広がる。

　出てきてくれと懇こん願がんしたのは花楓なのに、いざとなればなにから話せばいいのかわからない。

「……痛むか」

　右手を取られて、肘ひじから手首にかけて巻きつけられている白い布を指先で撫なでられる。

　蒼い瞳が潤うるみ、今にも泣きそうな顔をしているから、花楓は勢いよく首を左右に振ふった。

「全然っ。針で指を差した時のほうが痛かった！」

「ふ……噓うそつきめ」

　かすかな笑えみを滲ませた蒼月は、花楓の腕に唇を押しつける。大きな耳が小刻みに震ふるえていて、そっとその耳を撫でた。

「おれは、本当に蒼月に喰われてもよかったんだ。蒼月を取り戻もどすのに実際に心の臓が必要なら、捧げるつもりだった。蒼月は、山犬族に必要な存在で……おれは、そのために嫁よめ入いりしたんだと思ってたから」

　上手うまく伝わるかどうかわからないけれど、精いっぱいの思いを込めてぽつぽつと口にする。そうして語る花楓の言葉を、蒼月は小さく耳を震わせながら聞いていた。

　楓が言い終えると同時に、顔を上げて鋭するどい目で睨にらみつけてきた。

「おまえを犠ぎ牲せいとして、俺が喜ぶと思うのか。我われを忘れて、この牙きばで花楓を傷つけて……それだけでも、俺は自分を許せない」

　苦しそうに言葉を終えると、両腕で花楓を抱き寄せる。

　蒼月の腕の中は、これまでと変わらずあたたかくて……胸むな元もとからトクトク聞こえてくる鼓こ動どうに、なによりも安あん堵どする。

「だって、蒼月に嫁入りするのがどうして『純人』のおれだったのか、ずっとわからなかった。選ばれる理由なんてないんだから、心の臓が必要となった時の為……って言われたら、納なつ得とくできる」

　それなら、蒼月が性別など問題ないと言い切ったことも、山犬族の皆みなが歓かん迎げいしてくれたことにも説明がつく。

　本当の意味の『花嫁』ではなく、獣じゆう化かする可能性のある頭領を取り戻すのに必要となる、『贄にえ』なのだとしたら……。

「俺は、最初から『花楓』だから選んだと言ったはずだ。確かに、先祖返りした俺の血は厄やつ介かいだ。同族はもとより、純人とのあいだであっても自身の子を成すつもりはないから、花楓が俺と同じ性であっても問題ない……むしろ、そのことが幸いだとは思ったが」

　そこで言葉を切り、花楓と視線を絡からませる。

　蒼い瞳が真っ直すぐに花楓を見み据すえて、

「花楓だからだ」

　と、繰くり返した。

　真しん摯しな瞳は、一いち途ずな思いを伝えてくる。噓だろう……などと、疑うことはできないが、どうして自分なのだという疑問は晴れない。

　花楓の疑念は、顔に出ていたのだろう。蒼月は、クスリと笑って花楓の頭に落ちた赤い葉を指先に挟はさむ。

「ここで、こうして語っているのに……まだ思い出さないか。おまえの記き憶おくの引き出しは、随ずい分ぶんと重いんだな」

「ここで……？」

　村の近くではなく、これほど深いところまで山に分け入ることはない。あるとすれば、山犬族の郷さとに用があって出向く時か、秋の祭事の際に……。

「あ……れ？」

　記憶の片かた隅すみを、なにかが過よぎった。

　自分の頭を軽く叩たたいた花楓は、目をしばたたかせて周囲を見回す。

　祭事の時季より秋が深く、葉を落としている樹きも多い。

　でも、山の中に出現した広場と……ひらひら舞まい落ちる紅葉もみじの葉は、夢の出来事だったかのような遠い日の記憶と同じで……？

「この紅葉が紅あかく染まれば、花楓を誘さそってここに来るつもりだったんだ。だが今年の秋に限って、この紅葉だけ色づきが遅おそかった」

「おれと、ここに来て……？」

　どうするつもりだったのかと、蒼月を見上げる。

　花楓と視線を絡ませた蒼月は、微び笑しようを浮うかべて花楓の唇をつついた。

「花楓が忘れているようだから、もう一度、正式に申し込むつもりだったに決まっているだろう」

　青あお灰はい色いろの、大きな耳。蒼い瞳。耳と同じ色の、ふさふさした尻尾。

　不思議なほど綺き麗れいな少年の言葉が、ふと耳の奥によみがえる。

「……大人になったら純人を花嫁にするんだ。花楓を選んでいい？」

　蒼月の口から、思い浮かんだものと同じ台詞せりふが語られる。

　今、花楓の目の前にいるのは、大人の蒼月で……でも、あの日の少年と重なって見える。

「返事は？」

「……うん。いいよ」

　あの日、子供だった花楓は、わけもわからずにうなずいた。

　理由は、そうすればこの綺麗な存在とずっと一いつ緒しよにいられるからという単純なものだったけれど、その時点で花楓も蒼月に心を奪うばわれていたとしか思えない。

　花楓の返事に、蒼月は嬉うれしそうな笑みを見せる。

「もう、大人になっただろう？　俺の伴侶として、生しよう涯がい添そい遂とげてくれるか？」

　手を取り、指先に口づけられる。蒼月の瞳には少しだけ不安そうな色が浮かんでいたが、花楓の返事は決まっている。

「はい。……蒼月が、おれでいいのなら」

　うなずいて、蒼月の手を握にぎり返した。

　蒼月は、真っ直ぐに目を合わせた花楓にホッとした様子で肩かたを上下させる。

「花楓がいい。こんなふうに……傷つけたことを、俺は一生許さない。その分、精いっぱい愛して大事にする」

　花楓の腕うでに巻きつけられた布をそろりと撫で、耳を伏ふせて苦しそうな顔でそう口にする。

　しゅんとする蒼月は、花楓自身より痛みを感じているみたいで、「大だい丈じよう夫ぶだから」と頭を抱だき寄せた。

「おれは、牙の食い込んだ痕あとが残ってもいいと思っている。だって、蒼月がおれの血で理性を取り戻した……心からの愛の証しよう拠こみたいなものだ」

「馬ば鹿かなことを言わないでくれ。傷痕は、どんな薬草を使ってでも綺麗に治す」

　痕を残したりするものかと言い張る蒼月は、頑がん是ぜない子供のようで、ひっそりと笑みを浮かべた。

「郷に帰ろう。皆、蒼月を心配している」

「……花楓に咬かみついたことに落ち込み、ふらりと出しゆつ奔ぽんしたなど……威い厳げんが形無しだ」

　苦く笑しようした花楓は、衝しよう動どう的な行動を悔くやんでいるらしい蒼月に向かって、「心配無用だ」と言い切って耳を撫でた。

「えらく自信があるんだな」

「だって、先祖返りした……完全な狼おおかみの姿になった蒼月は、メチャクチャに綺麗だったから。黒炎も、ご先祖はあれほど神こう々ごうしい姿だったのですね……って、うっとりしてた」

　蒼月が山に姿を消した後、花楓と話しながら、完全な獣けものになった兄の姿を思い浮かべて目を輝かがやかせていた黒炎を思い出す。

　蒼月は、疑わしそうに目を細めた。

「恐おそれて、厭いとうのではなく？」

「じゃなくて！　おれも、子供の頃ころに綺麗だって言っただろ。蒼月は昔も今も綺麗だし、獣になっても綺麗だった」

　花楓が蒼月の耳や尻しつ尾ぽを気に入っていることは、疑わないはずだ。

　山犬族の郷に来てからずっと、触ふれたがったり「綺麗だね」と臆おく面めんもなく称しよう賛さんしたり……繰り返し伝えていたのだから。

「花楓が気に入っているのなら、それでいい」

　嬉しそうに笑んで、唇くちびるを触れ合わせてくる。

　側室を持たないと山犬族の皆の前で誓ちかったらしい蒼月の伴はん侶りよは、花楓だけだ。

　この綺麗な存在を独ひとり占じめすることができるなんて、贅ぜい沢たくなことだな……と瞼まぶたを伏せて口づけを受け止める。

　口づけを解いた蒼月が、

「あ、そうだ」

　小さくつぶやいて、不思議な笑えみを滲にじませた。

　楽しそう……いや、少し違ちがう。悪わる巧だくみが成功した、子供のような含ふくみ笑いだ。

「蒼月？」

「山の中で、行商人の野営を見つけたんだ。荷の番をしていた男たちを、たっぷりしっかり脅おどしておいた。二度と、この山に近づく気にならないように……な。ロバには、申し訳ないことをしたが」

　どう、しっかりたっぷり脅したのか……獣姿の蒼月を思い出すと、なんとなく想像がつく。行商人たちは、さぞ恐ろしい思いをしただろう。

「郷で捕とらえた男たちは、どうする？」

　頭領である蒼月の判断を仰あおごうと、昨夜から蔵くらに閉じ込めてある。今は、近この衛え兵が見張っているはずだ。

「そうだな……彼らも、もう我が郷に近づく気にはならないだろう。着の身着のままで、山の洞どう窟くつに追い込んだ男たちと合流させてやるか」

　狼となった蒼月に追われた男たちは、命からがら洞窟に逃にげ込んだらしい。そこに合流させてやるというのは、親切なのか……否いなか。

「花楓に傷をつけたんだ。これでも、温情溢あふれる裁決だろう」

　首筋と……手の甲こう。

　男たちに刃は物ものを突つきつけられた際の切り傷を、指の腹で辿たどられる。花楓は、すっかり忘れていた小さな傷だ。

「郷に戻もどって、皆みなに謝罪だ。頭領が、無責任にも出奔するなど……あってはならない」

「おれも、一緒に謝るよ。道中で、木の実とか果実をお土産みやげに採りながら帰ろう」

　蒼月の手を取り、肩を並べる。

　背に負われるのではなく、こうして共に郷へ続く山道を歩けることが嬉しい。

　この先も、ずっとこうして蒼月と歩けますように……と祈いのりながら、秋の深まる山道を歩いた。




　　　　□　□　□




「頭領！」

「花楓様！」

　蒼月と花楓が吊つり橋を渡わたり切ると、待ち構えていたらしい民たみたちに周りを囲まれた。

　蒼月は、真しん摯しな態度で頭を下げる。

「賊ぞくの侵しん入にゆうを許した挙句、奴やつらを捕らえもせず……自分勝手に出奔して申し訳ない」

　蒼月の謝罪に、周りの山犬族は慌あわてた様子で首を横に振ふった。蒼月より低い位置に頭を……と思ってか、地面に座り込む。

「とんでもございません。頭領が脅したおかげで、容易たやすく捕つかまりました」

「すっかり怯おびえて、我われらの耳や尻尾にまでビクビクする始末。もう、我が郷さとの子供を連れ出そうなどと思わないでしょう」

「どうか、お気に病やまれませんように。頭領のおかげで、我が郷は護まもられたんです」

　説得に納なつ得とくしてか、蒼月がようやく頭を上げると、彼らはホッとした様子で地面についていた膝ひざを浮うかせた。

　下がった近衛兵たちに代わり、女官が蒼月と花楓を取り囲む。

「お二人とも、お疲つかれではないですか？　お食事の用意をいたしましょう」

「湯ゆ浴あみが先でしょうか。湯ゆ殿どのは、すぐに使えるように準備してありますが」

　花楓が答えられずにいると、蒼月の手に肩を抱かれる。

　なにかと思えば……。

「しばし、二人きりにしてくれるか。湯殿を使って……寝しん所じよに籠こもる」

　蒼月の口から、そんなとんでもない宣言が飛び出して、ギョッとした。

　焦あせった花楓は、肩を抱く蒼月の手から抜ぬけ出そうと足を踏ふみ出す。その途と端たん、菖蒲と胡桃に立ち塞ふさがれた。

「花楓様。本当にようございました。お一人で蒼月様をお迎むかえに行くと出て行かれてから、心配で心配で……」

「寝所の用意も、整えてあります。軽食だけ用意いたしますので、お二人でゆっくりなさってください」

　本人が不在のあいだに、準備万ばん端たん整えられている……という状じよう況きように、花楓は言葉を失って立ち竦すくむ。

　蒼月に抱かれた肩かたなど気にならないくらい、恥はずかしさが限界を突き抜けてしまった。

「さすが、菖蒲に胡桃。気が利きくな」

「恐きよう縮しゆくです。では……どうぞ」

　菖蒲と胡桃に促うながされて、割れた人ひと垣がきのあいだを通り抜ける。あまりのことに、顔を上げられない。

　寝所に籠もるというとんでもない宣言をした蒼月は、堂々と足を運んでいる。花楓は顔から火を噴ふきそうなのに、蒼月には恥はじという概がい念ねんがないのではないだろうか。

「では、何か御ご用ようがございましたらお呼びください」

「軽食は戸の外に置いておきますので、お好きな時にどうぞ」

　屋や敷しきの離はなれ、寝所のすぐ外まで見送られて、顔を伏ふせたまま「ありがと」と小さくお礼を口にした。菖蒲と胡桃は、「ごゆっくり」と言い置いて外から扉とびらを閉める。

　途端に、静せい寂じやくに包まれた。

　普ふ段だんと変わらない寝所の、見慣れた寝具だ。

　ここで蒼月と一いつ緒しよにいることも、もう馴な染じんだはずなのに……まるで、初めて足を踏み入れたかのように心臓がドキドキしている。

　さっきまで、山犬族の皆に周りを囲まれて恥ずかしいと思っていたのに、蒼月と二人きりになったらもっと恥ずかしいなんて……どういうことだろう。

「花楓」

「……っ、は、いっ」

　背後から腕うでの中に抱だき寄せられて、ビクリと過か剰じように身体からだを震ふるわせてしまった。声も、みっともなく裏返った気がする。

　蒼月の腕の中は心ここ地ちいいのに……心臓がうるさい。

「急せいて申し訳ないが、湯殿は後にしていいか」

「でも、おれ……土だらけで、髪かみも埃ほこりっぽいし……」

「お互たがい様だ。……待てない」

　抱き寄せられた腕に、ギュッと力を込められる。

　心臓が苦しい。足が震える。でも……この腕を離されたくない。もっと、もっと抱き締しめてほしいと花楓も望んでいる。

「花楓。逃げないのなら、このまま寝具に押し倒たおすぞ」

　花楓の耳のすぐ傍そばで、蒼月の声が脅すように告げてくる。

　耳に触ふれた吐と息いきが熱くて……耳みみ朶たぶに軽く歯を立てられると、膝の力が抜けた。くずおれそうになった身体を蒼月に抱き留められ、完全に身を預ける形になる。

「いいんだな」

「……逃げないのが、答えでいいなら」

　蒼月の腕に手をかけて、小さく口にする。

　花楓も蒼月を求めているのだと、本当はきちんと伝えるべきだとわかっている。でも、蒼月は花楓の逃げを許してくれて……。

「うわっ」

　もう言葉は不要とばかりに抱き上げられ、そっと寝具に身体を下ろされた。背中を預けられることに安あん堵どの息をついた花楓は、両手を伸のばして蒼月の頭を抱き寄せる。

　髪を指で梳すき、耳を撫なでて背中を抱いた。

　心配しなくてもいい。

　蒼月に咬かまれた腕は、こうして背中を抱くことができるから……と、きちんと伝わっただろうか。

「花楓……花楓」

　熱っぽく名前を呼ばれて、背中を抱く手に力を込める。

　蒼月、と返したつもりの花楓の声は、口づけに吸い取られて言葉にならなかった。







《十》







　まだ、太陽が空の天てつ辺ぺんを越こえようかどうかという真っ昼間だ。

　ランプを灯ともす必要などなく、窓の薄うす紙がみ越ごしに陽ひの光が差し込む。着ているものを剝はぎ取られると、身を隠かくす術すべがない。

　蒼月に素す肌はだを触れられるのは初めてではないのに、ジッと見み詰つめられている視線を感じて落ち着かない。

「あの、蒼月」

「なんだ？」

　一糸纏まとわぬ姿になった花楓は、落ち着かない気分で顔を背そむけて蒼月の名前を呼ぶ。

　蒼月は肩に置いた花楓の手を取り、指先に軽く歯を立てて舌を這はわせた。

「ッ……あんまり、見ないでほしいな……と」

　蒼月に触れられるたびに、肌がざわざわする。

　口づけられている指先だけでなく、身体のあちこちに熱の種火が灯り、煽あおられるのを待っているみたいだ。

　吐息も熱っぽくて、軽く触れられただけでこんなふうになるのなら、この先はどうなってしまうのだろうと少し怖こわくなる。

「見てはならない理由は？　なにか不都合があるか」

「……明るい」

　不都合と言うほどのことではないけれど、夜にランプの灯りに肌を照らされるのとは違ちがう。

　短く答えると、蒼月が「ふっ」と笑った気配がした。

「隅すみ々ずみまでよく見えて、いいことだろう」

　花楓にとっての難は、蒼月にとっては都合がいいことのようだ。握にぎられていた手が離されて、スッと首筋を撫で下ろされる。

　いつになく蒼月の手のぬくもりを感じて、花楓はビクッと肩を震わせた。

　蒼月の手の存在感が、いつもより色いろ濃こい。過剰に反応してしまう。

「っ、だから、は……ずかしい、んだ。おれなんか見ても、楽しくないだろっ」

　顔を背けていても、蒼月の視線を感じる。顔がどんどん熱くなり、きっと誤ご魔ま化かしようもなく頰ほおが紅潮している。

　直接触れられてはいない。でも、蒼月に見られると視線に撫でられているみたいで、肌がビリビリする。

「楽しくないなどと、決めつけるな。花楓は美しい。見ているだけで高こう揚ようするが……俺は欲深いから、それでは物足りない」

「ぁ……ッ！」

　胸の真ん中に手のひらを押し当てられ、ビクッと背中を浮うかせた。過剰反応だと思うのに、蒼月の手のひらが熱くて無視できない。

　その手がほんの少し肌の上を移動するだけで、小刻みに身体を震わせてしまう。

「嫌いやがられている気がしないな。なので、勝手に触れさせてもらう」

「あ、っ……ゃ、じゃな……けど、っん」

　蒼月に、触れられることが嫌なのではない。見られることも、嫌というわけではなく……居たたまれないだけだ。

　花楓が心情をうまく伝えられないのをいいことに、蒼月は「勝手に触れる」という宣言通りに両手で花楓の全身に触れる。

「どこに触れると、花楓が甘い吐息を零こぼすのか……よくわかっていいな。肌が、桃もも色いろに染まるのも見える」

「ん、ん……ッあ、ゃ……待っ、て」

「待たない。もう、花楓のすべてを貰もらい受けると決めたからな」

「すべて……を？」

　蒼月の声が、いつになく熱を帯びている。手のひらの熱さも、これまで花楓が知っている体温ではなく、戸と惑まどっていたけれど……。

　薄く目を開いた花楓は、恐おそる恐る蒼月を見上げた。

　花楓を見下ろす蒼月の蒼あおい瞳ひとみの色が潤うるみ、濃くなっているように見える。花楓の反応を見み逃のがすまいとしてか、射い貫ぬくように鋭するどい。

　ふと、かつて蒼月が寂さみし気に零した言葉が頭に浮かぶ。

『花楓が俺と同じ想おもいを抱いだき……俺のことを本当に受け入れてくれたら、すべてを貰い受けよう』

　それは、『いつか』の未来の話だった。花楓が待ちわびていたその『いつか』が、ようやく訪おとずれたのだろうか。

　もう……花楓も、蒼月を望んでもいいということか？

「おれが、触さわってもいい……？」

「……ああ」

　うなずいたのを確かく認にんして、手を伸ばした。手の甲こう、腕……肩かた、と少しずつ触れる場所を移し、銀色の髪を指に絡からませる。

　毛に覆おおわれた耳に触れると、くすぐったそうに目を細めてピクッと震わせた。

「おれの全部、蒼月のだよ。喰くわれてもいいって、本当に思ったんだ」

　純獣姿の蒼月を前にした時でさえ、逃にげ出そうなどと考えなかった。鋭い牙きばの前に腕うでを差し出すのにも躊躇ためらいがなかったのは、巨きよ大だいな獣けものが蒼月だとわかっていたからだ。

　肌に牙が食い込む痛みは、全然感じなかったわけではないが……きっと、花楓より蒼月の心のほうが痛かった。

　嚙かみついた瞬しゆん間かんのことを思い出したのか、花楓の腕に巻きつけられている布を撫でた蒼月が苦しそうに口を開く。

「本気で喰いたいくらい、花楓が愛いとしい。でも、衝しよう動どうに負けて喰ってしまうと二度と触れられないからな。別の方法でいただくことにしよう」

「ン……、あ！」

　膝ひざを摑つかんで左右に割られると、蒼月が顔を伏ふせる。

　本当に喰いつかれたのかと思った。

　熱が集まりかけていた屹きつ立りつに熱い舌が絡みつき、寝しん具ぐの上で勝手に足が跳はね上がる。無意識に逃げかかる腰こしを強い力で摑まれて、蒼月の舌に翻ほん弄ろうされる。

　手を伸ばすと、毛の感かん触しよく……大きな耳が指先に触れた。意図せず指先で耳のつけ根を引っ搔かいたと同時に、蒼月の舌が震ふるえる。

「ぁ、やだ、も……ぅ、また、おれだけ……変に、なる」

　蒼月の耳を摑んで軽く引っ張ると、顔を上げてペロリと舌を出す。ご馳ち走そうを前にした獣のような高こう揚よう感かんが伝わってきて、コクンと喉のどを鳴らした。

「花楓だけではない。これだけでは終わらせないから、安心しろ」

　枕まくら元もとに置かれているランプのあたりに手を伸のばした蒼月が、小こ瓶びんを手に取り、蓋ふたを開けて長い指を浸ひたす。

　瓶から引き上げた指を伝い落ちる液体は細く糸を引いていて、ずいぶんと粘ねん度どが高いことが察せられる。

「クヌギの樹液を煮に詰つめたものだ。甘いぞ」

「ン……」

　蒼月の指が唇くちびるに触ふれ、誘さそわれるように舌を伸ばした。確かに、果実を煮詰めたものとは比べようもないほど甘い。

「それ、ぁ……ッ」

　それをどうするのか、問うまでもなくこの身で用よう途とを知った。

　蒼月の指を伝い落ちたたっぷりの蜜みつは、双そう丘きゆうの狭はざ間まに滴したたり……長い指が、蜜を追いかけるようにして潜もぐり込んでくる。

　まったく身構えていなかったせいで抵てい抗こうする間もなく、気がつけば蒼月の長い指を突つき入れられていた。

「ッ、そ……月」

「花楓は、舌も肌も熱いが……ここが一番だな。甘いのがわかるのか、俺の指に吸いついてくるみたいだ」

「知らな……っ、わかんない、から」

　蒼月の指がそこにあるということは、わかる。でも、勝手にビクビクとなるだけで、花楓が意識してなにかしているというわけではない。

　震える息をついて蒼月を見上げると、蒼い瞳が間近で花楓を見詰めていた。端たん整せいな顔が近づいてきて、唇を重ねられる。

「ぅ……ん、っ、ふっ……ぁ」

　舌に残る甘みの余よ韻いんを、蒼月の舌が拭ぬぐうようにして攫さらっていく。口こう腔こうの粘ねん膜まくを舌先でくすぐり、身体からだの奥に突き入れられた指がゆるゆると抜ぬき差しされた。

　ちゅくちゅくと濡ぬれた音が、どこから聞こえてくるのか……長く続けられているうちに混ざり合い、わからなくなる。

「んっ、ぅん……ッ、も……ぃ、ぃ」

「もう少しだ。まだ、狭せまい。指を、もう一つ……」

「ゃ、ぁ……！　意地、悪……っ、っぁ」

　宥なだめるように口づけながら、蜜を継つぎ足した指を執しつ拗ように抜き差しされる。

　どれくらい時間が過ぎたのか、舌が痺しびれるような濃のう密みつな口づけからようやく解放された花楓は、涙なみだの滲にじむ目で蒼月を見上げた。

「っは、ぁ、……蒼月が、蒼月、も……変になる？」

　目の前が霞かすみ、頭がクラクラする。

　このままでは、また花楓だけが乱されて終わってしまうのではないかと不安になり、蒼月に両手を伸ばした。

「変……か。今でも、花楓の口づけと甘い声に酔よったような気分だ」

「まだ、喰われてない」

「……そうだな。いいか？」

　熱っぽく潤んだ蒼い瞳が、花楓を食い入るように見つめている。真っ直すぐに、花楓だけを目に映して……トクトクと胸の奥で動どう悸きが響ひびく。

　喰われたいと、花楓の心の臓が答えているみたいだ。

「いい、よ。おれは……最初から、蒼月のものだ」

　花楓は、幼い頃ころの邂かい逅こうを憶おぼえていなかった、でも、蒼月に身を捧ささげるつもりでここに来たのだから。

「……花楓」

「ン……ッ！」

　熱い想いを含ふくんだ声で花楓の名を呼んだ蒼月が、指を引き抜いて身体を重ねてきた。

　熱を感じたのは一瞬で、すぐに圧あつ迫ぱく感かんが全身を支配する。鼓こ動どうが乱れ、指先までズキズキと痺れていて……今、自分がなにを感じているのかわからない。五感が、バラバラになったみたいになる。

　不可解な感覚に意識が遠とお退のきかけ、蒼月の声に呼び戻もどされた。

「花楓っ、息を詰めるな。目を開けて……俺を見ろ」

「ぁ……っ、蒼……月」

　瞼まぶたを押し開けて一番に視界に入ったのは、花楓を見詰める蒼月の蒼い瞳。

　蒼月だ、と思った瞬間、遠ざかりそうになっていた身体の感覚が一気に押し寄せてくる。

「ッ……ゃ、怖……い」

「背中に抱きつけ。尻しつ尾ぽを握にぎってもいいから……」

　腕を取って誘ゆう導どうされ、促うながされるまま広い背中に抱きついた。縋すがるものを探して手をさ迷わせた花楓は、指に触れた毛の塊かたまりをギュッと握り締しめる。

　ふわふわ、優やさしい感触で……怖こわいと思っていたのに、途と端たんに不思議なくらい安あん堵どがこみ上げてくる。

　変わって、身体の奥深くから熱の塊のようなものが込み上げてきた。

「ぁ、あっ……ぁ、熱い」

「おまえも熱い。花楓……」

　ギュッと抱だかれて、ゆっくりと身体を揺ゆすり上げられる。　>>>♥

　怖い、熱い、でも……このまま、もっと貪むさぼり尽つくされたい。相反する二つの思いのあいだを、忙せわしなく行ったり来たりしている。

「花楓……花楓」

　艶つやっぽくかすれた蒼月の声で名前を呼ばれるたびに、肌はだがざわついて、鼓動がどんどん速さを増す。

　強く背中に縋りつくと、耳元で泣きそうな声が聞こえてきた。

「おまえがいないと、生きていけない。俺が獣になり、理性を失えば……殺して逃げろ」

　懇こん願がんする蒼月に、首を左右に振ふってギュッと抱き着いた。

　蒼月が、花楓を大事に想おもってくれていることはわかる。

　でも、花楓も蒼月が大事なのだ。

「咬かみついて、血を舐なめたら……おれだってわかるよね。蒼月が獣でも、好きだ。どんな姿でも、傍そばにいるから」

　万が一、獣姿のまま……戻れなくなっても、花楓は蒼月の傍を離はなれない。

　そう誓ちかい、握り締めていた尻尾の毛を撫なでる。

　泣きそうな顔で花楓を見ている蒼月の頭を抱き寄せると、耳を甘あま嚙がみして唇を触れ合わせた。

「蒼月と、ずっと一いつ緒しよにいる」

「花楓……っ」

　息が止まりそうなほど強く抱き締められて、喰くいつくさんばかりの勢いで身体を揺さぶられる。

　頭の中が真っ白になり、もう何も考えられなくなる。

　抱いているのも、抱かれているのも、すべてが『蒼月』だけで……際限なく沸わき上がる熱に焼き尽くされそうだ。

「ぁ、……あっ、蒼……月。なんか、も……ダメ。ゃ、ぁ……あっ」

　悪お寒かんに似ているのに種類の違ちがう熱がゾクゾクと背筋を這はい上がり、ビクンと脚あしが跳はねる。震ふるえる手で蒼月の背中を抱き、変だと訴うつたえた。

　動悸が激しすぎて苦しい。巨きよ大だいな熱の波に、吞のみ込まれて溺おぼれる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。花楓。そのまま……俺にしがみついてろ」

「ッ、ッ……ん！」

　頼たよることができる……縋れるものは蒼月だけだと夢中で広い背中に抱きついて、辛かろうじて摑つかんでいた理性の手た綱づなを手放した。




　　　　□　□　□




　カタカタと、窓を開け閉めする音……？

　瞼を開くと、橙だいだい色いろの光が目に飛び込んできた。ランプの灯あかりにしては、眩まぶしい。

「あ……れ？」

「あっ、花楓様。申し訳ございません。起こしてしまいましたか？」

　薄うす茶ちや色いろの尻尾を揺らして窓のところから花楓に振り向いたのは、胡桃……だ。

　ぼんやりと周りを見回した花楓は、自分がすっかり馴な染じんだ寝しん所じよの、使い慣れた寝具に横たわっているのだと気がついた。

「お水を？」

「う……ん」

　うなずいて、ゆっくりと身体を起こす。駆かけ寄ってきた胡桃が肩かたに寝ね間ま着きをかけてくれて、水を注いだ器うつわを手て渡わたされた。

　カラカラに渇かわいていた喉のどに水を流し込み、大きく息をつく。

「もっと飲まれますか？」

「ん……」

　もう一いつ杯ぱい水を飲み干して、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　胡桃と目が合い、……ハッとする。

「あ……」

　咄とつ嗟さに寝間着の前を搔かき合わせて、コクンと喉を鳴らした。

　胡桃の目に、肌を曝さらしてしまった。花楓が『奥方様』になり得ない性であることに、気づかれた……？

　緊きん張ちようが走り、強く手を握り締める。身体からだを強こわ張ばらせる花楓に気づいていないのか、胡桃は普ふ段だんと変わらない調子で話しかけてきた。

「蒼月様は、黒炎様とお話があるということで、少しだけお出かけになっています。すぐに戻るとおっしゃっていましたので……」

「う、うん。え……っと」

　チラリと胡桃を窺うかがう。どう言い出せばいいか言葉を探していると、戸口から菖蒲の声が聞こえてきた。

「花楓様。目を覚まされましたか？　胡桃が起こしてしまったのでは？」

　菖蒲が両手に抱かかえているのは、花楓の着物のようだ。早足で歩いてくると枕まくら元もとに膝ひざをつき、胡桃を軽く睨にらむ。

「へ、平気、大丈夫。えっと、二人とも……」

　どうする？　白を切るのは……無理があるだろうか。

　花楓が寝具に上体を起こしたまま動きを止めていると、菖蒲が肌はだ着ぎを差し出してきた。

「着き替がえられるなら、お手伝いいたしましょうか」

「いや、いいっ。あの……さ、おれ……」

　菖蒲に身体を向けると、胸むな元もとで合わせていた肌着が左右に開けた。花楓は「ぁ」とつぶやいたきり絶句して、硬こう直ちよくする。

　頭の中では、「どうしようどうしよう」「蒼月」とその二つがグルグルと回っていた。

　恐きよう慌こう状態の花楓をよそに、菖蒲も胡桃もまったく態度を変えない。

「蒼月様が、花楓様にこちらを……と。あと、山に行商人が置いて行った荷を、若い衆が回収に行きました。花楓様は酷ひどい目に遭あったのですから、迷めい惑わく料と治ち療りよう費にしても安いくらいですわ」

　憤いきどおりながら、花楓に肌着を着せかける。胡桃も、「本当ですわ」と眉まゆを顰ひそめて、菖蒲の言葉を継ついだ。

「腕うでの傷に貼はってあるお薬を取り換かえて、布も新しいものにしましょう。蒼月様が、惜おしまず薬草を使うように仰おつしやっていましたから」

「菖蒲、胡桃っ。えーと……自分で着る」

　世話を焼こうとする二人の手を押し止とどめて、上着と洋袴を引き取る。ぐったりしていることで普段は嫌いやがる花楓の世話を焼けると思っていたのか、菖蒲と胡桃は、残念そうにしゅんとして「そうですか」と手を引いた。

　引き取った着物に、無言でごそごそと袖そでを通した。静かな部屋には、花楓が身み支じ度たくをする衣きぬ擦ずれの音だけが響ひびく。

　着物を着込んだことで、少しだけ気分が落ち着いた。寝具を出た花楓は、菖蒲と胡桃に向き直る。

「あの、いろいろとごめん。迷惑かけた……よね」

「違いますわ、花楓様」

　うつむいて謝った花楓の言葉を、胡桃がこれまでになく強い口調で否定する。

　普段は、のんびりのほほんとしている胡桃が、こんなふうにハッキリ口にするのは珍めずらしい。

「胡桃の言う通りですわ。花楓様。わたくしたちは、心配したんです」

　かけられたのは、迷惑ではなく心配だという菖蒲の一言に、ますます項うな垂だれた。

　言葉の選せん択たくを誤った花楓に、胡桃が怒おこるのも当然だ。

「あ……うん。ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げておいて、改めて胡桃と菖蒲を交こう互ごに見み遣やる。二人が花楓を見る眼まな差ざしはは、これまでと何一つ変わっていない。

　でも、だからと言って、花楓は『これまでと同じ』ではいけないだろうと深く息をついて拳こぶしを握にぎった。

「おれ……は、か弱い女の子じゃない……ってわかったよね。騙だましていて、ごめん」

　思い切って口にすると、三回目の「ごめん」を告げる。頭を下げようとした花楓の肩に、菖蒲が手をかけて制止した。

「とうに存じていましたので、お気になさらず」

「わたくしもです。それでも、花楓様が花楓様であることは、変わりありませんわ」

　予想もしていなかった二人の反応に、花楓はぽかんとした顔になっているはずだ。言葉もなく、胡桃と菖蒲のあいだに視線を往復させる。

「でも、だって……仕えるに値あたいしないって、怒らない？　だっておれは、蒼月の『奥方様』じゃなくて……っ」

「酷い言い分だな、花楓。奥方じゃない？」

　焦あせって口にする花楓の言葉を遮さえぎったのは、蒼月の声だった。菖蒲と胡桃が慌あわてた様子で居住まいを正して、窓まど際ぎわに移動する。

「蒼月……」

　顔を上げて名前を口にした花楓に、蒼月は苦く笑しようを浮うかべて近づいてきた。花楓の正面に腰こしを下ろし、行商人の後始末について語る。

「山中に奴やつらが残した荷と、ロバを連れ帰った。花楓は、村で牛やヤギの世話をしていたのだろう？　ロバの世話もできるか」

　その台詞せりふで、花楓にロバの世話を任せようとしてくれているのだと気づき、パッと顔を輝かがやかせる。

「できる。はずです。いえ、きちんとしてみせます」

　村にロバはいなかったので、ロバの世話はしたことがない。でも、牛やヤギと大差はないだろうと、大きくうなずく。

「では、ロバは花楓に任せた。大仕事だが、大だい丈じよう夫ぶか？」

　蒼月の言葉に、花楓は大きく首を上下させた。

　ここで、花楓にもできる仕事がある。それは、本当に山犬族の郷さとに受け入れられたかのようで、何よりの幸せだ。

「は、はい。もちろん、喜んでお受けします」

　花楓は、よほど嬉うれしそうな顔をしていたのだろう。蒼月は苦笑して、唇くちびるに人差し指の腹を押し当ててくる。

「ここに来て、一番いい笑え顔がおだな。ロバに張り合って嫉しつ妬とするのは、馬ば鹿かげていると思うが……複雑だ」

「だって、嬉しい。おれでも、できることがあるのなら……ここにいてもいいんだって、思える」

　蒼月の手を取り、ぽつぽつと口にする。

　蒼月がなにか言いかけるより早く、背後から菖蒲と胡桃の声が飛んできた。

「花楓様っ。水みず臭くさいですわ。わたくしたちも、花楓様がここにいらしてくださることを望んでいますのに」

「そうですわ。花楓様のお傍そばに仕えさせていただくことは、わたくしたちのなによりの幸せですのに」

　憤る二人に、花楓は泣きたいような気分で笑みを浮かべた。

　ここにいてもいいと、言ってくれる。

　いつからか、花楓が女性ではないことを知っていたのに……二人とも、そんな素そ振ぶりはまったく見せなかった。

「ありがと。菖蒲も胡桃も、これからも……傍にいてくれる？」

「もちろんです」

「当然ですわ」

　即そく答とうしてくれた二人に、ホッとして肩かたの力を抜ぬいた。

　二人の手を取ろうと、身体の向きを変えかけて……ガシッと二の腕を握られる。なにかと思えば、不ふ機き嫌げんな顔の蒼月に両肩を摑つかまれた。

「花楓。おまえは、俺の伴はん侶りよであるということを忘れるな。最優先するべきは、ロバの世話ではなく俺の傍にいることだ」

「……蒼月」

　子供が駄だ々だをこねるような言葉に、菖蒲と胡桃が呆あきれているのでは……と心配になったけれど、よくできた二人の女官は、なにも聞いていないような顔でそそくさと立ち上がった。

「お食事の用意をしてきます。蒼月様も、花楓様とご一いつ緒しよにこちらで？　それとも、広間に席を設けましょうか」

「黒炎が昼食を共にしたいと言っていたから、広間だ。花楓も」

　蒼月の言葉に、菖蒲は小さくうなずいて頭を下げた。

「承知いたしました。では、失礼します」

「準備が整いましたら、お呼びしますね」

　蒼月に、次に花楓に向かって頭を下げた二人が部屋を出て行く。

　蒼月と二人きりになり、肩を摑んだままの手にチラリと視線を向けた。

「菖蒲と胡桃が、呆れていたんじゃないかな」

　頭領としての威い厳げんは、どこに行った……と、今いま頃ごろ二人で顔を合わせて笑っているのでは。

　そうつぶやくと、蒼月はふんと鼻を鳴らす。

「花楓に関しては、譲ゆずらん。あの二人も、それは承知のはずだ」

　偉えらそうに胸を張って言えることか……と苦笑した花楓は、「あ」と声を上げて肩にあった蒼月の手を握った。

「菖蒲も胡桃も、おれが男だって知ってたみたい……なんだけど」

「ああ……そうだろうな。花楓がここに来て、月が一ひと巡めぐりする前には察していたはずだ」

「そんなに早くから……」

　改めて二人の言動を思い起こしても、やはり花楓が男であることを察していた素振りは一つも見せなかったと思う。

　わかっていたのに、姉のように花楓を気き遣づかってくれていたのか。

「だから、菖蒲と胡桃のことでそれほど愛いとしそうな顔をするな。今、花楓の目の前にいるのは俺だろう」

　花楓の手を握り返した蒼月は、ムッとした顔でそう言って花楓の肩を抱だき寄せる。

　ロバと菖蒲と胡桃に嫉妬した挙句、拗すねている？

　まさか……と思った直後、蒼月の口から出たのは花楓の『まさか』を決定的にする言葉だった。

「せっかく、名実ともに伴侶となったのだ。もっと、俺を見ろ」

「……蒼月が一番だよ。それに蒼月には、これからずっと……何回も、好きだって言えるし」

　蒼月の背中を撫なでて、クスクスと笑みを浮かべる。

　威い風ふう堂どう々どうとした、頼たのもしく凜り々りしい頭領だと思っていたのに……取り繕つくろう必要がなくなれば、手放しで花楓を甘やかして自身も甘えようとする、こんな人だったのか。

　それを愛しく思ってしまうあたり、花楓も蒼月を笑えないかもしれない。

「今からべたべたしてたら、一年も経たたずに飽あきるんじゃないの？」

　そんな一言は、冗じよう談だんのつもりだったけれど……花楓を抱く蒼月の腕うでに、グッと力が込められて「イテテ」と呻うめく。

「蒼月、苦し」

「飽きたりするものか。花楓を嫁よめに迎むかえ入れるまで、十年も待ったのだ。……花楓は、飽きるのか？」

　顔を上げると、蒼あおい瞳ひとみと視線が絡からんだ。大きな耳は、少しだけ後ろに伏ふせられている。

　口調は強気なのに、眼まな差ざしも耳も不安を表していて……軽口を反省する。

「飽きない。変なこと言って、ごめん。蒼月の心も疑ったりしない。だから……ずっと、傍に置いてくれる？」

　手を上げて、大きな耳をそっと撫でた。

　この耳も、大きな尻しつ尾ぽに対する想おもいも、子供の頃ころに初めて目にした時と変わらない。

　一番に「綺き麗れいだ」と感じ、触ふれたくて堪たまらなくなる。

「当然だ。花楓は、十年前から俺の花嫁なのだからな」

「うん……」

　鼻先を寄せられて、瞼まぶたを伏せる。

　あの、山の中の広場で交かわした会話が耳の奥によみがえる。

　子供の頃の邂かい逅こうは、蒼月に言われるまで忘れていたのに、一度思い出すと次々と湧わいてくるから不思議だ。

『俺はね、大人になったら純人を花嫁にするんだ。花楓を選んでいい？』

『そしたら、蒼月とずっと一緒にいられる？』

　花楓に求きゆう婚こんしたのは蒼月で、ずっと一緒にいられるならと望んだのは花楓だ。

『じゃあ、いいよ』

『約束だ』

　うなずいた花楓に、蒼月は嬉しそうに笑って……『約束の印』だと、口づけた。

　伏せた瞼の裏に、あの時舞まい落ちていたものと同じ赤く色づいた紅葉もみじが見えた気がして……蒼月の背中をそっと抱き返した。
















俺のもふもふが一番だと言え







　昼食後、ため池を点検して屋や敷しきに戻もどった蒼月は、離はなれを覗のぞき……女官二人の姿しか見えないことに眉まゆを顰ひそめた。

「菖蒲。花楓はどうした？」

　数か所あるランプに油を補給している女官に、花楓の行方ゆくえを尋たずねる。

　パッとこちらを振ふり向いた菖蒲は、蒼月の姿を目にして慌あわてて両りよう膝ひざをついた。

「あ、頭領。花楓様は、ロバの小屋にいらっしゃいます」

「……またか」

　予想はついていたが、やはりそこか……と小さく息をつき、「迎むかえに行く」と踵きびすを返した。

　ロバの小屋は、蒼月や花楓が居住している屋敷から少し離れた畑の脇わきにある。馬よりも小こ柄がらだが力があり、芋いもの収しゆう穫かくの際は大いに役立ってくれた。

　ロバの小屋は簡素な造りだが、花楓が藁わらで寝ね床どこを作ったり、常に新しん鮮せんな水を桶おけに用意していたり……かいがいしく世話をしている。

「花楓」

　小屋の前で、ロバの身体からだを布で拭ふいている花楓に声をかける。

　蒼月の声に反応したらしいロバが足あし踏ぶみをして、花楓が振り向いた。

「うわっ、蒼月」

　蒼月の顔を見るなり、歓かん迎げいしているとは言い難がたい調子で名前を呼んだ花楓にムッと眉まゆ根ねを寄せる。

「ちょっと待って」

　ロバの手た綱づなを引いた花楓は、そそくさと小屋に入っていった。

　言われるまま小屋の外で待っていると、『ちょっと』と言うにはずいぶんと時間が経たった頃ころになって、ようやく花楓が出てきた。

「寒い中、待たせてごめん」

「俺は小屋に入れないからな。仕方がない」

　行商人が山中に残していったロバの世話を、花楓に託たくしたのは蒼月だ。なにかしら働きたがっていた花楓は、自分の仕事ができたと嬉うれしそうだった。

　だから、あまり口うるさく言いたくないのだが……。

「ロバに手をかけすぎではないか？」

　つい、そんな一言が口から出てしまう。

　花楓は、

「でも、おれしか、世話ができないから」

　そう言って、申し訳なさそうに蒼月を見上げた。

　ロバは、純人である花楓にはさほど警けい戒かいしないのだが、山犬の混合種である郷さとの者が世話をするのは嫌いやがる。

　特に、より獣けものに近い性質の蒼月は天敵に近いらしく……あまり近づくと、怯おびえて恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

　それもあって、花楓がロバの小屋にいる際は、蒼月は少し離れたところから見ているしかないのだ。

「今日の世話は終わったんだろう？」

「うん。一応」

　うなずいた花楓の手を取り、歩き出した。

　花楓は、戸と惑まどった声で「蒼月？」と名前を呼んできたが、聞こえていないふりをして歩き続ける。

「ため池の水は、この冬を越こすには十分なだけあった。あとは、これまでの冬と変わらない雪が降れば、水不足の心配はない。本格的な雪の季節が来るまでに整えておかなければならない、石いし室むろの準備も順調だ」

　今日の仕事はしてきたぞ、と主張する。

　蒼月の少し後ろを歩く花楓は、小さく笑って「お疲つかれ様」と口にして、石室やため池の状じよう況きようを伝えた蒼月の意図を汲くんでくれた。

　握にぎった花楓の指の冷たさに、わずかに眉を顰める。

「すっかり身体が冷えているではないか。湯ゆ殿どので温まったほうがいい」

「大だい丈じよう夫ぶ。そんなには……」

「手だけでなく、肘ひじ上まで冷たい」

　着物の袖そで部分から手を滑すべり込ませて、肘の上まで撫なでる。肌はだが冷えていることを咎とがめると、花楓は言葉に詰つまったような顔で唇くちびるを嚙かんだ。

「菖蒲、胡桃。湯殿はすぐに使えるか。花楓と湯ゆ浴あみをしてくる」

　屋敷に着くと、離れに顔を覗かせて菖蒲たちに声をかける。

　蒼月がロバ小屋の花楓を迎えに行ったことで、優ゆう秀しゆうな女官には蒼月がどうするつもりなのか予想がついていたのだろう。

「あ、はい。追い焚だきの準備をしておきます」

「御お着き替がえも、ご用意してありますので」

　菖蒲と胡桃は、普ふ段だんとは異なる時間の湯浴みに慌てることなく、準備万ばん端たんだと返してきた。想定外だったらしい花楓だけが、赤面して押し黙だまっている。

　湯殿に向かいながら、重い足取りで歩く花楓をチラリと振り向いて尋ねた。

「不満か？」

「……じゃない、けど」

　ポツリと返してきた花楓の耳が赤い……のは、外の風が冷たかったせいではないはずだ。蒼月の伴はん侶りよであることは郷の民たみすべてが認めているのだから、堂々としていたらいいと思うのに、未いまだに恥はじらいや躊躇ためらいを捨てきれないらしい。

　この奥ゆかしいところも、愛いとしいのだけれど……。

「湯浴みを終えたら、毛け繕づくろいを花楓に頼たのもう。いいか？」

　使用人扱あつかいするつもりはないので、普段は花楓自身が「したい」と言っても毛繕いを任せることはない。

　ただ、花楓はなにが楽しいのか、蒼月の毛繕いをしたがる。こうして蒼月が花楓に毛繕いを頼むと、ものすごく嬉しそうな顔でうなずくのだ。

「わかった。任せて」

　少し前まで渋しぶ々しぶと足を運んでいたくせに、笑えみを浮うかべながら蒼月の尻しつ尾ぽを見ている。

　それが、先ほどのロバの世話をしていた花楓の顔と重なって見えて、なんとなく複雑な心情で花楓の手を引いた。










「やっぱり、柘つ植げの櫛くしがいいかな。蜂はち蜜みつと椿つばき油あぶらを混ぜたものを、少しだけ……艶つや々つやになるんだよね」

　手て拭ぬぐいに水気を吸い取らせた花楓は、蜂蜜と椿油を手に取って両手をこすり合わせると、蒼月の尻尾に手て櫛ぐしで塗ぬりつける。目の粗あらい柘植の櫛を持つと、火ひ鉢ばちの熱を当てながらゆっくりと毛を解ほぐしていった。

　普段の菖蒲と胡桃は、雑務をしたがる花楓に「わたくしたちにお任せください」と苦い顔をする。

　ただ、花楓が蒼月の毛繕いを楽しみにしていることを知っているので、今は席を外している。

　蒼月の尻尾は毛量が多いので、乾かわかすのは重労働なはずだ。けれど、無言で櫛を動かす花楓は面めん倒どうがる様子もなく微び笑しようを滲にじませている。

「櫛が引っかかっても、痛くない？」

「ああ。心ここ地ちいい」

　蒼月の答えに、ホッとした顔で尻尾に櫛を通し続ける。

　花楓は、毛繕いに熱中しているせいでなにを言うでもなく、静かだ。火鉢の中で、時おりパチッと炭の弾はじける音だけが響ひびく。

「……楽しいか？」

「うん。乾いてきたら、ふわふわになって……気持ちいい」

　八割くらいは乾いたか……というところで、蒼月の尻尾を両りよう腕うでに抱だいた。頰ほおをくすぐる毛に、目を細めて笑っている。

　どうしようもなく可愛かわいい。ただ、口づけるには……自分の尻尾が邪じや魔まだ。

「おれは、村の純人や行商人以外は山犬族しか知らないけど、世界には兎うさぎや狸たぬきの混合種もいるんだよね？　山犬族の尻尾にも毛色や長さに個性があって、見ているだけで楽しいけど……他ほかにもいろんな耳や尻尾を持つ人たちがいるんだなぁ」

　蒼月の尻尾を触さわりながらつぶやいた花楓は、どこか遠くを見る目をしている。

　ムッとした蒼月は、バサリと尻尾を振ふって花楓の頰を少しばかり手て荒あらに撫でた。

「っ、蒼月」

　抗こう議ぎを含ふくむ声で名前を呼んだ花楓の腕を摑つかみ、腕の中に抱だき寄せる。

　至近距きよ離りで視線を絡からませて、ボソッと口を開いた。

「ロバの毛繕いと俺の毛繕いは、どちらが楽しい？」

　蒼月の問いに、花楓はきょとんとした顔になった。何度か目をしばたたかせて……突とつ然ぜん、意味を解したように破顔する。

「ふ……っ、ふふっ……蒼月のほうが楽しいに決まってる。ロバは、どんなに丁てい寧ねいに毛繕いをしても感想を言ってくれないし」

　クスクスと笑いながら、蒼月の背中に手を回して尻尾の先を軽く撫でる。

　先日、蘇芳をあやしていた時の手つきと同じなのでは……と眉まゆを顰ひそめて、子供ではできないことをしてやろうと唇を触ふれ合わせた。

「ん、蒼……月」

　花楓の唇は、嫁よめ取とりを予告した初めての口づけの時から変わらず、やわらかくて甘い。ずっと触れていたくなる。

「花楓、もっと……舌を」

　舌先に吸いついて深い口づけを誘さそうと、ぎこちなく応じる。

　純人だからか、蒼月より小さくて短い舌は幾いく度どとなく繰くり返しても慣れない風ふ情ぜいで、もどかしくも愛らしい。

「ッ、ん……っんぅ」

　息苦しくなってきたのか、花楓の右手が本人は意識していないだろう手つきで蒼月の尻尾を握って軽く引っ張った。

　左手は、髪かみをくしゃくしゃと撫で回して耳に触れてくる。

　花楓に自覚があるかどうかはわからないが、自分にないものだからか、理性が緩ゆるむと尻尾や獣じゆう毛もうに覆おおわれた耳を弄いじりたくて堪たまらなくなるらしい。

「……尻尾、それほど好きか？」

「ぅ、ん……綺き麗れい」

　口づけを解いて尋たずねると、とろりとした目で蒼月を見上げてくる。

　憧しよう憬けいの眼めは、子供の頃ころ……初めて逢あった時と同じものだ。

　純人の村では、混合種である自分たち山犬族は粗そ暴ぼうなものだと伝えられていると知っていた。恐おそれられ、獣けもののように避さけられるとばかり思っていたのに……花楓は違ちがった。

　あの時、いずれ純人を『花嫁』とするのならこの子にしようと、心に決めたのだ。

「他の混合種を知っても、そう言ってくれるだろうか」

　花楓の頭を抱き込んで、ポツリとつぶやく。

　蒼月よりも、もっと珍めずらしい毛色や美しい毛並みの混合種と出逢っても、変わらない目で見つめてくれるのだろうか。

　そんな、漠ばく然ぜんとした不安が込み上げてきて自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

　形のない『いつか』を不安に感じるなど、馬ば鹿かげている。

　そう思うのに、万が一、花楓が離はなれて行ってしまったら……と考えるだけで心の臓が潰つぶれそうだ。

　無様で、情けなくて……言葉にできない。花楓にも、呆あきれられそうだ。

　蒼月は、不安を悟さとられないよう無言で花楓を抱き締しめていたのに、まるで心の声が聞こえたかのように花楓がつぶやいた。

「今も、これからも……蒼月が一番だよ。綺麗で、凜り々りしくて……可愛いなんて、最強だ」

　そっと尻尾を撫なでながら笑みを含んだ声で告げられて、抱き締める腕に力を込めた。

　表情を隠かくさなければ。醜しゆう態たいを晒さらしてはならない。

　花楓には、できるだけ勇ましく頼たよりがいのある、威い風ふう堂どう々どうとした頭領の姿を見せたい。

　不安を感じている顔や、花楓の一言で泣きたくなるほど安あん堵どする……甘えを曝さらけ出すわけにはいかない。

　蒼月は、ギリギリのところでそうしてなんとか体てい裁さいを保とうとしているのに、

「明日も、毛繕いさせてくれる？」

　そっと尻尾を撫でながら、花楓が尋ねてくる。

　蒼月が隠そうとしている不安や弱さ、甘えをすべて見み透すかしている……それでいて、すべてを許して受け止めようとするみたいだ。

　一つ深呼吸をした蒼月は、意図的に威い厳げんを漂ただよわせた声で答えた。

「無論。おまえが望むなら」

　貫かん録ろくを示そうとしても、今いま更さらかもしれないが。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度は、『もふもふ狼おおかみ王おうの寵ちよう愛あい花はな嫁よめ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　今回のもふもふ担当は、攻せめ氏です。クールぶっていても、受うけの花楓かえでラブな残念な男前です。担当Ｋさんと、「蒼そう月げつってば、どれだけ花楓が好きなんだ。……暑苦しい」と笑いましたが、読んでくださった方にも「暑苦しい愛」を感じていただけると幸いです。

　作者に暑苦しいと言われている蒼月を、綺麗で凜々しい男前な頭領として描いてくださった明みよう神じん翼つばさ先生には、感謝感激です。内面の暑苦しさを完璧に覆い隠してくれています。ただの「もふ好き」疑惑のある花楓も、うっとりする美人さんに描いてくださり、本当にありがとうございました。明神先生の描いてくださる『混合種』は「受もふ」も「攻もふ」も可愛くて格好いいので、次はどんな「もふ」にしようか、わくわくします。

　担当Ｋさんには、今回も恐ろしくお手を煩わずらわせてしまい、申し訳ございませんでした。思い出したくもない、阿あ鼻び叫きよう喚かんの日々だったのではないかと……。人として、精しよう進じんしてまいります。

　ここまでお目を通してくださり、ありがとうございました。ちょっぴりでも楽しいと思っていただけると、なによりも幸せです。またお逢いできますように！


二〇二〇年　　　　猛暑というより酷暑です……
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